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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（Ｉ）
【化１】

〔式中、
　Ａ１は、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ２は、－Ｎ－ＣＨ３又は酸素（Ｏ）であり；
　Ａ３は、酸素であり；
　Ａ４は、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ５は、＝Ｃ－Ｈであり；
　Ｒ１は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、トリフルオロメチル、－ＣＨ
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２－ＣＨ２－Ｆ、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＯＨ、－（ＣＨ２）２－Ｓ－Ｃ２Ｈ５、－（ＣＨ２

）２－ＳＯ２－Ｃ２Ｈ５又は
【化２】

であり；
　Ｒ２ａは、水素、トリフルオロメチル、シアノ、ＣＯＮＨ２、フッ素又は塩素であり；
　Ｒ２ｂは、水素、塩素、トリフルオロメチル、メトキシ又はＮＨＣＯＣＨ３であり；
　Ｒ３は、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメチル、塩素、４－ＣＦ３（Ｃ６Ｈ４）
、４－（ＣＦ３）ピラゾール－１－イル、３－（ＣＦ３）ピラゾール－１－イル又は４－
（ＣＦ３）イミダゾール－１－イルであり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される化合物。
【請求項２】
式（Ｉ）
【化３】

〔式中、
　Ａ１は、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ２は、－Ｎ－ＣＨ３又は酸素（Ｏ）であり；
　Ａ３は、酸素であり；
　Ａ４は、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ５は、＝Ｃ－Ｈであり；
　Ｒ１は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、トリフルオロメチル、－ＣＨ

２－ＣＨ２－Ｆ、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＯＨ、－（ＣＨ２）２－Ｓ－Ｃ２Ｈ５、－（ＣＨ２

）２－ＳＯ２－Ｃ２Ｈ５又は
【化４】

であり；
　Ｒ２ａは、水素、トリフルオロメチル、シアノ、ＣＯＮＨ２、フッ素又は塩素であり；
　Ｒ２ｂは、メトキシ、エトキシ又はＮＨＣＯ－メチルであり；
　Ｒ３は、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメチル、塩素、４－ＣＦ３（Ｃ６Ｈ４）
、４－（ＣＦ３）ピラゾール－１－イル、３－（ＣＦ３）ピラゾール－１－イル又は４－
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（ＣＦ３）イミダゾール－１－イルであり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される化合物。
【請求項３】
　Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ３、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎが、それぞれ、請求項１で
定義されている通りであり；及び、
Ｒ２ｂが、メトキシ又はＮＨＣＯＣＨ３である；
請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
【請求項４】
　組成物であって、請求項１に記載の式（Ｉ）で表される少なくとも１種類の化合物並び
に慣習的な増量剤及び／又は界面活性剤を含んでいることを特徴とする、前記組成物。
【請求項５】
　有害生物を防除する方法であって、請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物又は請
求項４に記載の組成物を該有害生物及び／又はそれらの生息環境に作用させることを特徴
とし、ただし、人間における有害生物を防除する方法を除く、前記方法。
【請求項６】
　有害生物を防除するための、請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物又は請求項４
に記載の組成物の使用、ただし、人間への使用を除く、前記使用。
【請求項７】
　式（ＩＩａ）
【化５】

〔式中、
　Ｒ３は、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル又は（Ｃ１－Ｃ４）ハロ
アルキルスルホニルであり、その際、Ｒ３は、ＣＦ３又はＣＨＦ２ではない〕
で表される化合物。
【請求項８】
　Ｒ３が、ＣＨ２Ｆ、Ｃ２Ｈ４Ｆ、Ｃ２Ｈ３Ｆ２、Ｃ２Ｈ２Ｆ３、Ｃ２ＨＦ４、Ｃ２Ｆ５

、ｎ－Ｃ３Ｆ７、ｉ－Ｃ３Ｆ７、ＯＣＨ２Ｆ、ＳＣＨ２Ｆ、ＳＯＣＨ２Ｆ、ＳＯ２ＣＨ２

Ｆ、ＯＣＨＦ２、ＳＣＨＦ２、ＳＯＣＨＦ２、ＳＯ２ＣＨＦ２、ＯＣＦ３、ＯＣＦ２Ｃｌ
、ＯＣＦＣｌ２、ＳＣＦ３、ＳＯＣＦ３、ＳＯ２ＣＦ３、ＯＣ２Ｈ４Ｆ、ＳＣ２Ｈ４Ｆ、
ＳＯＣ２Ｈ４Ｆ、ＳＯ２Ｃ２Ｈ４Ｆ、ＯＣ２Ｈ３Ｆ２、ＳＣ２Ｈ３Ｆ２、ＳＯＣ２Ｈ３Ｆ

２、ＳＯ２Ｃ２Ｈ３Ｆ２、ＯＣ２Ｈ２Ｆ３、ＳＣ２Ｈ２Ｆ３、ＳＯＣ２Ｈ２Ｆ３、ＳＯ２

Ｃ２Ｈ２Ｆ３、ＯＣ２ＨＦ４、ＳＣ２ＨＦ４、ＳＯＣ２ＨＦ４、ＳＯ２Ｃ２ＨＦ４、ＯＣ

２Ｆ５、ＳＣ２Ｆ５、ＳＯＣ２Ｆ５、ＳＯ２Ｃ２Ｆ５、ｎ－ＯＣ３Ｆ７、ｎ－ＳＣ３Ｆ７

、ｎ－ＳＯＣ３Ｆ７、ｎ－ＳＯ２Ｃ３Ｆ７、ｉ－ＯＣ３Ｆ７、ｉ－ＳＣ３Ｆ７、ｉ－ＳＯ
Ｃ３Ｆ７又はｉ－ＳＯ２Ｃ３Ｆ７である；
請求項７に記載の式（ＩＩａ）で表される化合物。
【請求項９】
　Ｒ３が、ＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ３、Ｃ２Ｈ４Ｆ、Ｃ２Ｈ３Ｆ２、Ｃ２Ｈ２Ｆ３、Ｃ２ＨＦ４
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、Ｃ２Ｆ５、ＳＣＦ３、ＳＯＣＦ３又はＳＯ２ＣＦ３である；
請求項７に記載の式（ＩＩａ）で表される化合物。
【請求項１０】
　Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３、Ａ１、Ａ２、Ａ４、Ａ５及びｎは、それぞれ、下記表中
の実施例Ｉ－１～実施例Ｉ－７７において定義されているとおりであり、ただしＡ３が酸
素である、請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
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　ここで、上記表において「*」印が付されたＲ２ｂは、次式で示されているとおり３位
又は５位で結合している：

【請求項１１】
　式（ＩＩ－０２）
【化６】

で表される化合物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、式（Ｉ）で表される新規２－（ヘタ）アリール置換縮合二環式ヘテロ環誘導
体、害虫（ａｎｉｍａｌ　ｐｅｓｔ）を防除するための、特に、節足動物（とりわけ、昆
虫類及びクモ形類動物）を防除するための、殺ダニ剤及び／又は殺虫剤としてのそれらの
使用、並びに、それらを調製するための調製方法及び中間体に関する。
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【０００２】
　殺虫特性を有している２－（ヘタ）アリール置換縮合二環式ヘテロ環誘導体は、文献中
に、例えば、ＷＯ　２０１０／１２５９８５、ＷＯ　２０１２／０７４１３５、ＷＯ　２
０１２／０８６８４８、ＷＯ　２０１３／０１８９２８、ＷＯ　２０１４／１４２２９２
及びＷＯ　２０１４／１４８４５１、並びに、さらに、ＷＯ　２０１５／０００７１５な
どの中に、既に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際特許出願公開第２０１０／１２５９８５号
【特許文献２】国際特許出願公開第２０１２／０７４１３５号
【特許文献３】国際特許出願公開第２０１２／０８６８４８号
【特許文献４】国際特許出願公開第２０１３／０１８９２８号
【特許文献５】国際特許出願公開第２０１４／１４２２９２号
【特許文献６】国際特許出願公開第２０１４／１４８４５１号
【特許文献７】国際特許出願公開第２０１５／０００７１５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記で引用されてい文献によって既に知られている活性成分は、狭い適
用範囲しか示さないという理由で、又は、充分な殺虫活性若しくは殺ダニ活性を有してい
ないという理由で、施用において幾つか不利点を有している。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　新規２－（ヘタ）アリール置換縮合二環式ヘテロ環誘導体が見いだされ、そして、これ
らは、既に知られている化合物よりも有利点を有している。そのような有利点の例は、よ
り良好な生物学的特性又は環境に関する特性、より広い範囲の施用方法、向上した殺虫活
性又は殺ダニ活性、及び、さらに、作物植物との良好な適合性である。該２－（ヘタ）ア
リール置換縮合二環式ヘテロ環誘導体は、効力（特に、防除が困難な昆虫類に対する効力
）を向上させるための別の作用剤と組合せて使用することが可能である。
【０００６】
　従って、本発明は、式（Ｉ）
【化１】

【０００７】
〔式中、
　Ａ１は、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ２は、－Ｎ－Ｒ５、酸素又は硫黄であり；
　Ａ３は、酸素、＝Ｎ－Ｈ又は＝Ｎ－ＣＮであり；
　Ａ４は、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ５は、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ｒ１は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）シア
ノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－
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Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキ
ニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニルオキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルキニル、（
Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ８）
シクロアルキル、アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルア
ミノ、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル
チオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルス
ルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロ
アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルア
ミノ、アミノスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスル
ホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル－（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルであり；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（
Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル［ここで、これらは、それぞれ
、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリルで同じように又は異なるように１置換又は多
置換されており、その際、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリルは、それぞれ独立し
て、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、カルボキシル、カルバモイル、
アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイ
ミノ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイミノ－（Ｃ２－Ｃ６）
アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホキシイミノ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミ
ノ－（Ｃ２－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）トリアルキルシリル又はベンジルで同じよ
うに又は異なるように１置換又は多置換されていてもよい］であり；又は、
　Ｒ１は、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリル［ここで、これらは、それぞれ、ハ
ロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、カルボキシル、カルバモイル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイミノ－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイミノ－（Ｃ２－Ｃ６）アルキルカルボニル、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ－（Ｃ２－Ｃ６）アル
キルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボ
ニル、（Ｃ３－Ｃ６）トリアルキルシリル、（＝Ｏ）（ヘテロシクリルの場合のみ）又は
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（＝Ｏ）２（ヘテロシクリルの場合のみ）で同じように又は異なるように１置換又は多置
換されている］であり；
　Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素、シアノ、ハロゲン、ニト
ロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルシリル、
（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロ
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ８

）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、
（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アル
キニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ

６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルコキシ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、
（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アル
コキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスル
ホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオカルボ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルオキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
アミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミノカルボニル、ジ（Ｃ２

－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニ
ル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイ
ミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノであり；
　アリール又はヘタリール［ここで、これらは、それぞれ、同じように又は異なるように
１置換又は多置換されており、その際、（ヘタリールの場合には）少なくとも１のカルボ
ニル基が存在していてもよく、及び／又は、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下の
ものである：シアノ、カルボキシル、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミ
ノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルシリル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキシアルキ
ル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノ
アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６

）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（
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Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ

６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルス
ルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスル
ホニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（
Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシカルボニル、アミノカ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ
カルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミノカルボニル、ジ（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニ
ルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
アミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルア
ミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノ］であり；
　Ｒ５は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）シア
ノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキ
ニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニルオキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルキニル、（
Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ８）
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６

）ハロアルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
ハロアルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ

１－Ｃ６）ハロアルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノカルボニル－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ジ（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキ
ルアミノ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
　ｎは、０、１又は２であり；
　ここで、ｎ＝２である場合、Ａ３の意味は、同一でも又は異なっていてもよい〕
で表される新規化合物を提供する。
【０００８】
　さらに、式（Ｉ）で表される化合物が、殺有害生物剤として、好ましくは、殺虫剤及び
／又は殺ダニ剤として、極めて優れた効力を有していて、及び、さらに、概して、植物と
の極めて良好な適合性、特に、作物植物に関して、植物との極めて良好な適合性を示すと
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いうことが、見いだされた。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の化合物は、式（Ｉ）によって概括的に定義される。上記及び下記に記載されて
いる式の中で与えられている好ましい置換基又はラジカルの好ましい範囲について、以下
で説明する。
【００１０】
　Ａ１は、好ましくは、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ２は、好ましくは、－Ｎ－Ｒ５、酸素又は硫黄であり；
　Ａ３は、好ましくは、酸素、＝Ｎ－Ｈ又は＝Ｎ－ＣＮであり；
　Ａ４は、好ましくは、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ５は、好ましくは、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ｒ１は、好ましくは、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１

－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１

－Ｃ４）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２

－Ｃ４）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニルオ
キシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノ
アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ

４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２

－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアル
キル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（
Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（
Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアル
キルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ

１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（
Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルスルホニルアミノであり；又は、
　（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（
Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル［ここで、これらは、それぞれ
、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリルで同じように又は異なるように１置換又は２
置換されていてもよく、その際、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリルは、それぞれ
、ハロゲン、シアノ、カルバモイル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ

３－Ｃ４）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
スルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフイミ
ノで同じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよい］であり；又は、
　Ｒ１は、好ましくは、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリル［ここで、これらは、
それぞれ、ハロゲン、シアノ、カルバモイル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィ
ニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフイミノ、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルスルホキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ３－Ｃ

４）トリアルキルシリル、（＝Ｏ）（ヘテロシクリルの場合のみ）又は（＝Ｏ）２（ヘテ
ロシクリルの場合のみ）で同じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよ
い］であり；
　Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３及びＲ４は、好ましくは、それぞれ独立して、水素、シアノ、ハ
ロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ４）アル
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キルシリル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－
Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル
、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）
アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロ
アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ

４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（
Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－
Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４

）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、（
Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、アミノカル
ボニル、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、アミノ
チオカルボニルであり；
　フェニル又はヘタリール［ここで、これらは、それぞれ、同じように又は異なるように
１置換又は２置換されており、その際、（ヘタリールの場合には）少なくとも１のカルボ
ニル基が存在していてもよく、及び／又は、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下の
ものである：シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキ
シアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ

４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（
Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルコ
キシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
ヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１

－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイ
ミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ

４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホ
ニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアル
キルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル］で
あり；
　Ｒ５は、好ましくは、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１

－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキ
シ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハ
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ロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－
Ｃ４）アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－
（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）
ハロアルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１

－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル－
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルであり；
　ｎは、好ましくは、０、１又は２であり；
　ここで、ｎ＝２である場合、Ａ３の意味は、同一でも又は異なっていてもよい。
【００１１】
　Ａ１は、さらに好ましくは、窒素又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ２は、さらに好ましくは、－Ｎ－Ｒ５又は酸素であり；
　Ａ３は、さらに好ましくは、酸素又は＝Ｎ－Ｈであり；
　Ａ４は、さらに好ましくは、窒素又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ５は、さらに好ましくは、窒素又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ｒ１は、さらに好ましくは、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、
（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル
、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アル
キルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ

４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルであり；又
は、
　（Ｃ１－Ｃ４）アルキル［ここで、該アルキルは、フェニル、ピリジル、ピリミジル、
ピリダジニル、ピラジニル、ピラゾリル、トリアゾリル、チアゾリル、テトラゾリル、ピ
ペラジニル、テトラヒドロフリル又はオキセタニルで
１置換されていてもよく、その際、フェニル、ピリジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピ
ラジニル、ピラゾリル、トリアゾリル、チアゾリル、テトラゾリル、ピペラジニル、テト
ラヒドロフリル又はオキセタニルは、それぞれ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又は
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルで同じように又は異なるように１置換又は２置換されていて
もよい］であり；又は、
　Ｒ１は、さらに好ましくは、フェニル、ピリジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピラジ
ニル、ピラゾリル、トリアゾリル、チアゾリル、テトラゾリル、ピペラジニル、テトラヒ
ドロフリル又はオキセタニル［ここで、これらは、それぞれ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルで同じように又は異なるように１置換又は２置
換されていてもよい］であり；
　Ｒ２ａは、さらに好ましくは、水素、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）
ハロアルキルスルフィニル又は（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニルであり；
　Ｒ２ｂは、さらに好ましくは、水素又はハロゲンであり；
　Ｒ３は、さらに好ましくは、水素、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４

）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル
スルフィニル又は（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニルであり；
　Ｒ４は、さらに好ましくは、水素、ハロゲン、シアノ又は（Ｃ１－Ｃ３）アルキルであ
り；
　Ｒ５は、さらに好ましくは、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－
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　ｎは、さらに好ましくは、０、１又は２であり；
　ここで、ｎ＝２である場合、Ａ３の意味は、同一でも又は異なっていてもよい。
【００１２】
Ａ１は、一層さらに好ましくは、窒素又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
Ａ２は、一層さらに好ましくは、－Ｎ－Ｒ５又は酸素であり；
Ａ３は、一層さらに好ましくは、酸素であり；
Ａ４は、一層さらに好ましくは、窒素又は＝Ｃ－Ｈであり；
Ａ５は、一層さらに好ましくは、窒素又は＝Ｃ－Ｈであり；
Ｒ１は、一層さらに好ましくは、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、シクロ
プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロブチル、フルオロメチル
、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、フルオロエチル、ジフルオロエチル、トリフ
ルオロエチル、テトラフルオロエチル、ペンタフルオロエチル、－（ＣＨ２）２－Ｓ－Ｃ

２Ｈ５、－（ＣＨ２）２－ＳＯ２－Ｃ２Ｈ５又は

【化２】

【００１３】
であり；
　Ｒ２ａは、一層さらに好ましくは、水素、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフ
ルオロメチル、フルオロエチル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、テトラフルオ
ロエチル、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロメチルスルホ
ニル、トリフルオロメチルスルフィニル、フッ素又は塩素であり；：
　Ｒ２ｂは、一層さらに好ましくは、水素、フッ素又は塩素であり；
　Ｒ３は、一層さらに好ましくは、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメ
チル、フルオロエチル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、テトラフルオロエチル
、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロメチルスルホニル又は
トリフルオロメチルスルフィニルであり；
　Ｒ４は、一層さらに好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素又はシアノであり；
　Ｒ５は、一層さらに好ましくは、メチル、エチル、ｉ－プロピル、メトキシメチル又は
メトキシエチルであり；
　ｎは、一層さらに好ましくは、０、１又は２である。
【００１４】
　Ａ１は、特に、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ２は、特に、－Ｎ－ＣＨ３又は酸素（Ｏ）であり；
　Ａ３は、特に、酸素（Ｏ）であり；
　Ａ４は、特に、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ５は、特に、＝Ｃ－Ｈであり；
　Ｒ１は、特に、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、トリフルオロメチル、
－（ＣＨ２）２－Ｓ－Ｃ２Ｈ５、－（ＣＨ２）２－ＳＯ２－Ｃ２Ｈ５又は
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【化３】

【００１５】
であり；
　Ｒ２ａは、特に、水素、トリフルオロメチル、フッ素又は塩素であり；
　Ｒ２ｂは、特に、水素又は塩素であり；
　Ｒ３は、特に、トリフルオロメチルであり；
　ｎは、特に、０、１又は２である。
【００１６】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ａ）
【化４】

【００１７】
で表される化合物に関する。
【００１８】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｂ）

【化５】

【００１９】
で表される化合物に関する。
【００２０】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｃ）
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【化６】

【００２１】
で表される化合物に関する。
【００２２】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｄ）

【化７】

【００２３】
で表される化合物に関する。
【００２４】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｅ）
【化８】

【００２５】
で表される化合物に関する。
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【００２６】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｆ）
【化９】

【００２７】
で表される化合物に関する。
【００２８】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｇ）

【化１０】

【００２９】
で表される化合物に関する。
【００３０】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｈ）
【化１１】

【００３１】
で表される化合物に関する。
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【００３２】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｉ）
【化１２】

【００３３】
で表される化合物に関する。
【００３４】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｊ）

【化１３】

【００３５】
で表される化合物に関する。
【００３６】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｋ）

【化１４】

【００３７】
で表される化合物に関する。
【００３８】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｌ）
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【化１５】

【００３９】
で表される化合物に関する。
【００４０】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｍ）
【化１６】

【００４１】
で表される化合物に関する。
【００４２】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｎ）
【化１７】

【００４３】
で表される化合物に関する。
【００４４】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｏ）
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【化１８】

【００４５】
で表される化合物に関する。
【００４６】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｐ）
【化１９】

【００４７】
表される化合物に関する。
【００４８】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｑ）
【化２０】

【００４９】
で表される化合物に関する。
【００５０】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｒ）
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【化２１】

【００５１】
で表される化合物に関する。
【００５２】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｓ）
【化２２】

【００５３】
で表される化合物に関する。
【００５４】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｔ）

【化２３】

【００５５】
で表される化合物に関する。
【００５６】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｕ）
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【化２４】

【００５７】
で表される化合物に関する。
【００５８】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｖ）

【化２５】

【００５９】
で表される化合物に関する。
【００６０】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｗ）

【化２６】

【００６１】
で表される化合物に関する。
【００６２】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ－Ｘ）
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【化２７】

【００６３】
で表される化合物に関する。
【００６４】
　式（Ｉ－Ａ）～式（Ｉ－Ｘ）において、Ｒ１ラジカル、Ｒ２ａラジカル、Ｒ２ｂラジカ
ル、Ｒ３ラジカル、Ａ１ラジカル、Ａ２ラジカル、Ａ３ラジカル、Ａ４ラジカル、Ａ５ラ
ジカル及びｎラジカルは、それぞれ、上記で定義されているとおりである。
【００６５】
　さらなる実施形態（構成１）では、本発明は、式（Ｉ）
【化２８】

【００６６】
〔式中、
　Ａ１は、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ２は、－Ｎ－Ｒ５、酸素又は硫黄であり；
　Ａ３は、酸素であり；
　Ａ４は、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ５は、＝Ｃ－Ｈであり；
　Ｒ１は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）シア
ノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキ
ニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニルオキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルキニル、（
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Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ８）
シクロアルキル、アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルア
ミノ、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル
チオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルス
ルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロ
アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルア
ミノ、アミノスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスル
ホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル－（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルであり；又は、
　いずれの場合にもアリール、ヘタリール又はヘテロシクリルで同じように又は異なるよ
うに１置換又は多置換されていてもよい（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコ
キシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロア
ルキル［ここで、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリルは、それぞれ独立して、ハロ
ゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、カルボキシル、カルバモイル、アミノス
ルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイミノ－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイミノ－（Ｃ２－Ｃ６）アルキル
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホ
キシイミノ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ－（Ｃ

２－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）トリアルキルシリル又はベンジルで同じように又は
異なるように１置換又は多置換されていてもよい］であり；又は、
　Ｒ１は、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリル［ここで、これらは、それぞれ、ハ
ロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、カルボキシル、カルバモイル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイミノ－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフイミノ－（Ｃ２－Ｃ６）アルキルカルボニル、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ－（Ｃ２－Ｃ６）アル
キルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボ
ニル、（Ｃ３－Ｃ６）トリアルキルシリル、（＝Ｏ）（ヘテロシクリルの場合のみ）又は
（＝Ｏ）２（ヘテロシクリルの場合のみ）で同じように又は異なるように１置換又は多置
換されていてもよい］であり；
　Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素、シアノ、ハロゲン、ニト
ロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルシリル、
（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロ
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ８
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）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、
（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アル
キニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ

６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルコキシ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、
（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アル
コキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスル
ホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオカルボ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルオキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
アミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミノカルボニル、ジ（Ｃ２

－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニ
ル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイ
ミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノ、ＮＨＣ
Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ）であり；
　アリール又はヘタリール［ここで、これらは、それぞれ、同じように又は異なるように
１置換又は多置換されていてもよく、その際、（ヘタリールの場合には）少なくとも１の
カルボニル基が存在していてもよく、及び／又は、可能な置換基は、いずれの場合にも、
以下のものである：シアノ、カルボキシル、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル
、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルシリル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（
Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキシ
アルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコ
キシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）
シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２

－Ｃ６）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ
、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ

６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルチオ、（Ｃ

１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアル
キルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、
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（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルオキシ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシカルボニル、ア
ミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
アミノカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミノカルボニル、ジ（Ｃ２－Ｃ６）－ア
ルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ、アミノ
チオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノ］であり；
　Ｒ５は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）シア
ノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキ
ニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニルオキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルキニル、（
Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ８）
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６

）ハロアルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
ハロアルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ

１－Ｃ６）ハロアルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノカルボニル－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ジ（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキ
ルアミノ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される化合物に関する。
【００６７】
　好ましいもの（構成２）は、式（Ｉ）〔式中、
　Ａ１は、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ２は、－Ｎ－Ｒ５、酸素又は硫黄であり；
　Ａ３は、酸素であり；
　Ａ４は、窒素、＝Ｎ＋－Ｏ－又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ５は、＝Ｃ－Ｈであり；
　Ｒ１は、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ
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４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－
Ｃ４）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキ
ニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニルオキシ－（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ３－Ｃ６）シクロアル
キル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ、（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ－（Ｃ

１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノであり；又は、
　（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（
Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル［ここで、これらは、それぞれ
、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリルで同じように又は異なるように１置換又は２
置換されていてもよく、その際、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリルは、それぞれ
、ハロゲン、シアノ、カルバモイル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ

３－Ｃ４）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
スルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフイミ
ノで同じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよい］であり；又は、
　Ｒ１は、アリール、ヘタリール又はヘテロシクリル［ここで、これらは、それぞれ、ハ
ロゲン、シアノ、カルバモイル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロア
ルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルスルホキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ３－Ｃ４）トリアル
キルシリル、（＝Ｏ）（ヘテロシクリルの場合のみ）又は（＝Ｏ）２（ヘテロシクリルの
場合のみ）で同じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよい］であり；
　Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素、シアノ、ハロゲン、ニト
ロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルシリル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ

４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－
（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、
（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアル
キニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）
ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１

－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコ
キシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ

１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルス
ルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）
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アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、アミ
ノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、アミノチオカルボニ
ル、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ）で
あり；
　フェニル又はヘタリール［ここで、これらは、それぞれ、同じように又は異なるように
１置換又は２置換されており、その際、（ヘタリールの場合には）少なくとも１のカルボ
ニル基が存在していてもよく、及び／又は、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下の
ものである：シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキ
シアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ

４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（
Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルコ
キシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
ヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１

－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイ
ミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ

４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホ
ニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアル
キルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル］で
あり；
　Ｒ５は、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シア
ノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ

４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－
Ｃ４）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキ
ニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキ
ルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４

）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル
スルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アル
キルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ４

）アルキルであり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される化合物である。
【００６８】
　特に好ましいもにの（構成３）は、式（Ｉ）〔式中、
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　Ａ１は、窒素又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ２は、－Ｎ－Ｒ５又は酸素であり；
　Ａ３は、酸素であり；
　Ａ４は、窒素又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ５は、＝Ｃ－Ｈであり；
　Ｒ１は、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－
Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（
Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィ
ニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルであり；又は、
　（Ｃ１－Ｃ４）アルキル［ここで、該アルキルは、フェニル、ピリジル、ピリミジル、
ピリダジニル、ピラジニル、ピラゾリル、トリアゾリル、チアゾリル、テトラゾリル、ピ
ペラジニル、テトラヒドロフリル又はオキセタニルで１置換されていてもよく、その際、
、フェニル、ピリジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピラジニル、ピラゾリル、トリアゾ
リル、チアゾリル、テトラゾリル、ピペラジニル、テトラヒドロフリル又はオキセタニル
は、それぞれ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルで同
じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよい］であり；又は、
　Ｒ１は、フェニル、ピリジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピラジニル、ピラゾリル、
トリアゾリル、チアゾリル、テトラゾリル、ピペラジニル、テトラヒドロフリル又はオキ
セタニル［ここで、これらは、それぞれ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又は（Ｃ１

－Ｃ４）ハロアルキルで同じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよい
］であり；
　Ｒ２ａは、水素、シアノ、アミノカルボニル、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（
Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチ
オ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１

－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル又は（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキルスルホニルであり；
　Ｒ２ｂは、水素、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、ＮＨＣＯ
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又はハロゲンであり；
　Ｒ３は、水素、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（
Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルス
ルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（
Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニルである
か、又は、フェニル、ピラゾリル若しくはイミダゾリル［ここで、これらは、それぞれ、
トリフルオロメチルで１置換されていてもよい］であり；
　Ｒ４は、水素、ハロゲン、シアノ又は（Ｃ１－Ｃ３）アルキルであり；
　Ｒ５は、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アル
キルであり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される化合物である。
【００６９】
　極めて特に好ましいもの（構成４）は、式（Ｉ）〔式中、
　Ａ１は、窒素又は＝Ｃ－Ｒ４であり；
　Ａ２は、－Ｎ－Ｒ５又は酸素であり；
　Ａ３は、酸素であり；
　Ａ４は、窒素又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ５は、＝Ｃ－Ｈであり；
　Ｒ１は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、シクロプロピル、ｎ－ブチル
、ｉ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロブチル、ヒドロキシエチル（－ＣＨ２－ＣＨ２
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ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、テトラフルオロエチル、ペンタフルオロエチル
、－（ＣＨ２）２－Ｓ－Ｃ２Ｈ５、－（ＣＨ２）２－ＳＯ２－Ｃ２Ｈ５又は
【化２９】

【００７０】
であり；
　Ｒ２ａは、水素、シアノ、アミノカルボニル（ＣＯＮＨ２）、フルオロメチル、ジフル
オロメチル、トリフルオロメチル、フルオロエチル、ジフルオロエチル、トリフルオロエ
チル、テトラフルオロエチル、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメトキシ、ジフルオ
ロクロロメトキシ、ジクロロフルオロメトキシ、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロ
メチルスルホニル、トリフルオロメチルスルフィニル、フッ素又は塩素であり；
　Ｒ２ｂは、水素、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメチル、メチルカルボニルアミノ
（ＮＨＣＯ－メチル）、フッ素又は塩素であり；
　Ｒ３は、フッ素、塩素、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、フ
ルオロエチル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、テトラフルオロエチル、ペンタ
フルオロエチル、トリフルオロメトキシ、ジフルオロクロロメトキシ、ジクロロフルオロ
メトキシ、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロメチルスルホニル、トリフルオロメチ
ルスルフィニルであるか、又は、フェニル、ピラゾール－１－イル若しくはイミダゾール
－１－イル［ここで、これらは、それぞれ、トリフルオロメチルで１置換されていてもよ
い］であり；
　Ｒ４は、水素、フッ素、塩素、臭素又はシアノであり；
　Ｒ５は、メチル、エチル、ｉ－プロピル、メトキシメチル又はメトキシエチルであり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される化合物である。
【００７１】
　重要なもの（構成５）は、式（Ｉ）〔
　Ａ１は、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ２は、－Ｎ－ＣＨ３又は酸素（Ｏ）であり；
　Ａ３は、酸素（Ｏ）であり；
　Ａ４は、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ５は、＝Ｃ－Ｈであり；
　Ｒ１は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、シクロプロピル、ｎ－ブチル
、ｉ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロブチル、ヒドロキシエチル（－ＣＨ２－ＣＨ２

－ＯＨ）、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、フルオロエチル、
ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、テトラフルオロエチル、ペンタフルオロエチル
、－（ＣＨ２）２－Ｓ－Ｃ２Ｈ５、－（ＣＨ２）２－ＳＯ２－Ｃ２Ｈ５又は
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【化３０】

【００７２】
（オキセタン－３－イル）であり；
　Ｒ２ａは、水素、シアノ、アミノカルボニル（ＣＯＮＨ２）、フルオロメチル、ジフル
オロメチル、トリフルオロメチル、フルオロエチル、ジフルオロエチル、トリフルオロエ
チル、テトラフルオロエチル、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメトキシ、トリフル
オロメチルチオ、トリフルオロメチルスルホニル、トリフルオロメチルスルフィニル、フ
ッ素又は塩素であり；
　Ｒ２ｂは、水素、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメチル、メチルカルボニルアミノ
（ＮＨＣＯ－メチル）、フッ素又は塩素であり；
　Ｒ３は、フッ素、塩素、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、フ
ルオロエチル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、テトラフルオロエチル、ペンタ
フルオロエチル、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロメチル
スルホニル、トリフルオロメチルスルフィニルであるか、又は、フェニル、

【化３１】

【００７３】
（ピラゾール－１－イル）若しくは
【化３２】

【００７４】
（イミダゾール－１－イル）［ここで、これらは、それぞれ、トリフルオロメチルで１置
換されていてもよい］であり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される化合物である。
【００７５】
　特に重要なもの（構成６）は、式（Ｉ）〔式中、
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　Ａ１は、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ２は、－Ｎ－ＣＨ３又は酸素（Ｏ）であり；
　Ａ３は、酸素（Ｏ）であり；
　Ａ４は、窒素（Ｎ）又は＝Ｃ－Ｈであり；
　Ａ５は、Ｃ－Ｈであり；
　Ｒ１は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、トリフルオロメチル、－ＣＨ

２－ＣＨ２－Ｆ、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＯＨ、－（ＣＨ２）２－Ｓ－Ｃ２Ｈ５、－（ＣＨ２

）２－ＳＯ２－Ｃ２Ｈ５又は
【化３３】

【００７６】
であり；
　Ｒ２ａは、水素、トリフルオロメチル、シアノ、ＣＯＮＨ２、フッ素又は塩素であり；
　Ｒ２ｂは、水素、塩素、トリフルオロメチル、メトキシ又はＮＨＣＯＣＨ３であり；
　Ｒ３は、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメチル、塩素、４－ＣＦ３（Ｃ６Ｈ４）
、４－（ＣＦ３）ピラゾール－１－イル、３－（ＣＦ３）ピラゾール－１－イル又は４－
（ＣＦ３）イミダゾール－１－イルであり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される化合物である。
【００７７】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ３、Ａ
１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎは、それぞれ、上記で定義されているとおりであり、
特に、構成（１）又は構成（２）又は構成（３）又は構成（４）又は構成（５）又は構成
（６）において定義されているとおりであり；及び、
　Ｒ２ｂは、アセチル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルシリル、（Ｃ３

－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル（ここで、結合は、アルキル
で置換されているシクロアルキルを介している）、ハロ（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、
（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）シ
アノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－
（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）
アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１

－Ｃ６）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルフィニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルオキシ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ

６）ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６

）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル
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、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボ
ニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミ
ノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－
アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミノ、
アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノ、ＮＨＣＯ－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ）であり；
　いずれの場合にも同じように又は異なるように１回又は複数回置換されていてもよいヘ
タリール［ここで、少なくとも１のカルボニル基が存在していてもよく、及び／又は、可
能な置換基はいずれの場合にも以下のものである：シアノ、カルボキシル、ハロゲン、ニ
トロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルシリル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
コキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６

）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハ
ロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－
Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、
（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アル
コキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ

６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
イミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）ハ
ロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－
Ｃ６）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルホニル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルオキシ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニ
ル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミノカ
ルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロア
ルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ
チオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シ
クロアルキルアミノ］である〕
で表される化合物に関する。
【００７８】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ３、Ａ
１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎは、それぞれ、上記で定義されているとおりであり、
特に、構成（１）又は構成（２）又は構成（３）又は構成（４）又は構成（５）又は構成
（６）において定義されているとおりであり；及び、
　Ｒ２ｂは、アセチル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルシリル、（Ｃ３
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－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、結合は、アルキル
で置換されているシクロアルキルを介している）、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、
（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シ
アノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキシイミ
ノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコ
キシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル
、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、アミノカ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミ
ノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミ
ノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルア
ミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、アミノチオカルボニル
、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ）であ
り；
　いずれの場合にも同じように又は異なるように１回又は２回置換されているヘタリール
［ここで、少なくとも１のカルボニル基が存在していてもよく、及び／又は、可能な置換
基はいずれの場合にも以下のものである：シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、アミノ
、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シ
アノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－
Ｃ４）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、
（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキ
シ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル－
（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロア
ルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１

－Ｃ４）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
アミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ

４）アルキルアミノスルホニル］である〕
で表される化合物に関する。
【００７９】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ３、Ａ
１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎは、それぞれ、上記で定義されているとおりであり、
特に、構成（１）又は構成（２）又は構成（３）又は構成（４）又は構成（５）又は構成
（６）において定義されているとおりであり；及び、
　Ｒ２ｂは、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ又はＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルである〕
で表される化合物に関する。
【００８０】
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　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ３、Ａ
１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎは、それぞれ、上記で定義されているとおりであり、
特に、構成（１）又は構成（２）又は構成（３）又は構成（４）又は構成（５）又は構成
（６）において定義されているとおりであり；及び、
　Ｒ２ｂは、メトキシ、エトキシ又はＮＨＣＯ－メチルである〕
で表される化合物に関する。
【００８１】
　好ましいさらなる実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ３、Ａ
１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎは、それぞれ、上記で定義されているとおりであり、
特に、構成（１）又は構成（２）又は構成（３）又は構成（４）又は構成（５）又は構成
（６）において定義されているとおりであり；及び、
　Ｒ２ｂは、メトキシ又はＮＨＣＯ－メチルである〕
で表される化合物に関する。
【００８２】
　Ｒ２ｂは、３位又は５位において結合している：
【化３４】

【００８３】
　好ましい定義において、別途示されていない限り：
　ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素及びヨウ素からなる群から選択され、好ましくは、フ
ッ素、塩素及び臭素からなる群から選択され；
　アリール（これは、より大きな単位（例えば、アリールアルキル）の一部分としてのア
リールを包含する）は、フェニル、ナフチル、アントリル、フェナントレニルからなる群
から選択され、そして、好ましくは、フェニルであり；
　ヘタリール（「ヘテロアリール」と同義；これは、より大きな単位（例えば、ヘタリー
ルアルキル）の一部分としてのヘタリールを包含する）は、フリル、チエニル、ピロリル
、ピラゾリル、イミダゾリル、トリアゾリル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾ
リル、イソチアゾリル、１，２，３－オキサジアゾリル、１，２，４－オキサジアゾリル
、１，３，４－オキサジアゾリル、１，２，５－オキサジアゾリル、１，２，３－チアジ
アゾリル、１，２，４－チアジアゾリル、１，３，４－チアジアゾリル、１，２，５－チ
アジアゾリル、テトラゾリル、ピリジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピラジニル、１，
２，３－トリアジニル、１，２，４－トリアジニル、１，３，５－トリアジニル、ベンゾ
フリル、ベンゾイソフリル、ベンゾチエニル、ベンゾイソチエニル、インドリル、イソイ
ンドリル、インダゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイソチアゾリル、ベンゾオキサゾリ
ル、ベンゾイソオキサゾリル、ベンゾイミダゾリル、２，１，３－ベンゾオキサジアゾー
ル、キノリニル、イソキノリニル、シンノリニル、フタラジニル、キナゾリニル、キノキ
サリニル、ナフチリジニル、ベンゾトリアジニル、プリニル、プテリジニル及びインドリ
ジニルからなる群から選択され；
　ヘテロシクリルは、１個若しくは２個の窒素原子及び／又は１個の酸素原子及び／又は
１個の硫黄原子を含んでいる４員、５員又は６員の飽和環、例えば、アゼチジニル、ピロ
リジニル、ピペリジニル、オキセタニル、テトラヒドロフラニル、テトラヒドロピラニル
、ジオキサニル、チエタニル、テトラヒドロチオフェニル、テトラヒドロチオピラニル、
ピペラジニル、モルホリニル及びチオモルホリニルなどである。
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【００８４】
　特に好ましい定義において、別途示されていない限り：
　ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素及びヨウ素からなる群から選択され、好ましくは、フ
ッ素、塩素及び臭素からなる群から選択され；
　アリール（これは、より大きな単位（例えば、アリールアルキル）の一部分としてのア
リールを包含する）は、フェニル、ナフチル、アントリル及びフェナントレニルからなる
群から選択され、そして、好ましくは、フェニルであり；
　ヘタリール（これは、より大きな単位（例えば、ヘタリールアルキル）の一部分として
のヘタリールを包含する）は、ピリジル、ピリミジル、ピラジニル、ピリダジニル、ピラ
ゾリル、イミダゾリル、トリアゾリル、チアゾリル及びテトラゾリルからなる群から選択
され；
　ヘテロシクリルは、オキセタニル、テトラヒドロフリル及びピペラジニルからなる群か
ら選択される。
【００８５】
　本発明に関連して、他の場所で異なるように定義されていない限り、用語「アルキル」
は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて（例えば、ハロアルキル）、１～１２
個の炭素原子を有する飽和脂肪族炭化水素基のラジカルを意味するものと理解され、そし
て、直鎖又は分枝鎖であることができる。Ｃ１－Ｃ１２－アルキルラジカルの例は、メチ
ル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、
ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、イソペンチル、ネオペンチル、ｔｅｒｔ－ペンチル、
１－メチルブチル、２－メチルブチル、１－エチルプロピル、１，２－ジメチルプロピル
、ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、ｎ－ノニル、ｎ－デシル、ｎ－ウンデシル及
びｎ－ドデシルである。これらのアルキルラジカルの中で、特に好ましいのは、Ｃ１－Ｃ

６－アルキルラジカルである。特別に好ましいのは、Ｃ１－Ｃ４－アルキルラジカルであ
る。
【００８６】
　本発明によれば、他の場所で異なるように定義されていない限り、用語「アルケニル」
は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて、少なくとも１の二重結合を有してい
る直鎖又は分枝鎖のＣ２－Ｃ１２－アルケニルラジカル、例えば、ビニル、アリル、１－
プロペニル、イソプロペニル、１－ブテニル、２－ブテニル、３－ブテニル、１，３－ブ
タジエニル、１－ペンテニル、２－ペンテニル、３－ペンテニル、４－ペンテニル、１，
３－ペンタジエニル、１－ヘキセニル、２－ヘキセニル、３－ヘキセニル、４－ヘキセニ
ル、５－ヘキセニル及び１，４－ヘキサジエニルなどを意味するものと理解される。これ
らの中で、好ましいのは、Ｃ２－Ｃ６－アルケニルラジカルであり、特に好ましいのは、
Ｃ２－Ｃ４－アルケニルラジカルである。
【００８７】
　本発明によれば、他の場所で異なるように定義されていない限り、用語「アルキニル」
は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて、少なくとも１の三重結合を有してい
る直鎖又は分枝鎖のＣ２－Ｃ１２－アルキニルラジカル、例えば、エチニル、１－プロピ
ニル及びプロパルギルなどを意味するものと理解される。これらの中で、好ましいのは、
Ｃ３－Ｃ６－アルキニルラジカルであり、特に好ましいのは、Ｃ３－Ｃ４－アルキニルラ
ジカルである。該アルキニルラジカルは、少なくとも１の二重結合も含むことができる。
【００８８】
　本発明によれば、他の場所で異なるように定義されていない限り、用語「シクロアルキ
ル」は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて、Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキルラ
ジカル、例えば、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シ
クロヘプチル及びシクロオクチルなどを意味するものと理解される。これらの中で、好ま
しいのは、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルラジカルである。
【００８９】
　用語「アルコキシ」は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて（例えば、ハロ
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ル」は、上記で定義されているとおりである。
【００９０】
　ハロゲンで置換されているラジカル（例えば、ハロアルキル）は、モノハロゲン化され
ているか、又は、置換基の可能な最大数までポリハロゲン化されている。ポリハロゲン化
されている場合、該ハロゲン原子は同一であっても又は異なっていてもよい。この場合、
ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素又はヨウ素であり、特に、フッ素、塩素又は臭素である
。
【００９１】
　別途示されていない限り、置換されていてもよいラジカルは、１置換又は多置換される
ことができ、ここで、多置換の場合における該置換基は、同一であっても又は異なってい
てもよい。
【００９２】
　概括的に又は好ましい範囲内において上記で与えられているラジカルの定義又は説明は
、最終生成物に当てはまり、及び、対応するように、出発物質及び中間体に当てはまる。
ラジカルについてのこれらの定義は、必用に応じて互いに組み合わせることが可能であり
、即ち、それぞれの好ましい範囲の間の組合せを包含する。
【００９３】
　本発明に従って好ましいのは、好ましいものとして上記で挙げられている定義の組合せ
が存在している、式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００９４】
　本発明に従って特に好ましいのは、特に好ましいものとして上記で挙げられている定義
の組合せが存在している、式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００９５】
　本発明に従って極めて特に好ましいのは、極めて特に好ましいものとして上記で挙げら
れている定義の組合せが存在している、式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００９６】
　本発明に従って重要なのは、特別なものとして上記で挙げられている定義の組合せが存
在している、式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００９７】
　本発明に従って特に重要なのは、極めて特別なものとして上記で挙げられている定義の
組合せが存在している、式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００９８】
　式（Ｉ）で表される化合物は、その置換基の種類に応じて、幾何異性体の形態でも、及
び／若しくは、光学活性異性体の形態でも、又は、種々の組成における対応する異性体混
合物の形態でも、存在し得る。これらの立体異性体は、例えば、エナンチオマー、ジアス
テレオマー、アトロプ異性体又は幾何異性体である。従って、本発明は、純粋な立体異性
体とそれら異性体の任意の所望の混合物を包含する。
【００９９】
　式（Ｉ）で表される本発明化合物は、以下のスキームおいて示されている調製方法によ
って得ることができる。
【０１００】
　調製方法Ａ
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【化３５】

【０１０１】
　Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎラジカルは、それ
ぞれ、上記で定義されているとおりである。
【０１０２】
　段階（ａ）
　式（ＩＶ）で表される化合物は、ＵＳ５５７６３３５に記載されている調製方法と同様
にして、式（ＩＩ）で表される化合物を、縮合剤の存在下で、式（ＩＩＩ）で表されるカ
ルボン酸と反応させることによって、調製することができる。
【０１０３】
　式（ＩＩ）で表される化合物は、は、市販されているか、又は、既知方法で、例えば、
ＵＳ２００３／６９２５７若しくはＷＯ２００６／６５７０３に記載されている調製方法
と同様にして、調製することができる。
【０１０４】
　式（ＩＩＩ）で表されるカルボン酸は、市販されているか、又は、既知方法で、例えば
、ＵＳ２０１０／２３４６０４、ＷＯ２０１２／６１９２６若しくは「Ｂｉｏｏｒｇａｎ
ｉｃ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，　１８（２
００８），　５０２３－５０２６」に記載されている調製方法と同様にして、調製するこ
とができる。
【０１０５】
　式（ＩＩ）で表される化合物と式（ＩＩＩ）で表されるカルボン酸の反応は、何も加え
ずに実施することが可能であるか、又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましく
は、当該反応は、一般的な反応条件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の
中で実施する。好ましいのは、以下のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピル
エーテル、ジオキサン、テトラヒドロフラン、１，２－ジメトキシエタン；ハロゲン化炭
化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン
又はクロロベンゼン；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香
族炭化水素、例えば、トルエン又はキシレン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－
ジメチルホルムアミド又はＮ－メチルピロリドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジン
。
【０１０６】
　適切な縮合剤は、例えば、カルボジイミド類、例えば、１－（３－ジメチルアミノプロ
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ルボジイミドなどである。
【０１０７】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０～１８０℃の温度で実施することが可能
であり、好ましくは、該反応は、標準圧力下、２０～１４０℃の温度で実施する。
【０１０８】
　段階（ｂ）
　式（Ｉ）で表される化合物は、例えば、ＷＯ２０１２／８６８４８に記載されている調
製方法と同様にして、式（ＩＶ）で表される化合物を縮合させることによって、調製する
ことができる。
【０１０９】
　式（Ｉ）で表される化合物への該変換は、何も加えずに実施することが可能であるか、
又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反応は、一般的な反応条件
下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下
のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、ジオキサン、テトラヒド
ロフラン、１，２－ジメトキシエタン、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル；ハロゲン化炭
化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン
又はクロロベンゼン；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香
族炭化水素、例えば、トルエン又はキシレン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－
ジメチルホルムアミド又はＮ－メチルピロリドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジン
。
【０１１０】
　該反応は、縮合剤、酸、塩基又は塩素化剤の存在下で実施することができる。
【０１１１】
　適切な縮合剤の例は、以下のものである：カルボジイミド類、例えば、１－（３－ジメ
チルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩（ＥＤＣＩ）又は１，３－ジシ
クロヘキシルカルボジイミド；無水物、例えば、無水酢酸、無水トリフルオロ酢酸；トリ
フェニルホスフィンと塩基と四塩化炭素の混合物、又は、トリフェニルホスフィンとアゾ
ジエステル（例えば、アゾジカルボン酸ジエチル）の混合物。
【０１１２】
　記載されている反応において使用することが可能な適切な酸の例は、以下のものである
：スルホン酸、例えば、パラ－トルエンスルホン酸；カルボン酸、例えば、酢酸；又は、
ポリリン酸。
【０１１３】
　適切な塩基の例は、以下のものである：窒素ヘテロ環、例えば、ピリジン、ピコリン、
２，６－ルチジン、１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］－７－ウンデセン（ＤＢＵ）
；第３級アミン、例えば、トリエチルアミン及びＮ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン；
無機塩基、例えば、リン酸カリウム、炭酸カリウム及び水素化ナトリウム。
【０１１４】
　適切な塩素化剤の例は、オキシ塩化リンである。
【０１１５】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０℃～２００℃の温度で実施することが可
能である。
【０１１６】
　調製方法Ｂ
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【化３６】

【０１１７】
　Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎラジカルは、それ
ぞれ、上記で定義されているとおりである。
【０１１８】
　段階（ａ）
　本発明のさらなる実施形態では、式（ＩＶ）で表される化合物は、式（ＩＩ）で表され
る化合物を、縮合剤の存在下で、式（Ｖ）で表される塩化カルボニルと反応させることに
よって調製することができる。
【０１１９】
　式（Ｖ）で表される塩化カルボニルは、市販されているか、又は、既知方法で、例えば
、ＵＳ２０１０／２３４６０３若しくはＵＳ２０１０／２３４６０４に記載されている調
製方法と同様にして、調製することができる。
【０１２０】
　式（ＩＩ）で表される化合物と式（Ｖ）で表される塩化カルボニルの反応は、何も加え
ずに実施することが可能であるか、又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましく
は、当該反応は、一般的な反応条件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の
中で実施する。好ましいのは、以下のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピル
エーテル、ジオキサン、テトラヒドロフラン、１，２－ジメトキシエタン；ハロゲン化炭
化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン
又はクロロベンゼン；脂肪族炭化水素、例えば、ヘキサン、ヘプタン又はオクタン；芳香
族炭化水素、例えば、トルエン又はキシレン；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又は
プロピオニトリル；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド又は
Ｎ－メチルピロリドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジン。
【０１２１】
　該反応は、好ましくは、塩基の存在下で実施する。適切な塩基は、そのような反応にお
いて典型的に使用される無機塩基である。好ましくは、アルカリ金属又はアルカリ土類金
属の酢酸塩、リン酸塩、炭酸塩及び炭酸水素塩からなる群から例として選択される塩基を
使用する。特に好ましいのは、酢酸ナトリウム、リン酸ナトリウム、リン酸カリウム、炭
酸セシウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウムで
ある。適しているさらなる塩基は、第３級アミン、例えば、トリエチルアミン及びＮ，Ｎ
－ジイソプロピルエチルアミン、並びに、窒素ヘテロ環、例えば、ピリジン、ピコリン、
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２，６－ルチジン、４－ジメチルアミノピリジン及び１，８－ジアザビシクロ［５．４．
０］－７－ウンデセン（ＤＢＵ）である。
【０１２２】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、－２０℃～１００℃の温度で実施すること
が可能であり、好ましくは、該反応は、標準圧力下、０℃～８０℃の温度で実施する。
【０１２３】
　段階（ｂ）
　式（ＩＶ）で表される化合物の式（Ｉ）で表される化合物へのさらなる変換は、調製方
法Ａの段階（ｂ）におけるのと同様に実施する。
【０１２４】
　調製方法Ｃ
【化３７】

【０１２５】
　Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎラジカルは、それ
ぞれ、上記で定義されているとおりである。
【０１２６】
　本発明のさらなる実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、縮合剤の存在下で、式
（ＩＩ）及び式（ＩＩＩ）で表される中間体化合物から、１段階法で調製することができ
る。
【０１２７】
　式（Ｉ）で表される化合物への該変換は、何も加えずに実施することが可能であるか、
又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反応は、一般的な反応条件
下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下
のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、ジオキサン、テトラヒド
ロフラン、１，２－ジメトキシエタン、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル；ハロゲン化炭
化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン
又はクロロベンゼン；アルコール類、例えば、メタノール、エタノール又はイソプロパノ
ール；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香族炭化水素、例
えば、トルエン又はキシレン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルム
アミド又はＮ－メチルピロリドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジン。
【０１２８】
　適切な縮合剤の例は、以下のものである：カルボジイミド類、例えば、１－（３－ジメ
チルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩（ＥＤＣＩ）又は１，３－ジシ
クロヘキシルカルボジイミド；無水物、例えば、無水酢酸、無水トリフルオロ酢酸；トリ
フェニルホスフィンと塩基と四塩化炭素の混合物、又は、トリフェニルホスフィンとアゾ
ジエステル（例えば、アゾジカルボン酸ジエチル）の混合物。
【０１２９】
　該反応は、酸又は塩基の存在下で実施することができる。
【０１３０】
　記載されている反応において使用することが可能な酸の例は、以下のものである：スル
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ホン酸、例えば、メタンスルホン酸又はパラ－トルエンスルホン酸；カルボン酸、例えば
、酢酸；又は、ポリリン酸。
【０１３１】
　適切な塩基の例は、以下のものである：窒素ヘテロ環、例えば、ピリジン、ピコリン、
２，６－ルチジン、１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］－７－ウンデセン（ＤＢＵ）
；第３級アミン、例えば、トリエチルアミン及びＮ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン；
無機塩基、例えば、リン酸カリウム、炭酸カリウム及び水素化ナトリウム。
【０１３２】
　該反応は、適切な触媒（例えば、１－ヒドロキシベンゾトリアゾール）の存在下で実施
することができる。
【０１３３】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０℃～２００℃の温度で実施することが可
能である。
【０１３４】
　調製方法Ｄ
【化３８】

【０１３５】
　Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎラジカルは、それ
ぞれ、上記で定義されているとおりである。
【０１３６】
　本発明のさらなる実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、式（ＩＩ）及び式（Ｖ
）で表される中間体化合物から、１段階法で調製することができる。
【０１３７】
　式（Ｉ）で表される化合物への該変換は、何も加えずに実施することが可能であるか、
又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反応は、一般的な反応条件
下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下
のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、ジオキサン、テトラヒド
ロフラン、１，２－ジメトキシエタン、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル；ハロゲン化炭
化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン
又はクロロベンゼン；アルコール類、例えば、メタノール、エタノール又はイソプロパノ
ール；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香族炭化水素、例
えば、トルエン又はキシレン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルム
アミド又はＮ－メチルピロリドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジン。
【０１３８】
　該反応は、好ましくは、塩基の存在下で実施する。適切な塩基は、そのような反応にお
いて典型的に使用される無機塩基である。好ましくは、アルカリ金属又はアルカリ土類金
属の酢酸塩、リン酸塩、水酸化物、炭酸塩及び炭酸水素塩からなる群から例として選択さ
れる塩基を使用する。好ましいのは、炭酸セシウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、水
酸化ナトリウム及び水酸化カリウムである。適しているさらなる塩基は、第３級アミン、
例えば、トリエチルアミン及びＮ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン、窒素ヘテロ環、例
えば、ピリジン、ピコリン、２，６－ルチジン、４－ジメチルアミノピリジン及び１，８
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－ジアザビシクロ［５．４．０］－７－ウンデセン（ＤＢＵ）である。
【０１３９】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０℃～２００℃の温度で実施することが可
能である。
【０１４０】
　調製方法Ｅ
【化３９】

【０１４１】
　Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎラジカルは、それ
ぞれ、上記で定義されているとおりである。
【０１４２】
　本発明のさらなる実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、酸化剤の存在下で、式
（ＩＩ）で表される化合物と式（ＶＩ）で表されるアルデヒドから調製することができる
。
【０１４３】
　式（ＶＩ）で表されるアルデヒドは、市販されているか、又は、既知方法で、例えば、
ＵＳ２００９／１９２１９５、ＵＳ２０１０／２２７８９４若しくは「Ａｎｇｅｗａｎｄ
ｔｅ　Ｃｈｅｍｉｅ，　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，　４８（２００
９），　７０６４－７０６８」に記載されている調製方法と同様にして、調製することが
できる。
【０１４４】
　式（Ｉ）で表される化合物への該変換は、何も加えずに実施することが可能であるか、
又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反応は、溶媒の中で実施す
る。好ましいのは、以下のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、
ジオキサン、テトラヒドロフラン、１，２－ジメトキシエタン、ｔｅｒｔ－ブチルメチル
エーテル；ハロゲン化炭化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、
１，２－ジクロロエタン又はクロロベンゼン；アルコール類、例えば、メタノール、エタ
ノール又はイソプロパノール；エステル類、例えば、酢酸エチル；ニトリル類、例えば、
アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香族炭化水素、例えば、トルエン又はキシレン
；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド又はＮ－メチルピロリ
ドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジン。
【０１４５】
　該反応は、酸の存在下で実施することができる。記載されている反応において使用する
ことが可能な酸の例は、以下のものである：スルホン酸、例えば、メタンスルホン酸又は
パラ－トルエンスルホン酸；カルボン酸、例えば、酢酸；又は、ポリリン酸。
【０１４６】
　該反応は、亜硫酸塩の存在下でも実施することができる。記載されている反応において
使用することが可能な亜硫酸塩の例は、亜硫酸水素ナトリウム又は亜硫酸ナトリウムであ
る。
【０１４７】
　記載されている反応において使用される酸化剤の例は、酸素、塩化銅（ＩＩ）又はＤＤ
Ｑである。
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【０１４８】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０～２００℃の温度で実施することが可能
であり、好ましくは、該反応は、標準圧力下、２０～１５０℃の温度で実施する。
【０１４９】
　調製方法Ｆ
【化４０】

【０１５０】
　Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ３、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５及びｎラジカルは、それ
ぞれ、上記で定義されているとおりであり、並びに、Ｘ１はハロゲンである。
【０１５１】
　段階（ａ）
　式（ＶＩＩＩ）で表される化合物は、ＵＳ５５７６３３５に記載されている調製方法と
同様にして、式（ＩＩ）で表される化合物を、縮合剤又は塩基の存在下で、式（ＶＩＩａ
）で表されるカルボン酸又は式（ＶＩＩｂ）で表される塩化カルボニルと反応させること
によって、調製することができる。
【０１５２】
　式（ＩＩ）で表される化合物は、市販されているか、又は、既知方法で、例えば、ＵＳ
２００３／６９２５７若しくはＷＯ２００６／６５７０３に記載されている調製方法と同
様にして、調製することができる。
【０１５３】
　式（ＶＩＩａ）で表されるカルボン酸は、市販されているか、又は、既知方法で、例え
ば、ＵＳ２０１０／２３４６０４、ＷＯ２０１２／６１９２６若しくは「Ｂｉｏｏｒｇａ
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ｎｉｃ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，　１８（
２００８），　５０２３－５０２６」に記載されている調製方法と同様にして、調製する
ことができる。
【０１５４】
　式（ＶＩＩｂ）で表される塩化カルボニルは、市販されているか、又は、既知方法で、
例えば、ＵＳ２０１０／２３４６０３若しくはＵＳ２０１０／２３４６０４に記載されて
いる調製方法と同様にして、調製することができる。
【０１５５】
　式（ＩＩ）で表される化合物と式（ＶＩＩａ）で表されるカルボン酸又は式（ＶＩＩｂ
）で表される塩化カルボニルの反応は、何も加えずに実施することが可能であるか、又は
、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反応は、一般的な反応条件下で
不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下のも
のである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、ジオキサン、テトラヒドロフ
ラン、１，２－ジメトキシエタン；ハロゲン化炭化水素、例えば、ジクロロメタン、クロ
ロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン又はクロロベンゼン；ニトリル類、例え
ば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香族炭化水素、例えば、トルエン又はキシ
レン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド又はＮ－メチルピ
ロリドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジン。
【０１５６】
　適切な縮合剤は、例えば、カルボジイミド類、例えば、１－（３－ジメチルアミノプロ
ピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩（ＥＤＣＩ）又は１，３－ジシクロヘキシルカ
ルボジイミドである。
【０１５７】
　適切な塩基は、そのような反応において典型的に使用される無機塩基である。好ましく
は、アルカリ金属又はアルカリ土類金属の酢酸塩、リン酸塩、炭酸塩及び炭酸水素塩から
なる群から例として選択される塩基を使用する。特に好ましいのは、酢酸ナトリウム、リ
ン酸ナトリウム、リン酸カリウム、炭酸セシウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸
水素ナトリウム、炭酸水素カリウムである。
【０１５８】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０～１８０℃の温度で実施することが可能
であり、好ましくは、該反応は、標準圧力下、２０～１４０℃の温度で実施する。
【０１５９】
　段階（ｂ）
　式（ＩＸ）で表される化合物は、例えば、ＷＯ２０１２／８６８４８に記載されている
調製方法と同様にして、式（ＶＩＩＩ）で表される化合物中間体化合物を縮合させること
によって調製することができる。
【０１６０】
　式（ＩＸ）で表される化合物への該変換は、何も加えずに実施することが可能であるか
、又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反応は、一般的な反応条
件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。好ましいのは、以
下のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、ジオキサン、テトラヒ
ドロフラン、１，２－ジメトキシエタン、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル；ハロゲン化
炭化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタ
ン又はクロロベンゼン；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳
香族炭化水素、例えば、トルエン又はキシレン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ
－ジメチルホルムアミド又はＮ－メチルピロリドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジ
ン。
【０１６１】
　該反応は、縮合剤、酸、塩基又は塩素化剤の存在下で実施することができる。
【０１６２】



(47) JP 6653258 B2 2020.2.26

10

20

30

40

50

　適切な縮合剤の例は、以下のものである：カルボジイミド類、例えば、１－（３－ジメ
チルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩（ＥＤＣＩ）又は１，３－ジシ
クロヘキシルカルボジイミド；無水物、例えば、無水酢酸、無水トリフルオロ酢酸；トリ
フェニルホスフィンと塩基と四塩化炭素の混合物、又は、トリフェニルホスフィンとアゾ
ジエステル（例えば、アゾジカルボン酸ジエチル）の混合物。
【０１６３】
　記載されている反応において使用することが可能な適切な酸の例は、以下のものである
：スルホン酸、例えば、パラ－トルエンスルホン酸；カルボン酸、例えば、酢酸；又は、
ポリリン酸。
【０１６４】
　適切な塩基の例は、以下のものである：窒素ヘテロ環、例えば、ピリジン、ピコリン、
２，６－ルチジン、１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］－７－ウンデセン（ＤＢＵ）
；第３級アミン、例えば、トリエチルアミン及びＮ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン；
無機塩基、例えば、リン酸カリウム、炭酸カリウム及び水素化ナトリウム。
【０１６５】
　適切な塩素化剤の例は、オキシ塩化リンである。
【０１６６】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０℃～２００℃の温度で実施することが可
能である。
【０１６７】
　段階（ｃ）
　式（Ｉ）〔式中、ｎは０である〕で表される化合物は、塩基の存在下で、式（ＩＸ）で
表される中間体化合物を式（Ｘ）で表される中間体化合物と反応させることによって調製
することができる。
【０１６８】
　式（Ｘ）で表されるメルカプタン誘導体（例えば、メチルメルカプタン、エチルメルカ
プタン又はイソプロピルメルカプタン）は、市販されているか、又は、既知方法で、例え
ば、ＵＳ２００６／２５６３３、ＵＳ２００６／１１１５９１、ＵＳ２８２００６２、「
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ，　１３（２０００），　１１６３－
１１６４」若しくは「Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ，　４４（１９２２），　ｐ．１３２９」に記載されている調製方
法と同様にして、調製することができる。
【０１６９】
　式（Ｉ）〔式中、ｎは０である〕で表される化合物への該変換は、何も加えずに実施す
ることが可能であるか、又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反
応は、一般的な反応条件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施す
る。好ましいのは、以下のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、
ジオキサン、テトラヒドロフラン、１，２－ジメトキシエタン、ｔｅｒｔ－ブチルメチル
エーテル；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香族炭化水素
、例えば、トルエン又はキシレン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホ
ルムアミド、Ｎ－メチルピロリドン又はジメチルスルホキシド。
【０１７０】
　適切な塩基の例は、アルカリ金属又はアルカリ土類金属の酢酸塩、リン酸塩及び炭酸塩
からなる群から選択される無機塩基である。好ましいのは、炭酸セシウム、炭酸ナトリウ
ム及び炭酸カリウムである。適しているさらなる塩基は、アルカリ金属水素化物、例えば
、水素化ナトリウムである。
【０１７１】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０℃～２００℃の温度で実施することが可
能である。
【０１７２】



(48) JP 6653258 B2 2020.2.26

10

20

30

40

50

　上記反応において、Ｘ１は、好ましくは、フッ素原子又は塩素原子である。
【０１７３】
　段階（ｄ）
　式（Ｉ）〔式中、Ａ３は酸素であり、及び、ｎは１である〕で表される化合物は、式（
Ｉ）〔式中、ｎは０である〕で表される化合物を酸化することによって調製することがで
きる。この酸化は、一般に、一般的な反応条件下で不活性である慣習的な溶媒から選択さ
れる溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下のものである：ハロゲン化炭化水素、例え
ば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン又はクロロベ
ンゼン；アルコール類、例えば、メタノール又はエタノール；ギ酸、酢酸、プロピオン酸
；又は、水。
【０１７４】
　適切な酸化剤の例は、過酸化水素、メタ－クロロ過安息香酸又は過ヨウ素酸ナトリウム
である。
【０１７５】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、－２０℃～１２０℃の温度で実施すること
が可能である。
【０１７６】
　段階（ｅ）
　式（Ｉ）〔式中、Ａ３は酸素であり、及び、ｎは２である〕で表される化合物は、式（
Ｉ）〔式中、Ａ３は酸素であり、及び、ｎは１である〕で表される化合物を酸化すること
によって調製することができる。この酸化は、一般に、溶媒の中で実施する。好ましいの
は、以下のものである：ハロゲン化炭化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、
四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン又はクロロベンゼン；アルコール類、例えば、メタ
ノール又はエタノール；ギ酸、酢酸、プロピオン酸；又は、水。
【０１７７】
　適切な酸化剤の例は、過酸化水素及びメタ－クロロ過安息香酸である。
【０１７８】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、－２０℃～１２０℃の温度で実施すること
が可能である。
【０１７９】
　段階（ｆ）
　式（Ｉ）〔式中、Ａ３は酸素であり、及び、ｎは２である〕で表される化合物は、式（
Ｉ）〔式中、ｎは０である〕で表される化合物を酸化することによって１段階法で調製す
ることもできる。この酸化は、一般に、溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下のもの
である：ハロゲン化炭化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１
，２－ジクロロエタン又はクロロベンゼン；アルコール類、例えば、メタノール又はエタ
ノール；ギ酸、酢酸、プロピオン酸；又は、水。
【０１８０】
　適切な酸化剤の例は、過酸化水素及びメタ－クロロ過安息香酸である。
【０１８１】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、－２０℃～１２０℃の温度で実施すること
が可能である。
【０１８２】
　調製方法Ｇ
　式（Ｉ）〔式中、Ｒ３＝ハロゲン〕で表されるか化合物は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ３は、
当該定義に従う別のラジカルである〕で表される別の化合物に変換することができる。
【０１８３】
　式（Ｉ）〔式中、Ｒ３は、当該定義に従うアリール又はヘテロリールからなる群から選
択されるＣ－結合ラジカルである〕で表される化合物は、例えば、式（Ｉ）〔式中、Ｒ３

は、好ましくは、塩素又は臭素の群から選択されるハロゲンである〕で表される化合物か
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ら、一般的に知られている方法によって調製することができる（ｃｆ．　Ｃｈｅｍ．　Ｒ
ｅｖ．　１９９５，　９５，　２４５７－２４８３；　Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　２００
２，　５８，　９６３３－９６９５；　Ｍｅｔａｌ－Ｃａｔａｌｙｚｅｄ　Ｃｒｏｓｓ－
Ｃｏｕｐｌｉｎｇ　Ｒｅａｃｔｉｏｎｓ（ｅｄｓ．：Ａ．　ｄｅ　Ｍｅｉｊｅｒｅ，　Ｆ
．　Ｄｉｅｄｅｒｉｃｈ），　２ｎｄ　ｅｄ．，　Ｗｉｌｅｙ－ＶＣＨ，　Ｗｅｉｎｈｅ
ｉｍ，　２００４）。
【０１８４】
　例えば、Ｒ３が好ましくは塩素又は臭素である化合物を、遷移金属塩の群から選択され
る適切な触媒の存在下で、既知方法（ｃｆ．　ＷＯ２０１００７１８１９）によって適切
なアリールボロン酸又はそのエステルと反応させて、式（Ｉ）〔式中、Ｒ３は、アリール
の群から選択されるラジカルである〕で表される化合物を生成させることができる。好ま
しいカップリング触媒の例としては、パラジウム触媒、例えば、［１，１’－ビス（ジフ
ェニルホスフィノ）フェロセン］ジクロロパラジウム（ＩＩ）又はテトラキス（トリフェ
ニルホスフィン）パラジウムなどがある。該調製方法を実施するために使用される適切な
塩基性反応助剤は、好ましくは、ナトリウム又はカリウムの炭酸塩である。
【０１８５】
　必要とされる（ヘテロ）アリールボロン酸又は（ヘテロ）アリールボロン酸エステルの
一部は、知られており、及び／又は、市販されており、そして、例えば、一般的に知られ
ている方法によって調製される（ｃｆ．　Ｂｏｒｏｎｉｃ　Ａｃｉｄｓ（ｅｄｓ．：Ｄ．
　Ｇ．　Ｈａｌｌ），　２ｎｄ　ｅｄ．，　Ｗｉｌｅｙ－ＶＣＨ，　Ｗｅｉｎｈｅｉｍ，
　２０１１）。
【０１８６】
　式（Ｉ）〔式中、Ｒ３は、Ｎ－結合ヘタリール（例えば、イミダゾール－１－イル及び
ピラゾール－１－イル）である〕で表される化合物の調製は、文献から知られている方法
（例えば、「Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ（２０１０）
，　６９，　５５７８」を参照されたい）によって、好ましくは、ヨウ化銅（Ｉ）及び塩
基性反応助剤（例えば、トランス－Ｎ，Ｎ’－ジメチルシクロヘキサン－１，２－ジアミ
ン及び炭酸カリウム）の存在下、適切な溶媒又は希釈剤の中で、実施することができる。
有用な溶媒又は希釈剤には全ての不活性有機溶媒（例えば、脂肪族炭化水素又は芳香族炭
化水素）が包含される。好ましくは、トルエンを使用する。
【０１８７】
　式（ＩＩ）で表されるか化合物の一部は、新規である。
【０１８８】
　新規な化合物は、式（ＩＩａ）
【化４１】

【０１８９】
〔式中、Ｒ３は上記で定義されているとおりであるが、Ｒ３は塩素、臭素又はＣＨＯであ
ることはできない〕
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で表される化合物である。
【０１９０】
　本発明は、式（ＩＩａ）〔式中、Ｒ３は、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスル
フィニル又は（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニルであるが、ここで、Ｒ３はＣＦ３又
はＣＨＦ２ではない〕で表される化合物も提供する。
【０１９１】
　好ましくは、Ｒ３は、ＣＨ２Ｆ、Ｃ２Ｈ４Ｆ、Ｃ２Ｈ３Ｆ２、Ｃ２Ｈ２Ｆ３、Ｃ２ＨＦ

４、Ｃ２Ｆ５、ｎ－Ｃ３Ｆ７、ｉ－Ｃ３Ｆ７、ＯＣＨ２Ｆ、ＳＣＨ２Ｆ、ＳＯＣＨ２Ｆ、
ＳＯ２ＣＨ２Ｆ、ＯＣＨＦ２、ＳＣＨＦ２、ＳＯＣＨＦ２、ＳＯ２ＣＨＦ２、ＯＣＦ３、
ＯＣＦ２Ｃｌ、ＯＣＦＣｌ２、ＳＣＦ３、ＳＯＣＦ３、ＳＯ２ＣＦ３、ＯＣ２Ｈ４Ｆ、Ｓ
Ｃ２Ｈ４Ｆ、ＳＯＣ２Ｈ４Ｆ、ＳＯ２Ｃ２Ｈ４Ｆ、ＯＣ２Ｈ３Ｆ２、ＳＣ２Ｈ３Ｆ２、Ｓ
ＯＣ２Ｈ３Ｆ２、ＳＯ２Ｃ２Ｈ３Ｆ２、ＯＣ２Ｈ２Ｆ３、ＳＣ２Ｈ２Ｆ３、ＳＯＣ２Ｈ２

Ｆ３、ＳＯ２Ｃ２Ｈ２Ｆ３、ＯＣ２ＨＦ４、ＳＣ２ＨＦ４、ＳＯＣ２ＨＦ４、ＳＯ２Ｃ２

ＨＦ４、ＯＣ２Ｆ５、ＳＣ２Ｆ５、ＳＯＣ２Ｆ５、ＳＯ２Ｃ２Ｆ５、ｎ－ＯＣ３Ｆ７、ｎ
－ＳＣ３Ｆ７、ｎ－ＳＯＣ３Ｆ７、ｎ－ＳＯ２Ｃ３Ｆ７、ｉ－ＯＣ３Ｆ７、ｉ－ＳＣ３Ｆ

７、ｉ－ＳＯＣ３Ｆ７又はｉ－ＳＯ２Ｃ３Ｆ７である。
【０１９２】
　さらに好ましくは、Ｒ３は、ＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ３、Ｃ２Ｈ４Ｆ、Ｃ２Ｈ３Ｆ２、Ｃ２Ｈ

２Ｆ３、Ｃ２ＨＦ４、Ｃ２Ｆ５、ＳＣＦ３、ＳＯＣＦ３又はＳＯ２ＣＦ３である。
【０１９３】
　最も好ましくは、、Ｒ３は、Ｃ２Ｆ５である。
【０１９４】
　調製方法Ｈ
【化４２】

【０１９５】
　Ｒ３ラジカルは、上記で定義されているとおりである。
【０１９６】
　段階（ａ）
　式（ＸＩＩＩ）で表される化合物は、ＷＯ２００５／５５９２８又は「Ｊｏｕｒｎａｌ
　ｏｆ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，　４８（２００５），　ｐ．６１２
８－６１３９」に記載されている調製方法と同様にして、式（ＸＩ）で表される化合物を
、例えば塩基の存在下で、式（ＸＩＩ）で表されるクロロ炭酸ベンジル（クロロギ酸ベン
ジル）と反応させることによって調製することができる。
【０１９７】
　式（ＸＩ）で表される化合物は、市販されているか、又は、既知方法で、例えば、ＷＯ
２０１２／３５７６、ＷＯ２００７／４７７９３若しくはＷＯ２００６／６５７０３に記
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載されている調製方法と同様にして、調製することができる。
【０１９８】
　式（ＸＩＩＩ）で表される化合物への該変換は、実質的に実施することが可能であるか
、又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反応は、一般的な反応条
件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。好ましいのは、以
下のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、ジオキサン、テトラヒ
ドロフラン、１，２－ジメトキシエタン、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル；ニトリル類
、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；又は、芳香族炭化水素、例えば、トル
エン又はキシレン。
【０１９９】
　適切な塩基の例は、アルカリ金属又はアルカリ土類金属の酢酸塩、リン酸塩及び炭酸塩
からなる群から選択される無機塩基である。好ましいのは、炭酸セシウム、炭酸ナトリウ
ム及び炭酸カリウムである。
【０２００】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０℃～１２０℃の温度で実施することが可
能である。
【０２０１】
　段階（ｂ）
　式（ＩＩａ）で表される化合物は、例えば、「Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｈｅｔｅｒｏｃ
ｙｃｌｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，　２２（１９８５），　ｐ．３１３－３１８」に記載
されている調製方法と同様にして、式（ＸＩＩＩ）で表される化合物を還元することによ
って調製することができる。
【０２０２】
　適切な還元剤の例は、水素化アルミニウムリチウムである。
【０２０３】
　式（ＩＩａ）で表される化合物への該変換は、何も加えずに実施することが可能である
か、又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反応は、一般的な反応
条件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。好ましいのは、
エーテル類、例えば、ジエチルエーテル、ジイソプロピルエーテル、ジオキサン、テトラ
ヒドロフラン、１，２－ジメトキシエタン又はｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテルである。
【０２０４】
　該反応は、減圧下、標準圧力下又は高圧下、０℃～１００℃の温度で実施することが可
能である。
【０２０５】
　式（ＩＩ－０２）
【化４３】

【０２０６】
で表される化合物も、新規である。
【０２０７】
　方法及び使用
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　本発明は、さらに、害虫を防除する方法にも関し、ここで、該方法においては、式（Ｉ
）で表される化合物を害虫及び／又はそれらの生息環境に作用させる。害虫の該防除は、
好ましくは、農業及び林業において、並びに、材料物質（ｍａｔｅｒｉａｌ）の保護にお
いて、実施される。好ましくは、該方法から、ヒト又は動物の身体の外科的な又は治療的
な処置方法及びヒト又は動物の身体に対して実施される診断方法は、除外される。
【０２０８】
　本発明は、さらに、殺有害生物剤としての、特に、作物保護剤としての、式（Ｉ）で表
される化合物の使用にも関する。
【０２０９】
　本出願に関連して、用語「殺有害生物剤（ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ）」は、いずれの場合に
も、常に、用語「作物保護剤」も包含する。
【０２１０】
　式（Ｉ）で表される化合物は、植物が良好な耐性を示し、温血動物に対する毒性が望ま
しい程度であり、及び、良好な環境適合性を示す場合、生物的ストレス因子及び非生物的
ストレス因子に対して植物及び植物の器官を保護するのに適しており、収穫高を増大させ
るのに適しており、収穫物の質を向上させるのに適しており、また、農業において、園芸
において、畜産業において、水性栽培において、森林で、庭園やレジャー施設で、貯蔵生
産物や材料物質の保護において、及び、衛生学の分野において遭遇する害虫、特に、昆虫
類、クモ形類動物、蠕虫類、線虫類及び軟体動物を防除するのに適している。それらは、
好ましくは、殺有害生物剤として使用することができる。それらは、通常の感受性種及び
抵抗性種に対して有効であり、並びに、全ての発育段階又は一部の発育段階に対して活性
を示す。上記害虫としては、以下のものを挙げることができる：
　節足動物門の害虫、特に、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）の、例えば、アカルス属種（
Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アカルス・シロ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、アケ
リア・クコ（Ａｃｅｒｉａ　ｋｕｋｏ）、アケリア・シェルドニ（Ａｃｅｒｉａ　ｓｈｅ
ｌｄｏｎｉ）、アクロプス属種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、アクルス属種（Ａｃｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アクルス・フォクケウイ（Ａｃｕｌｕｓ　ｆｏｃｋｅｕｉ）
、アクルス・シュレクテンダリ（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｃｈｌｅｃｈｔｅｎｄａｌｉ）、アン
ブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、アムフィテトラニクス・ビエネンシ
ス（Ａｍｐｈｉｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｖｉｅｎｎｅｎｓｉｓ）、アルガス属種（Ａｒ
ｇａｓ　ｓｐｐ．）、ボオフィルス属種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビパル
プス属種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブレビパルプス・ホエニシス
（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｐｈｏｅｎｉｃｉｓ）、ブリオビア・グラミヌム（Ｂｒｙｏ
ｂｉａ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、ブリオビア・プラエチオサ（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｐｒａｅｔ
ｉｏｓａ）、セントルロイデス属種（Ｃｅｎｔｒｕｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、コリオプ
テス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デルマニスス・ガリナエ（Ｄｅｒｍａｎ
ｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマトファゴイデス・プテロニシヌス（Ｄｅｒｍａ
ｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｎｕｓ）、デルマトファゴイデス・ファ
リナエ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆａｒｉｎａｅ）、デルマセントル属種（
Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、エオテトラニクス属種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エオテトラニクス・ヒコリアエ（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕ
ｓ　ｈｉｃｏｒｉａｅ）、エピトリメルス・ピリ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐｙｒｉ）
、エウテトラニクス属種（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウテト
ラニクス・バンクシ（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｂａｎｋｓｉ）、エリオフィエス属
種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エリオフィエス・ピリ（Ｅｒｉｏｐｈｙ
ｅｓ　ｐｙｒｉ）、グリシファグス・ドメスチクス（Ｇｌｙｃｙｐｈａｇｕｓ　ｄｏｍｅ
ｓｔｉｃｕｓ）、ハロチデウス・デストルクトル（Ｈａｌｏｔｙｄｅｕｓ　ｄｅｓｔｒｕ
ｃｔｏｒ）、ヘミタロソネムス属種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、ヘミタロソネムス・ラツス（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）（＝ポリ
ファゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）
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）、ヒアロンマ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、イキソデス属種（Ｉｘｏｄｅｓ　
ｓｐｐ．）、ラトロデクツス属種（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ロキソスケレ
ス属種（Ｌｏｘｏｓｃｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、ネウトロムビクラ・アウツムナリス（Ｎｅ
ｕｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、ヌフェルサ属種（Ｎｕｐｈｅｒｓａ
　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、オリ
ゴニクス・コニフェラルム（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｏｎｉｆｅｒａｒｕｍ）、オリ
ゴニクス・イリシス（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｌｉｃｉｓ）、オリゴニクス・インジ
クス（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、オリゴニクス・マンギフェルス（Ｏ
ｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｍａｎｇｉｆｅｒｕｓ）、オリゴニクス・プラテンシス（Ｏｌｉ
ｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、オリゴニクス・プニカエ（Ｏｌｉｇｏｎｙｃ
ｈｕｓ　ｐｕｎｉｃａｅ）、オリゴニクス・イオテルシ（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｙｏ
ｔｈｅｒｓｉ）、オルニトドルス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニ
トニスス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パノニクス属種（Ｐａｎｏｎ
ｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、パノニクス・シトリ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔ
ｒｉ）（＝メタテトラニクス・シトリ（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）
）、パノニクス・ウルミ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ）（＝メタテトラニクス・ウ
ルミ（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ））、フィロコプトルタ・オレイボラ
（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、プラチテトラニクス・ムルチジ
ギツリ（Ｐｌａｔｙｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｄｉｇｉｔｕｌｉ）、ポリファ
ゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）、プ
ソロプテス属種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉｐｉｃ
ｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、スコルピオ・マウルス（Ｓｃ
ｏｒｐｉｏ　ｍａｕｒｕｓ）、ステネオタルソネムス属種（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅ
ｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ステネオタルソネムス・スピンキ（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅｍ
ｕｓ　ｓｐｉｎｋｉ）、タルソネムス属種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、タルソネムス・コンフスス（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｃｏｎｆｕｓｕｓ）、タルソネム
ス・パリズス（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｐａｌｌｉｄｕｓ）、テトラニクス属種（Ｔｅｔ
ｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、テトラニクス・カナデンシス（Ｔｅｔｒａｎｙ
ｃｈｕｓ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ）、テトラニクス・シンナバリヌス（Ｔｅｔｒａｎｙｃ
ｈｕｓ　ｃｉｎｎａｂａｒｉｎｕｓ）、テトラニクス・ツルケスタニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃ
ｈｕｓ　ｔｕｒｋｅｓｔａｎｉ）、テトラニクス・ウルチカエ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ
　ｕｒｔｉｃａｅ）、トロムビクラ・アルフレズゲシ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｌｆｒ
ｅｄｄｕｇｅｓｉ）、バエジョビス属種（Ｖａｅｊｏｖｉｓ　ｓｐｐ．）、バサテス・リ
コペルシシ（Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ）；
　ムカデ綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ゲオフィルス属種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、スクチゲラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）；
　トビムシ目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ）又はトビムシ綱の、例えば、例えば、オニキウル
ス・アルマツス（Ｏｎｙｃｈｉｕｒｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）；　スミンツルス・ビリジス
（Ｓｍｉｎｔｈｕｒｕｓ　ｖｉｒｉｄｉｓ）；
　ヤスデ綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ブラニウルス・グツラツス（Ｂｌａｎｉ
ｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）；
　昆虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）の、例えば、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）の、例えば
、ブラッタ・オリエンタリス（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ブラッテラ・ア
サヒナイ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｉ）、ブラッテラ・ゲルマニカ（Ｂｌａ
ｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、レウコファエア・マデラエ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅ
ａ　ｍａｄｅｒａｅ）、パンクロラ属種（Ｐａｎｃｈｌｏｒａ　ｓｐｐ．）、パルコブラ
ッタ属種（Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）、ペリプラネタ属種（Ｐｅｒｉｐｌａｎ
ｅｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、ペリプラネタ・アメリカナ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａ
ｍｅｒｉｃａｎａ）、ペリプラネタ・アウストララシアエ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａ
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ｕｓｔｒａｌａｓｉａｅ）、スペラ・ロンギパルパ（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌ
ｐａ）；
　コウチュウ目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アカリンマ・ビタツム（Ａｃａｌ
ｙｍｍａ　ｖｉｔｔａｔｕｍ）、アカントセリデス・オブテクツス（Ａｃａｎｔｈｏｓｃ
ｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、アドレツス属種（Ａｄｏｒｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、
アゲラスチカ・アルニ（Ａｇｅｌａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、アグリオテス属種（Ａｇｒ
ｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アグリオテス・リンネアツス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｌ
ｉｎｎｅａｔｕｓ）、アグリオテス・マンクス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｍａｎｃｕｓ）、ア
ルフィトビウス・ジアペリヌス（Ａｌｐｈｉｔｏｂｉｕｓ　ｄｉａｐｅｒｉｎｕｓ）、ア
ムフィマロン・ソルスチチアリス（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｓｏｌｓｔｉｔｉａｌｉｓ
）、アノビウム・プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、アノプロホラ
属種（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アントノムス属種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ
　ｓｐｐ．）、例えば、アントノムス・グランジス（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄ
ｉｓ）、アントレヌス属種（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、アピオン属種（Ａｐｉｏ
ｎ　ｓｐｐ．）、アポゴニア属種（Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、アトマリア属種（Ａ
ｔｏｍａｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、アトマリア・リネアル（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｌｉ
ｎｅａｒｉｓ）、アタゲヌス属種（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、バリス・カエルレ
センス（Ｂａｒｉｓ　ｃａｅｒｕｌｅｓｃｅｎｓ）、ブルキジウス・オブテクツス（Ｂｒ
ｕｃｈｉｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、ブルクス属種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、ブルクス・ピソルム（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ）、ブルクス・ルフィマ
ヌス（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｒｕｆｉｍａｎｕｓ）、カッシダ属種（Ｃａｓｓｉｄａ　ｓｐｐ
．）、セロトマ・トリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、セウトリ
ンクス属種（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、セウトリンクス・ア
シミリス（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｓｓｉｍｉｌｉｓ）、セウトリンクス・ク
アドリデンス（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｑｕａｄｒｉｄｅｎｓ）、セウトリンク
ス・ラパエ（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｒａｐａｅ）、カエトクネマ属種（Ｃｈａ
ｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、例えば、カエトクネマ・コンフィニス（Ｃｈａｅｔｏｃ
ｎｅｍａ　ｃｏｎｆｉｎｉｓ）、カエトクネマ・デンチクラタ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ
　ｄｅｎｔｉｃｕｌａｔａ）、カエトクネマ・エクチパ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｅｃ
ｔｙｐａ）、クレオヌス・メンジクス（Ｃｌｅｏｎｕｓ　ｍｅｎｄｉｃｕｓ）、コノデル
ス属種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、コスモポリテス属種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コスモポリテス・ソルジズス（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　
ｓｏｒｄｉｄｕｓ）、コステリトラ・ゼアランジカ（Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ　ｚｅａｌａ
ｎｄｉｃａ）、クテニセラ属種（Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．）、クルクリオ属種（Ｃ
ｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、例えば、クルクリオ・カリアエ（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｃａ
ｒｙａｅ）、クルクリオ・カリアトリペス（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｃａｒｙａｔｒｙｐｅｓ
）、クルクリオ・オブツスス（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｏｂｔｕｓｕｓ）、クルクリオ・サイ
イ（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓａｙｉ）、クリプトレステス・フェルギネウス（Ｃｒｙｐｔｏ
ｌｅｓｔｅｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ）、クリプトレステス・プシルス（Ｃｒｙｐｔｏ
ｌｅｓｔｅｓ　ｐｕｓｉｌｌｕｓ）、クリプトリンクス・ラパチ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎ
ｃｈｕｓ　ｌａｐａｔｈｉ）、クリプトリンクス・マンギフェラエ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙ
ｎｃｈｕｓ　ｍａｎｇｉｆｅｒａｅ）、シリンドロコプツルス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃ
ｏｐｔｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シリンドロコプツルス・アドスペルスス（Ｃｙｌｉｎｄｒ
ｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ａｄｓｐｅｒｓｕｓ）、シリンドロコプツルス・フルニシ（Ｃｙｌ
ｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ｆｕｒｎｉｓｓｉ）、デルメステス属種（Ｄｅｒｍｅｓｔ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ジアブロチカ属種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、ジ
アブロチカ・バルテアタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）、ジアブロチカ・
バルベリ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｒｂｅｒｉ）、ジアブロチカ・ウンデシムプンク
タタ・ホワルジ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ　ｈｏｗａｒ
ｄｉ）、ジアブロチカ・ウンデシムプンクタタ・ウンデシムプンクタタ（Ｄｉａｂｒｏｔ
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ｉｃａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ）、ジアブ
ロチカ・ビルギフェラ・ビルギフェラ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ　ｖ
ｉｒｇｉｆｅｒａ）、ジアブロチカ・ビルギフェラ・ゼアエ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖ
ｉｒｇｉｆｅｒａ　ｚｅａｅ）、ジコクロシス属種（Ｄｉｃｈｏｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．
）、ジクラジスパ・アルミゲラ（Ｄｉｃｌａｄｉｓｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ジロボデ
ルス属種（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、エピラクナ属種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ
　ｓｐｐ．）、例えば、エピラクナ・ボレアリス（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｂｏｒｅａｌｉ
ｓ）、エピラクナ・バリベスチス（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ）、エピ
トリキス属種（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、例えば、エピトリキス・ククメリス（Ｅｐ
ｉｔｒｉｘ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）、エピトリキス・フスクラ（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｆｕｓ
ｃｕｌａ）、エピトリキス・ヒルチペンニス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｈｉｒｔｉｐｅｎｎｉｓ
）、エピトリキス・スブクリニタ（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｕｂｃｒｉｎｉｔａ）、エピトリ
キス・ツベリス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｔｕｂｅｒｉｓ）、ファウスチヌス属種（Ｆａｕｓｔ
ｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ギビウム・プシロイデス（Ｇｉｂｂｉｕｍ　ｐｓｙｌｌｏｉｄｅ
ｓ）、グナトセルス・コルヌツス（Ｇｎａｔｈｏｃｅｒｕｓ　ｃｏｒｎｕｔｕｓ）、ヘル
ラ・ウンダリス（Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘテロニクス・アラトル（Ｈｅｔ
ｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）、ヘテロニキス属種（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｘ　ｓｐｐ
．）、ヒラモルファ・エレガンス（Ｈｙｌａｍｏｒｐｈａ　ｅｌｅｇａｎｓ）、ヒロトル
ペス・バジュルス（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、ヒペラ・ポスチカ（Ｈｙ
ｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、ヒポメセス・スクアモスス（Ｈｙｐｏｍｅｃｅｓ　ｓｑｕ
ａｍｏｓｕｓ）、ヒポテネムス属種（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、
ヒポテネムス・ハムペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ）、ヒポテネムス・
オブスクルス（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、ヒポテネムス・プベセ
ンス（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｐｕｂｅｓｃｅｎｓ）、ラクノステルナ・コンサング
イネア（Ｌａｃｈｎｏｓｔｅｒｎａ　ｃｏｎｓａｎｇｕｉｎｅａ）、ラシドデルマ・セリ
コルネ（Ｌａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ）、ラテチクス・オリザエ（Ｌａ
ｔｈｅｔｉｃｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ラトリジウス属種（Ｌａｔｈｒｉｄｉｕｓ　ｓｐｐ
．）、レマ属種（Ｌｅｍａ　ｓｐｐ．）、レプチノタルサ・デセムリネアタ（Ｌｅｐｔｉ
ｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、レウコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒ
ａ　ｓｐｐ．）、例えば、レウコプテラ・コフェエラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆ
ｅｅｌｌａ）、リッソロプトルス・オリゾフィルス（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒ
ｙｚｏｐｈｉｌｕｓ）、リキスス属種（Ｌｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、ルペロモルファ・キサ
ントデラ（Ｌｕｐｅｒｏｍｏｒｐｈａ　ｘａｎｔｈｏｄｅｒａ）、ルペロデス属種（Ｌｕ
ｐｅｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、リクツス属種（Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、メガセリス属
種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）、メラノツス属種（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ
．）、例えば、メラノツス・ロングルス・オレゴネンシス（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｌｏｎ
ｇｕｌｕｓ　ｏｒｅｇｏｎｅｎｓｉｓ）、メリゲテス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅ
ｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロンタ属種（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、例えば、メ
ロロンタ・メロロンタ（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ）、ミグドルス属
種（Ｍｉｇｄｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、モノカムス属種（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　ｓｐｐ．
）、ナウパクツス・キサントグラフス（Ｎａｕｐａｃｔｕｓ　ｘａｎｔｈｏｇｒａｐｈｕ
ｓ）、ネクロビア属種（Ｎｅｃｒｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、ニプツス・ホロレウクス（Ｎｉ
ｐｔｕｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、オリクテス・リノセロス（Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉ
ｎｏｃｅｒｏｓ）、オリザエフィルス・スリナメンシス（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓ
ｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、オリザファグス・オリザエ（Ｏｒｙｚａｐｈａｇｕｓ　ｏｒ
ｙｚａｅ）、オチオリンクス属種（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、オ
チオリンクス・クリブリコリス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｒｉｂｒｉｃｏｌｌｉｓ
）、オチオリンクス・リグスチシ（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｌｉｇｕｓｔｉｃｉ）、
オチオリンクス・オバツス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｏｖａｔｕｓ）、オチオリンク
ス・ルゴソストリアルス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｒｕｇｏｓｏｓｔｒｉａｒｕｓ）
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、オチオリンクス・スルカツス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｕｌｃａｔｕｓ）、オキ
シセトニア・ジュンクンダ（Ｏｘｙｃｅｔｏｎｉａ　ｊｕｃｕｎｄａ）、ファエドン・コ
クレアリアエ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）、フィロファガ属種（Ｐｈｙ
ｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、フィロファガ・ヘレリ（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｈｅ
ｌｌｅｒｉ）、フィロトレタ属種（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、フィ
ロトレタ・アルモラシアエ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ａｒｍｏｒａｃｉａｅ）、フィロ
トレタ・プシラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｐｕｓｉｌｌａ）、フィロトレタ・ラモサ（
Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｒａｍｏｓａ）、フィロトレタ・ストリオラタ（Ｐｈｙｌｌｏ
ｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔａ）、ポピリア・ジャポニカ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐ
ｏｎｉｃａ）、プレムノトリペス属種（Ｐｒｅｍｎｏｔｒｙｐｅｓ　ｓｐｐ．）、プロス
テファヌス・トルンカツス（Ｐｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｕｓ）、プシリ
オデス属種（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プシリオデス・アフィニス（
Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ａｆｆｉｎｉｓ）、プシリオデス・クリソセファラ（Ｐｓｙｌｌ
ｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙｓｏｃｅｐｈａｌａ）、プシリオデス・プンクツラタ（Ｐｓｙｌｌ
ｉｏｄｅｓ　ｐｕｎｃｔｕｌａｔａ）、プチヌス属種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾ
ビウス・ベントラリス（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｓ　ｖｅｎｔｒａｌｉｓ）、リゾペルタ・ドミ
ニカ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ）、シトフィルス属種（Ｓｉｔｏｐｈ
ｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、シトフィルス・グラナリウス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　
ｇｒａｎａｒｉｕｓ）、シトフィルス・リネアリス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｌｉｎｅａ
ｒｉｓ）、シトフィルス・オリザエ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、シトフィ
ルス・ゼアマイス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｚｅａｍａｉｓ）、スフェノホルス属種（Ｓ
ｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ステゴビウム・パニセウム（Ｓｔｅｇｏｂｉｕｍ
　ｐａｎｉｃｅｕｍ）、ステルネクス属種（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、ステルネクス・パルダツス（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｐａｌｕｄａｔｕｓ）、シムフィ
レテス属種（Ｓｙｍｐｈｙｌｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タニメクス属種（Ｔａｎｙｍｅｃｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、例えば、タニメクス・ジラチコリス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｄｉｌａｔ
ｉｃｏｌｌｉｓ）、タニメクス・インジクス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、
タニメクス・パリアツス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｐａｌｌｉａｔｕｓ）、テネブリオ・モ
リトル（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｍｏｌｉｔｏｒ）、テネブリオイデス・マウレタニクス（Ｔ
ｅｎｅｂｒｉｏｉｄｅｓ　ｍａｕｒｅｔａｎｉｃｕｓ）、トリボリウム属種（Ｔｒｉｂｏ
ｌ
ｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、トリボリウム・アウダキス（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ａｕｄ
ａｘ）、トリボリウム・カスタネウム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ）、ト
リボリウム・コンフスム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃｏｎｆｕｓｕｍ）、トロゴデルマ属種
（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、チキウス属種（Ｔｙｃｈｉｕｓ　ｓｐｐ．）、キ
シロトレクス属種（Ｘｙｌｏｔｒｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ザブルス属種（Ｚａｂｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、例えば、ザブルス・テネブリオイデス（Ｚａｂｒｕｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏ
ｉｄｅｓ）；
　ハエ目（Ｄｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、アエデス・アエギプチ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）、アエデス・アルボピクツス
（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉｃｔｕｓ）、アエデス・スチクチクス（Ａｅｄｅｓ　ｓｔｉ
ｃｔｉｃｕｓ）、アエデス・ベキサンス（Ａｅｄｅｓ　ｖｅｘａｎｓ）、アグロミザ属種
（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、アグロミザ・フロンテラ（Ａｇｒｏｍｙｚａ
　ｆｒｏｎｔｅｌｌａ）、アグロミザ・パルビコルニス（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｐａｒｖｉ
ｃｏｒｎｉｓ）、アナストレファ属種（Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ　ｓｐｐ．）、アノフェレ
ス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アノフェレス・クアドリマクラツス
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｑｕａｄｒｉｍａｃｕｌａｔｕｓ）、アノフェレス・ガムビアエ
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）、アスホンジリア属種（Ａｓｐｈｏｎｄｙｌｉ
ａ　ｓｐｐ．）、バクトロセラ属種（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、バク
トロセラ・ククルビタエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅ）、バクトロセ
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ラ・ドルサリス（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、バクトロセラ・オレアエ
（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｏｌｅａｅ）、ビビオ・ホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔ
ｕｌａｎｕｓ）、カリホラ・エリトロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏ
ｃｅｐｈａｌａ）、カリホラ・ビシナ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｖｉｃｉｎａ）、セラチ
チス・カピタタ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、キロノムス属種（Ｃｈｉｒ
ｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、クリソミア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｓｐｐ．）、クリソ
プス属種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、クリソゾナ・プルビアリス（Ｃｈｒｙｓｏｚ
ｏｎａ　ｐｌｕｖｉａｌｉｓ）、コクリオミア属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙａ　ｓｐｐ．）
、コンタリニア属種（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、コンタリニア・ジョ
ンソニ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｊｏｈｎｓｏｎｉ）、コンタリニア・ナスツルチイ（Ｃ
ｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｎａｓｔｕｒｔｉｉ）、コンタリニア・ピリボラ（Ｃｏｎｔａｒｉ
ｎｉａ　ｐｙｒｉｖｏｒａ）、コンタリニア・スクルジ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｃｈ
ｕｌｚｉ）、コンタリニア・ソルギコラ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｏｒｇｈｉｃｏｌａ
）、コンタリニア・トリチシ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、コルジロビア
・アントロポファガ（Ｃｏｒｄｙｌｏｂｉａ　ａｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇａ）、クリコト
プス・シルベストリス（Ｃｒｉｃｏｔｏｐｕｓ　ｓｙｌｖｅｓｔｒｉｓ）、クレキス属種
（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、例えば、クレキス・ピピエンス（Ｃｕｌｅｘ　ｐｉｐｉｅｎ
ｓ）、クレキス・クインクエファシアツス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔ
ｕｓ）、クリコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クリセタ属種（Ｃｕｌ
ｉｓｅｔａ　ｓｐｐ．）、クテレブラ属種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ダクス・
オレアエ（Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ）、ダシネウラ属種（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．
）、例えば、ダシネウラ・ブラシカエ（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、デ
リア属種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、デリア・アントクア（Ｄｅｌｉａ　ａｎｔ
ｉｑｕａ）、デリア・コアルクタタ（Ｄｅｌｉａ　ｃｏａｒｃｔａｔａ）、デリア・フロ
リレガ（Ｄｅｌｉａ　ｆｌｏｒｉｌｅｇａ）、デリア・プラツラ（Ｄｅｌｉａ　ｐｌａｔ
ｕｒａ）、デリア・ラジクム（Ｄｅｌｉａ　ｒａｄｉｃｕｍ）、デルマトビア・ホミニス
（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓ）、ドロソフィラ属種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ドロソフィラ・メラノガステル（Ｄｒｏｓｐｈｉｌａ　ｍｅｌａ
ｎｏｇａｓｔｅｒ）、ドロソフィラ・スズキイ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｕｚｕｋｉｉ
）、エキノクネムス属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ファンニア属種（Ｆ
ａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ
．）、グロッシナ属種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａ
ｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．）、ヒドレリア属種（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒドレ
リア・グリセオラ（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、ヒレミア属種（Ｈｙｌｅ
ｍｙａ　ｓｐｐ．）、ヒッポドスカ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒポデル
マ属種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、リリオミザ・ブラシカエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）
、リリオミザ・フイドブレンシス（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｈｕｉｄｏｂｒｅｎｓｉｓ）、
リリオミザ・サチバエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓａｔｉｖａｅ）、ルシリア属種（Ｌｕｃ
ｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、ルシリア・クプリナ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ
）、ルトゾミイア属種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、マンソニア属種（Ｍａｎｓｏ
ｎｉａ　ｓｐｐ．）、ムスカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、ムスカ・ドメスチ
カ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、ムスカ・ドメスチカ・ビシナ（Ｍｕｓｃａ　ｄ
ｏｍｅｓｔｉｃａ　ｖｉｃｉｎａ）、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
オシネラ・フリト（Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、パラタニタルスス属種（Ｐａｒａ
ｔａｎｙｔａｒｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パララウテルボルニエラ・スブシンクタ（Ｐａｒａ
ｌａｕｔｅｒｂｏｒｎｉｅｌｌａ　ｓｕｂｃｉｎｃｔａ）、ペゴミイア属種（Ｐｅｇｏｍ
ｙａ　ｓｐｐ．）、例えば、ペゴミイア・ベタエ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｂｅｔａｅ）、ペゴ
ミイア・ヒオシアミ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｈｙｏｓｃｙａｍｉ）、ペゴミア・ルビボラ（Ｐ
ｅｇｏｍｙａ　ｒｕｂｉｖｏｒａ）、フレボトムス属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐ
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ｐ．）、ホルビア属種（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、ホルミア属種（Ｐｈｏｒｍｉａ　
ｓｐｐ．）、ピオフィラ・カセイ（Ｐｉｏｐｈｉｌａ　ｃａｓｅｉ）、プロジプロシス属
種（Ｐｒｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ・ロサエ（Ｐｓｉｌａ　ｒｏｓａｅ）
、ラゴレチス属種（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ラゴレチス・シングラ
タ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）、ラゴレチス・コムプレタ（Ｒｈａｇ
ｏｌｅｔｉｓ　ｃｏｍｐｌｅｔａ）、ラゴレチス・ファウスタ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　
ｆａｕｓｔａ）、ラゴレチス・インジフェレンス（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｉｎｄｉｆｆ
ｅｒｅｎｓ）、ラゴレチス・メンダキス（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｍｅｎｄａｘ）、ラゴ
レチス・ポモネラ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、サルコファガ属種（
Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、
例えば、シムリウム・メリジオナレ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｒｉｄｉｏｎａｌｅ）、ス
トモキス属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス属種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ
．）、テタノポプス属種（Ｔｅｔａｎｏｐｓ　ｓｐｐ．）、チプラ属種（Ｔｉｐｕｌａ　
ｓｐｐ．）、例えば、チプラ・パルドサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）、チプラ・
シムプレキス（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｉｍｐｌｅｘ）；
　カメムシ目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アシジア・アカシアエバイレイアナエ
（Ａｃｉｚｚｉａ　ａｃａｃｉａｅｂａｉｌｅｙａｎａｅ）、アシジア・ドドナエアエ（
Ａｃｉｚｚｉａ　ｄｏｄｏｎａｅａｅ）、アシジア・ウンカトイデス（Ａｃｉｚｚｉａ　
ｕｎｃａｔｏｉｄｅｓ）、アクリダ・ツリタ（Ａｃｒｉｄａ　ｔｕｒｒｉｔａ）、アシル
トシポン属種（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｏｎ　ｓｐｐ．）、例えば、アシルトシポン・ピス
ム（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｈｏｎ　ｐｉｓｕｍ）、アクロゴニア属種（Ａｃｒｏｇｏｎｉ
ａ　ｓｐｐ．）、アエネオラミア属種（Ａｅｎｅｏｌａｍｉａ　ｓｐｐ．）、アゴノセナ
属種（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、アレイロデス・プロレテラ（Ａｌｅｙｒｏｄ
ｅｓ　ｐｒｏｌｅｔｅｌｌａ）、アレウロロブス・バロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌｏｂｕ
ｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリクス・フロコスス（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘ
ｕｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ）、アロカリダラ・マライエンシス（Ａｌｌｏｃａｒｉｄａｒ
ａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、アムラスカ属種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、
アムラスカ・ビグツラ（Ａｍｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｕｌｌａ）、アムラスカ・デバスタ
ンス（Ａｍｒａｓｃａ　ｄｅｖａｓｔａｎｓ）、アヌラフィス・カルズイ（Ａｎｕｒａｐ
ｈｉｓ　ｃａｒｄｕｉ）、アオニジエラ属種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｃｉｔｒ
ｉｎａ）、アオニジエラ・イノルナタ（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｉｎｏｒｎａｔａ）、ア
ファノスチグマ・ピリ（Ａｐｈａｎｏｓｔｉｇｍａ　ｐｉｒｉ）、アフィス属種（Ａｐｈ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アフィス・シトリコラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｉｔｒｉｃｏｌａ）
、アフィス・クラシボラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）、アフィス・ファバエ（
Ａｐｈｉｓ　ｆａｂａｅ）、アフィス・ホルベシ（Ａｐｈｉｓ　ｆｏｒｂｅｓｉ）、アフ
ィス・グリシネス（Ａｐｈｉｓ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、アフィス・ゴシピイ（Ａｐｈｉｓ
　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、アフィス・ヘデラエ（Ａｐｈｉｓ　ｈｅｄｅｒａｅ）、アフィス
・イリノイセンシス（Ａｐｈｉｓ　ｉｌｌｉｎｏｉｓｅｎｓｉｓ）、アフィス・ミドレト
ニ（Ａｐｈｉｓ　ｍｉｄｄｌｅｔｏｎｉ）、アフィス・ナスツルチイ（Ａｐｈｉｓ　ｎａ
ｓｔｕｒｔｉｉ）、アフィス・ネリイ（Ａｐｈｉｓ　ｎｅｒｉｉ）、アフィス・ポミ（Ａ
ｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ）、アフィス・スピラエコラ（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｉｒａｅｃｏｌａ）
、アフィス・ビブルニフィラ（Ａｐｈｉｓ　ｖｉｂｕｒｎｉｐｈｉｌａ）、アルボリジア
・アピカリス（Ａｒｂｏｒｉｄｉａ　ａｐｉｃａｌｉｓ）、アリタイニラ属種（Ａｒｙｔ
ａｉｎｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピジエラ属種（Ａｓｐｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、
アスピジオツス属種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アスピジオツス・ネ
リイ（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｎｅｒｉｉ）、アタヌス属種（Ａｔａｎｕｓ　ｓｐｐ．）
、アウラコルツム・ソラニ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ベミシア・タバ
シ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、ブラストプシラ・オッシデンタリス（Ｂｌａｓｔ
ｏｐｓｙｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ボレイオグリカスピス・メラレウカエ（
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Ｂｏｒｅｉｏｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｍｅｌａｌｅｕｃａｅ）、ブラキカウズス・ヘリクリ
シ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉ）、ブラキコルス属種（Ｂｒａｃ
ｈｙｃｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビコリネ・ブラシカエ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂ
ｒａｓｓｉｃａｅ）、カコプシラ属種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、カ
コプシラ・ピリコラ（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉｃｏｌａ）、カリギポナ・マルギ
ナタ（Ｃａｌｌｉｇｙｐｏｎａ　ｍａｒｇｉｎａｔａ）、カルネオセファラ・フルギダ（
Ｃａｒｎｅｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｕｌｇｉｄａ）、セラトバクナ・ラニゲラ（Ｃｅｒａｔ
ｏｖａｃｕｎａ　ｌａｎｉｇｅｒａ）、セルコピダエ（Ｃｅｒｃｏｐｉｄａｅ）、セロプ
ラステス属種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、カエトシホン・フラガエホリイ（
Ｃｈａｅｔｏｓｉｐｈｏｎ　ｆｒａｇａｅｆｏｌｉｉ）、キオナスピス・テガレンシス（
Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｔｅｇａｌｅｎｓｉｓ）、クロリタ・オヌキイ（Ｃｈｌｏｒｉｔ
ａ　ｏｎｕｋｉｉ）、コンドラクリス・ロセア（Ｃｈｏｎｄｒａｃｒｉｓ　ｒｏｓｅａ）
、クロマフィス・ジュグランジコラ（Ｃｈｒｏｍａｐｈｉｓ　ｊｕｇｌａｎｄｉｃｏｌａ
）、クリソムファルス・フィクス（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｆｉｃｕｓ）、シカズ
リナ・ムビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｍｂｉｌａ）、コッコミチルス・ハリイ（Ｃｏｃ
ｃｏｍｙｔｉｌｕｓ　ｈａｌｌｉ）、コックス属種（Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、コックス・ヘスペリズム（Ｃｏｃｃｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｉｄｕｍ）、コックス・ロング
ルス（Ｃｏｃｃｕｓ　ｌｏｎｇｕｌｕｓ）、コックス・プセウドマグノリアルム（Ｃｏｃ
ｃｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｍａｇｎｏｌｉａｒｕｍ）、コックス・ビリジス（Ｃｏｃｃｕｓ　
ｖｉｒｉｄｉｓ）、クリプトミズス・リビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、
クリプトネオサ属種（Ｃｒｙｐｔｏｎｅｏｓｓａ　ｓｐｐ．）、クテナリタイナ属種（Ｃ
ｔｅｎａｒｙｔａｉｎａ　ｓｐｐ．）、ダルブルス属種（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、ジアレウロデス・シトリ（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｉｔｒｉ）、ジアホリナ・シト
リ（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジアスピス属種（Ｄｉａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．
）、ドロシカ属種（Ｄｒｏｓｉｃｈａ　ｓｐｐ．）、ジサフィス属種（Ｄｙｓａｐｈｉｓ
　ｓｐｐ．）、例えば、ジサフィス・アピイホリア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ａｐｉｉｆｏｌ
ｉａ）、ジサフィス・プランタギネア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐｌａｎｔａｇｉｎｅａ）、
ジサフィス・ツリパエ（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｔｕｌｉｐａｅ）、ジスミコックス属種（Ｄ
ｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）
、例えば、エムポアスカ・アブルプタ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ａｂｒｕｐｔａ）、エムポア
スカ・ファバエ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｆａｂａｅ）、エムポアスカ・マリグナ（Ｅｍｐｏ
ａｓｃａ　ｍａｌｉｇｎａ）、エムポアスカ・ソラナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ
）、エムポアスカ・ステベンシ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｔｅｖｅｎｓｉ）、エリオソマ属
種（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、例えば、エリオソマ・アメリカヌム（Ｅｒｉｏｓｏ
ｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、エリオソマ・ラニゲルム（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉ
ｇｅｒｕｍ）、エリオソマ・ピリコラ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｐｙｒｉｃｏｌａ）、エリト
ロネウラ属種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、エウカリプトリマ属種（Ｅｕｃ
ａｌｙｐｔｏｌｙｍａ　ｓｐｐ．）、エウフィルラ属種（Ｅｕｐｈｙｌｌｕｒａ　ｓｐｐ
．）、エウセリス・ビロバツス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、フェリシア
属種（Ｆｅｒｒｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、ゲオコックス・コフェアエ（Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ
　ｃｏｆｆｅａｅ）、グリカスピス属種（Ｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロプシ
ラ・クバナ（Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｃｕｂａｎａ）、ヘテロプシラ・スピヌロサ（
Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｉｎｕｌｏｓａ）、ホマロジスカ・コアグラタ（Ｈｏｍ
ａｌｏｄｉｓｃａ　ｃｏａｇｕｌａｔａ）、ヒアロプテルス・アルンジニス（Ｈｙａｌｏ
ｐｔｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、ヒアロプテルス・プルニ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕ
ｓ　ｐｒｕｎｉ）、イセリア属種（Ｉｃｅｒｙａ　ｓｐｐ．）、例えば、イセリア・プル
カシ（Ｉｃｅｒｙａ　ｐｕｒｃｈａｓｉ）、イジオセルス属種（Ｉｄｉｏｃｅｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、イジオスコプス属種（Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ラオデルファキス
・ストリアテルス（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、レカニウム属種
（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、レカニウム・コルニ（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃ
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ｏｒｎｉ）（＝パルテノレカニウム・コルニ（Ｐａｒｔｈｅｎｏｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏ
ｒｎｉ））、レピドサフェス属種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、レ
ピドサフェス・ウルミ（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｕｌｍｉ）、リパフィス・エリシミ
（Ｌｉｐａｐｈｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、マクロシフム属種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　
ｓｐｐ．）、例えば、マクロシフム・エウホルビアエ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｅｕｐ
ｈｏｒｂｉａｅ）、マクロシフム・リリイ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｌｉｌｉｉ）、マ
クロシフム・ロサエ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｏｓａｅ）、マクロステレス・ファシ
フロンス（Ｍａｃｒｏｓｔｅｌｅｓ　ｆａｃｉｆｒｏｎｓ）、マハナルバ属種（Ｍａｈａ
ｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）、メラナフィス・サッカリ（Ｍｅｌａｎａｐｈｉｓ　ｓａｃｃｈ
ａｒｉ）、メトカルフィエラ属種（Ｍｅｔｃａｌｆｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、メトカルフ
ァ・プルイノサ（Ｍｅｔｃａｌｆａ　ｐｒｕｉｎｏｓａ）、メトポロフィウム・ジロズム
（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、モネリア・コスタリス（Ｍｏｎｅ
ｌｌｉａ　ｃｏｓｔａｌｉｓ）、モネリオプシス・ペカニス（Ｍｏｎｅｌｌｉｏｐｓｉｓ
　ｐｅｃａｎｉｓ）、ミズス属種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ミズス・アスカロ
ニクス（Ｍｙｚｕｓ　ａｓｃａｌｏｎｉｃｕｓ）、ミズス・セラシ（Ｍｙｚｕｓ　ｃｅｒ
ａｓｉ）、ミズス・リグストリ（Ｍｙｚｕｓ　ｌｉｇｕｓｔｒｉ）、ミズス・オルナツス
（Ｍｙｚｕｓ　ｏｒｎａｔｕｓ）、ミズス・ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ
）、ミズス・ニコチアナエ（Ｍｙｚｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、ナソノビア・リビス
ニグリ（Ｎａｓｏｎｏｖｉａ　ｒｉｂｉｓｎｉｇｒｉ）、ネホテッチキス属種（Ｎｅｐｈ
ｏｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．）、例えば、ネホテッチキス・シンクチセプス（Ｎｅｐｈｏｔ
ｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）、ネホテッチキス・ニグロピクツス（Ｎｅｐｈｏｔ
ｅｔｔｉｘ　ｎｉｇｒｏｐｉｃｔｕｓ）、ニラパルバタ・ルゲンス（Ｎｉｌａｐａｒｖａ
ｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、オンコメトピア属種（Ｏｎｃｏｍｅｔｏｐｉａ　ｓｐｐ．）、オ
ルテジア・プラエロンガ（Ｏｒｔｈｅｚｉａ　ｐｒａｅｌｏｎｇａ）、オキシヤ・キネン
シス（Ｏｘｙａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、パキプシラ属種（Ｐａｃｈｙｐｓｙｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、パラベミシア・ミリカエ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、パラ
トリオザ属種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、パラトリオザ・コクケレリ
（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、パルラトリア属種（Ｐａｒｌａｔｏ
ｒｉａ　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ペ
ムフィグス・ブルサリウス（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｂｕｒｓａｒｉｕｓ）、ペムフィグス
・ポプリベナエ（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｐｏｐｕｌｉｖｅｎａｅ）、ペレグリヌス・マイ
ジス（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、フェナコックス属種（Ｐｈｅｎａｃｏｃ
ｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、フェナコックス・マデイレンシス（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕ
ｓ　ｍａｄｅｉｒｅｎｓｉｓ）、プロエオミズス・パッセリニイ（Ｐｈｌｏｅｏｍｙｚｕ
ｓ　ｐａｓｓｅｒｉｎｉｉ）、ホロドン・フムリ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、
フィロキセラ属種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、フィロキセラ・デバス
トラトリキス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｄｅｖａｓｔａｔｒｉｘ）、フィロキセラ・ノタ
ビリス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｎｏｔａｂｉｌｉｓ）、ピンナスピス・アスピジストラ
エ（Ｐｉｎｎａｓｐｉｓ　ａｓｐｉｄｉｓｔｒａｅ）、プラノコックス属種（Ｐｌａｎｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プラノコックス・シトリ（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ
　ｃｉｔｒｉ）、プロソピドプシラ・フラバ（Ｐｒｏｓｏｐｉｄｏｐｓｙｌｌａ　ｆｌａ
ｖａ）、プロトプルビナリア・ピリホルミス（Ｐｒｏｔｏｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ｐｙｒ
ｉｆｏｒｍｉｓ）、プセウダウラカスピス・ペンタゴナ（Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉ
ｓ
　ｐｅｎｔａｇｏｎａ）、プセウドコックス属種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、プセウドコックス・カルセオラリアエ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｃａｌ
ｃｅｏｌａｒｉａｅ）、プセウドコックス・コムストッキ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　
ｃｏｍｓｔｏｃｋｉ）、プセウドコックス・ロンギスピヌス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ
　ｌｏｎｇｉｓｐｉｎｕｓ）、プセウドコックス・マリチムス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｍａｒｉｔｉｍｕｓ）、プセウドコックス・ビブルニ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　
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ｖｉｂｕｒｎｉ）、プシロプシス属種（Ｐｓｙｌｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ属種
（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、プシラ・ブキシ（Ｐｓｙｌｌａ　ｂｕｘｉ）、プ
シラ・マリ（Ｐｓｙｌｌａ　ｍａｌｉ）、プシラ・ピリ（Ｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉ）、プ
テロマルス属種（Ｐｔｅｒｏｍａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ピリラ属種（Ｐｙｒｉｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、クアドラスピジオツス属種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、クアドラスピジオツス・ジュグランスレギアエ（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕ
ｓ　ｊｕｇｌａｎｓｒｅｇｉａｅ）、クアドラスピジオツス・オストレアエホルミス（Ｑ
ｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｏｓｔｒｅａｅｆｏｒｍｉｓ）、クアドラスピジオツス
・ペルニシオスス（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｐｅｒｎｉｃｉｏｓｕｓ）、クエ
サダ・ギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）、ラストロコックス属種（Ｒａｓｔｒｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ロパロシフム属種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）
、例えば、ロパロシフム・マイジス（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄｉｓ）、ロ
パロシフム・オキシアカンタエ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｏｘｙａｃａｎｔｈａｅ
）、ロパロシフム・・パジ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ）、ロパロシフム・
ルフィアブドミナレ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｕｆｉａｂｄｏｍｉｎａｌｅ）、
サイセチア属種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、サイセチア・コフェアエ（
Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｃｏｆｆｅａｅ）、サイセチア・ミランダ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　
ｍｉｒａｎｄａ）、サイセチア・ネグレクタ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｎｅｇｌｅｃｔａ）
、サイセチア・オレアエ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｏｌｅａｅ）、スカホイデウス・チタヌ
ス（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ　ｔｉｔａｎｕｓ）、スキザフィス・グラミヌム（Ｓｃｈｉ
ｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、セレナスピズス・アルチクラツス（Ｓｅｌｅｎａｓ
ｐｉｄｕｓ　ａｒｔｉｃｕｌａｔｕｓ）、シトビオン・アベナエ（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａ
ｖｅｎａｅ）、ソガタ属種（Ｓｏｇａｔａ　ｓｐｐ．）、ソガテラ・フルシフェラ（Ｓｏ
ｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）、ソガトデス属種（Ｓｏｇａｔｏｄｅｓ　ｓｐｐ
．）、スチクトセファラ・フェスチナ（Ｓｔｉｃｔｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｅｓｔｉｎａ）
、シホニヌス・フィリレアエ（Ｓｉｐｈｏｎｉｎｕｓ　ｐｈｉｌｌｙｒｅａｅ）、テナラ
ファラ・マライエンシス（Ｔｅｎａｌａｐｈａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、テトラゴ
ノセフェラ属種（Ｔｅｔｒａｇｏｎｏｃｅｐｈｅｌａ　ｓｐｐ．）、チノカリス・カリア
エホリアエ（Ｔｉｎｏｃａｌｌｉｓ　ｃａｒｙａｅｆｏｌｉａｅ）、トマスピス属種（Ｔ
ｏｍａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソプテラ属種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例
えば、トキソプテラ・アウランチイ（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、トキソ
プテラ・シトリシズス（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｃｉｔｒｉｃｉｄｕｓ）、トリアレウロデ
ス・バポラリオルム（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、トリオ
ザ属種（Ｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、トリオザ・ジオスピリ（Ｔｒｉｏｚａ　ｄ
ｉｏｓｐｙｒｉ）、チフロシバ属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ　ｓｐｐ．）、ウナスピス属
種（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ビテウス・ビチホリイ（Ｖｉｔｅｕｓ　ｖｉｔｉｆｏ
ｌｉｉ）、ジギナ属種（Ｚｙｇｉｎａ　ｓｐｐ．）；
　カメムシ亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナサ・トリスチス（Ａｎａｓ
ａ　ｔｒｉｓｔｉｓ）、アンテスチオプシス属種（Ａｎｔｅｓｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．
）、ボイセア属種（Ｂｏｉｓｅａ　ｓｐｐ．）、ブリスス属種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ
．）、カロコリス属種（Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カムピロンマ・リビダ（Ｃａ
ｍｐｙｌｏｍｍａ　ｌｉｖｉｄａ）、カベレリウス属種（Ｃａｖｅｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ
．）、シメキス属種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、例えば、シメキス・アドジュンクツス（
Ｃｉｍｅｘ　ａｄｊｕｎｃｔｕｓ）、シメキス・ヘミプテルス（Ｃｉｍｅｘ　ｈｅｍｉｐ
ｔｅｒｕｓ）、シメキス・レクツラリウス（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）、シ
メキス・ピロセルス（Ｃｉｍｅｘ　ｐｉｌｏｓｅｌｌｕｓ）、コラリア属種（Ｃｏｌｌａ
ｒｉａ　ｓｐｐ．）、クレオンチアデス・ジルツス（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｄｉｌｕ
ｔｕｓ）、ダシヌス・ピペリス（Ｄａｓｙｎｕｓ　ｐｉｐｅｒｉｓ）、ジケロプス・フル
カツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジコノコリス・ヘウェッチ（Ｄｉｃ
ｏｎｏｃｏｒｉｓ　ｈｅｗｅｔｔｉ）、ジスデルクス属種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ
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．）、エウスキスツス属種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウスキスツ
ス・ヘロス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）、エウスキスツス・セルブス（Ｅｕｓ
ｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ）、エウスキスツス・トリスチグムス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔ
ｕｓ　ｔｒｉｓｔｉｇｍｕｓ）、エウスキスツス・バリオラリウス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕ
ｓ　ｖａｒｉｏｌａｒｉｕｓ）、エウリガステル属種（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．
）、ハリオモルファ・ハリス（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｈａｌｙｓ）、ヘリオパルチス
属種（Ｈｅｌｉｏｐｅｌｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ホルシアス・ノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ
　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、
レプトコリサ・バリコルニス（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｖａｒｉｃｏｒｎｉｓ）、レプ
トグロスス・オッシデンタリス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ
）、レプトグロスス・フィロプス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｐｕｓ）、
リゴコリス属種（Ｌｙｇｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、リゴコリス・パブリヌス（
Ｌｙｇｏｃｏｒｉｓ　ｐａｂｕｌｉｎｕｓ）、リグス属種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）、例
えば、リグス・エリスス（Ｌｙｇｕｓ　ｅｌｉｓｕｓ）、リグス・ヘスペルス（Ｌｙｇｕ
ｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、リグス・リネオラリス（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉｓ）
、マクロペス・エキスカバツス（Ｍａｃｒｏｐｅｓ　ｅｘｃａｖａｔｕｓ）、モナロニオ
ン・アトラツム（Ｍｏｎａｌｏｎｉｏｎ　ａｔｒａｔｕｍ）、ネザラ属種（Ｎｅｚａｒａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ネザラ・ビリズラ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、オエバ
ルス属種（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ピエスマ・クアドラタ（Ｐｉｅｓｍａ　ｑｕａ
ｄｒａｔａ）、ピエゾドルス属種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ピエゾ
ドルス・グイルジニイ（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｇｕｉｌｄｉｎｉｉ）、プサルス属種（
Ｐｓａｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウダシスタ・ペルセア（Ｐｓｅｕｄａｃｙｓｔａ　ｐ
ｅｒｓｅａ）、ロドニウス属種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サールベルゲラ・シン
グラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、スカプトコリス・カス
タネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノホラ属種（Ｓｃｏｔｉ
ｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ステファニチス・ナシ（Ｓｔｅｐｈａｎｉｔｉｓ　ｎａｓ
ｈｉ）、チブラカ属種（Ｔｉｂｒａｃａ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属種（Ｔｒｉａｔｏｍ
ａ　ｓｐｐ．）；
　ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロミルメキス属種（Ａｃｒｏｍｙ
ｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、アタリア属種（Ａｔｈａｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、アタリア
・ロサエ（Ａｔｈａｌｉａ　ｒｏｓａｅ）、アッタ属種（Ａｔｔａ　ｓｐｐ．）、ジプリ
オン属種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、例えば、ジプリオン・シミリス（Ｄｉｐｒｉｏ
ｎ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ホプロカムパ属種（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、例えば
、ホプロカムパ・コオケイ（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｃｏｏｋｅｉ）、ホプロカムパ・テ
スツジネア（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｔｅｓｔｕｄｉｎｅａ）、ラシウス属種（Ｌａｓｉ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、リネピテマ・フミレ（Ｌｉｎｅｐｉｔｈｅｍａ　ｈｕｍｉｌｅ）、モ
ノモリウム・ファラオニス（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、シレキス属
種（Ｓｉｒｅｘ　ｓｐｐ．）、ソレノプシス・インビクタ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎ
ｖｉｃｔａ）、タピノマ属種（Ｔａｐｉｎｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウロセルス属種（Ｕｒｏ
ｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ベスパ属種（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、ベスパ・クラ
ブロ（Ｖｅｓｐａ　ｃｒａｂｒｏ）、キセリス属種（Ｘｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ワラジムシ目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の、例えば、アルマジリジウム・ブルガレ（Ａｒｍａ
ｄｉｌｌｉｄｉｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、オニスクス・アセルス（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓ
ｅｌｌｕｓ）、ポルセリオ・スカベル（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）；
　シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）の、例えば、コプトテルメス属種（Ｃｏｐｔｏｔｅｒ
ｍｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コプトテルメス・ホルモサヌス（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ
　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）、コルニテルメス・クムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｃ
ｕｍｕｌａｎｓ）、クリプトテルメス属種（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、イ
ンシシテルメス属種（Ｉｎｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ミクロテルメス・オベシ
（Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｏｂｅｓｉ）、オドントテルメス属種（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒ
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ｍｅｓ　ｓｐｐ．）、レチクリテルメス属種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、レチクリテルメス・フラビペス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖ
ｉｐｅｓ）、レチクリテルメス・ヘスペルス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｈｅｓｐ
ｅｒｕｓ）；
　チョウ目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロイア・グリセラ（Ａｃｈｒｏ
ｉａ　ｇｒｉｓｅｌｌａ）、アクロニクタ・マジョル（Ａｃｒｏｎｉｃｔａ　ｍａｊｏｒ
）、アドキソフィエス属種（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アドキソフィ
エス・オラナ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）、アエジア・レウコメラス（Ａｅｄ
ｉａ　ｌｅｕｃｏｍｅｌａｓ）、アグロチス属種（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、アグロチス・セゲツム（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、アグロチス・イプシロン
（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ）、アラバマ属種（Ａｌａｂａｍａ　ｓｐｐ．）、例
えば、アラバマ・アルギラセア（Ａｌａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａ）、アミエロイ
ス・トランシテラ（Ａｍｙｅｌｏｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ）、アナルシア属種（Ａ
ｎａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、アンチカルシア属種（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、
例えば、アンチカルシア・ゲンマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ
）、アルギロププロセ属種（Ａｒｇｙｒｏｐｌｏｃｅ　ｓｐｐ．）、バラトラ・ブラシカ
エ（Ｂａｒａｔｈｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ボルボ・シンナラ（Ｂｏｒｂｏ　ｃｉｎ
ｎａｒａ）、ブックラトリキス・ツルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅ
ｒｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニアリウス（Ｂｕｐａｌｕｓ　ｐｉｎｉａｒｉｕｓ）、ブ
ッセオラ属種（Ｂｕｓｓｅｏｌａ　ｓｐｐ．）、カコエシア属種（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｓ
ｐｐ．）、カロプチリア・テイボラ（Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）、カプ
ア・レチクラナ（Ｃａｐｕａ　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ）、カルポカプサ・ポモネラ（Ｃａ
ｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、カルポシナ・ニポネンシス（Ｃａｒｐｏｓｉ
ｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）、ケイマトビア・ブルマタ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂ
ｒｕｍａｔａ）、キロ属種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）、例えば、キロ・プレジャデルス（
Ｃｈｉｌｏ　ｐｌｅｊａｄｅｌｌｕｓ）、キロ・スプレッサリス（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐ
ｒｅｓｓａｌｉｓ）、コリストネウラ属種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、
クリシア・アムビグエラ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロセルス属
種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、クナファロクロシス・メジナリス（Ｃｎ
ａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、クネファシア属種（Ｃｎｅｐｈａｓ
ｉａ　ｓｐｐ．）、コノポモルファ属種（Ｃｏｎｏｐｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．）、コノ
トラケルス属種（Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ　ｓｐｐ．）、コピタルシア属種（Ｃｏｐ
ｉｔａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、シジア属種（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、シジア・
ニグリカナ（Ｃｙｄｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎａ）、シジア・ポモネラ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏ
ｍｏｎｅｌｌａ）、ダラカ・ノクツイデス（Ｄａｌａｃａ　ｎｏｃｔｕｉｄｅｓ）、ジア
ファニア属種（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ジアトラエア・サッカラリス（Ｄｉａ
ｔｒａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ）、エアリアス属種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）、
エクジトロファ・アウランチウム（Ｅｃｄｙｔｏｌｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉｕｍ）、エ
ラスモパルプス・リグノセルス（Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）
、エルダナ・サッカリナ（Ｅｌｄａｎａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属種（
Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、エフェスチア・エルテラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　
ｅｌｕｔｅｌｌａ）、エフェスチア・クエーニエラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕｅｈｎｉｅ
ｌｌａ）、エピノチア属種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ．）、エピフィアス・ポストビッ
タナ（Ｅｐｉｐｈｙａｓ　ｐｏｓｔｖｉｔｔａｎａ）、エチエラ属種（Ｅｔｉｅｌｌａ　
ｓｐｐ．）、エウリア属種（Ｅｕｌｉａ　ｓｐｐ．）、エウポエシリア・アムビグエラ（
Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、エウプロクチス属種（Ｅｕｐｒｏｃｔ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウプロクチス・クリソロエア（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｃｈ
ｒｙｓｏｒｒｈｏｅａ）、エウキソア属種（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチア属種（
Ｆｅｌｔｉａ　ｓｐｐ．）、ガレリア・メロネラ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌ
ｌａ）、グラシラリア属種（Ｇｒａｃｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、グラホリタ属種（Ｇ
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ｒａｐｈｏｌｉｔｈａ　ｓｐｐ．）、例えば、グラホリタ・モレスタ（Ｇｒａｐｈｏｌｉ
ｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、グラホリタ・プルニボラ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｐｒｕｎｉ
ｖｏｒａ）、ヘジレプタ属種（Ｈｅｄｙｌｅｐｔａ　ｓｐｐ．）、ヘリコベルパ属種（Ｈ
ｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘリコベルパ・アルミゲラ（Ｈｅｌｉｃｏ
ｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ヘリコベルパ・ゼア（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅ
ａ）、ヘリオチス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘリオチス・ビレセ
ンス（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、ホフマンノフィラ・プセウドスプレ
テラ（Ｈｏｆｍａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、ホモエオソマ
属種（Ｈｏｍｏｅｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、ホモナ属種（Ｈｏｍｏｎａ　ｓｐｐ．）、ヒ
ポノメウタ・パデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｐａｄｅｌｌａ）、カキボリア・フラボ
ファシアタ（Ｋａｋｉｖｏｒｉａ　ｆｌａｖｏｆａｓｃｉａｔａ）、ラフィグマ属種（Ｌ
ａｐｈｙｇｍａ　ｓｐｐ．）、レウシノデス・オルボナリス（Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｏ
ｒｂｏｎａｌｉｓ）、レウコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、
レウコプテラ・コフェエラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）、リトコレチ
ス属種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、リトコレチス・ブランカル
デラ（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｂｌａｎｃａｒｄｅｌｌａ）、リトファネ・アンテ
ンナタ（Ｌｉｔｈｏｐｈａｎｅ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ロベシア属種（Ｌｏｂｅｓｉａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ロベシア・ボトラナ（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ）、ロキ
サグロチス・アルビコスタ（Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、リマントリ
ア属種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、リマントリア・ジスパル（Ｌｙｍａ
ｎｔｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ）、リオネチア属種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば
、リオネチア・クレルケラ（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｃｌｅｒｋｅｌｌａ）、マラコソマ・ネ
ウストリア（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｎｅｕｓｔｒｉａ）、マルカ・テスツラリス（Ｍａ
ｒｕｃａ　ｔｅｓｔｕｌａｌｉｓ）、マメストラ・ブラシカエ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒ
ａｓｓｉｃａｅ）、メラニチス・レダ（Ｍｅｌａｎｉｔｉｓ　ｌｅｄａ）、モシス属種（
Ｍｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、モノピス・オブビエラ（Ｍｏｎｏｐｉｓ　ｏｂｖｉｅｌｌａ）
、ミチムナ・セパラタ（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、ネマポゴン・クロアセ
ルス（Ｎｅｍａｐｏｇｏｎ　ｃｌｏａｃｅｌｌｕｓ）、ニムフラ属種（Ｎｙｍｐｈｕｌａ
　ｓｐｐ．）、オイケチクス属種（Ｏｉｋｅｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ．）、オリア属種（Ｏｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、オルタガ属種（Ｏｒｔｈａｇａ　ｓｐｐ．）、オストリニア属種（Ｏ
ｓｔｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、オストリニア・ヌビラリス（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　
ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、オウレマ・メラノプス（Ｏｕｌｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ）、
オウレマ・オリザエ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、パノリス・フランメア（Ｐａｎｏ
ｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、パルナラ属種（Ｐａｒｎａｒａ　ｓｐｐ．）、ペクチノホラ
属種（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ペクチノホラ・ゴッシピエラ（
Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ）、ペリレウコプテラ属種（Ｐｅｒ
ｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、フトリマエア属種（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、フトリマエア・オペルクレラ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃ
ｕｌｅｌｌａ）、フィロクニスチス・シトレラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｃｉｔｒ
ｅｌｌａ）、フィロノリクテル属種（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、例え
ば、フィロノリクテル・ブランカルデラ（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｂｌａｎｃａ
ｒｄｅｌｌａ）、フィロノリクテル・クラタエゲラ（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｃ
ｒａｔａｅｇｅｌｌａ）、ピエリス属種（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ピエリス
・ラパエ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）、プラチノタ・スツルタナ（Ｐｌａｔｙｎｏｔａ
　ｓｔｕｌｔａｎａ）、プロジア・インテルプンクテラ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕ
ｎｃｔｅｌｌａ）、プルシア属種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、プルテラ・キシロステラ
（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）（＝プルテラ・マクリペンニス（Ｐｌｕｔ
ｅｌｌａ　ｍａｃｕｌｉｐｅｎｎｉｓ））、プライス属種（Ｐｒａｙｓ　ｓｐｐ．）、プ
ロデニア属種（Ｐｒｏｄｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、プロトパルセ属種（Ｐｒｏｔｏｐａｒｃ
ｅ　ｓｐｐ．）、プセウダレチア属種（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、
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プセウダレチア・ウニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ）、プセ
ウドプルシア・インクルデンス（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、ピ
ラウスタ・ヌビラリス（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、ラキプルシア・ヌ（
Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｎｕ）、スコエノビウス属種（Ｓｃｈｏｅｎｏｂｉｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、スコエノビウス・ビプンクチフェル（Ｓｃｈｏｅｎｏｂｉｕｓ　ｂｉｐ
ｕｎｃｔｉｆｅｒ）、シルポファガ属種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、例えば
、シルポファガ・インノタタ（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｎｏｔａｔａ）、スコチア
・セゲツム（Ｓｃｏｔｉａ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、セサミア属種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ
．）、例えば、セサミア・インフェレンス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｉｎｆｅｒｅｎｓ）、スパ
ルガノチス属種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属種（Ｓｐｏｄ
ｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、スポドプテラ・エラジアナ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ
　ｅｒａｄｉａｎａ）、スポドプテラ・エキシグア（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕ
ａ）、スポドプテラ・フルギペルダ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）、
スポドプテラ・プラエフィカ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｐｒａｅｆｉｃａ）、スタトモポ
ダ属種（Ｓｔａｔｈｍｏｐｏｄａ　ｓｐｐ．）、ストモプテリキス・スブセシベラ（Ｓｔ
ｏｍｏｐｔｅｒｙｘ　ｓｕｂｓｅｃｉｖｅｌｌａ）、シナンテドン属種（Ｓｙｎａｎｔｈ
ｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）、テシア・ソラニボラ（Ｔｅｃｉａ　ｓｏｌａｎｉｖｏｒａ）、テ
ルメシア・ゲンマタリス（Ｔｈｅｒｍｅｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、チネア・クロ
アセラ（Ｔｉｎｅａ　ｃｌｏａｃｅｌｌａ）、チネア・ペリオネラ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌ
ｌｉｏｎｅｌｌａ）、チネオラ・ビッセリエラ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌ
ｌａ）、トルトリキス属種（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、トリコファガ・タペトゼラ（
Ｔｒｉｃｈｏｐｈａｇａ　ｔａｐｅｔｚｅｌｌａ）、トリコプルシア属種（Ｔｒｉｃｈｏ
ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、トリコプルシア・ニ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　
ｎｉ）、トリポリザ・インセルツラス（Ｔｒｙｐｏｒｙｚａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ）、
ツタ・アブソルタ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、ビラコラ属種（Ｖｉｒａｃｈｏｌａ
　ｓｐｐ．）；
　バッタ目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）又は（Ｓａｌｔａｔｏｒｉａ）の、例えば、アケタ
・ドメスチクス（Ａｃｈｅｔａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ジクロプルス属種（Ｄｉｃｈ
ｒｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グリロタルパ属種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓｐｐ．）、
例えば、グリロタルパ・グリロタルパ（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐ
ａ）、ヒエログリフス属種（Ｈｉｅｒｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ロクスタ属種（Ｌ
ｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、ロクスタ・ミグラトリア（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇ
ｒａｔｏｒｉａ）、メラノプルス属種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、メ
ラノプルス・デバスタトル（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｄｅｖａｓｔａｔｏｒ）、パラトラ
ンチクス・ウスリエンシス（Ｐａｒａｔｌａｎｔｉｃｕｓ　ｕｓｓｕｒｉｅｎｓｉｓ）、
スキストセルカ・グレガリア（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇａｒｉａ）；
　シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ）の、例えば、ダマリニア属種（Ｄａｍａｌｉｎ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノ
グナツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロキセラ・バスタトリキス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖａｓｔａ
ｔｒｉｘ）、フチルス。プビス（Ｐｈｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、トリコデクテス属種
（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
　チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）の、例えば、レピノツス属種（Ｌｅｐｉｎｏ
ｔｕｓ　ｓｐｐ．）、リポセリス属種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）の、例えば、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａｔｏ
ｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クテノセファリデス・カニス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅ
ｓ　ｃａｎｉｓ）、クテノセファリデス・フェリス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　
ｆｅｌｉｓ）、プレキス・イリタンス（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ツンガ・ペネ
トランス（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キセノプシラ・ケオピス（Ｘｅｎｏｐｓ
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ｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）；
　アザミウマ目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナホトリプス・オブスクル
ス（Ａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、バリオトリプス・ビホルミス（Ｂ
ａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、ドレパノトリプス・レウテリ（Ｄｒｅｐａ
ｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）、エンネオトリプス・フラベンス（Ｅｎｎｅｏｔｈ
ｒｉｐｓ　ｆｌａｖｅｎｓ）、フランクリニエラ属種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、フランクリニエラ・フスカ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｆｕｓｃ
ａ）、フランクリニエラ・オッシデンタリス（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄ
ｅｎｔａｌｉｓ）、フランクリニエラ・スクルトゼイ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓ
ｃｈｕｌｔｚｅｉ）、フランクリニエラ・トリチシ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｔｒ
ｉｔｉｃｉ）、フランクリニエラ・バシニイ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｖａｃｃｉ
ｎｉｉ）、フランクリニエラ・ウィリアムシ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｗｉｌｌｉ
ａｍｓｉ）、ヘリオトリプス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ヘルシノトリ
プス・フェモラリス（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、リピホロト
リプス・クルエンタツス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）
、シルトトリプス属種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、タエニノトリプス・カ
ルダモミ（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｃａｒｄａｍｏｍｉ）、トリプス属種（Ｔｈｒｉ
ｐｓ　ｓｐｐ．）、例えば、トリプス・パルミ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｌｍｉ）、トリプス
タバシ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ）；
　シミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ（＝Ｔｈｙｓａｎｕｒａ））の、例えば、クテノレピスマ
属種（Ｃｔｅｎｏｌｅｐｉｓｍａ　ｓｐｐ．）、レピスマ・サッカリナ（Ｌｅｐｉｓｍａ
　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、レスピモデス・インクイリヌス（Ｌｅｐｉｓｍｏｄｅｓ　ｉ
ｎｑｕｉｌｉｎｕｓ）、テルモビア・ドメスチカ（Ｔｈｅｒｍｏｂｉａ　ｄｏｍｅｓｔｉ
ｃａ）；
　コムカデ綱（Ｓｙｍｐｈｙｌａ）の、例えば、スクチゲレラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、スクチゲレラ・インマクラタ（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌｌａ
　ｉｍｍａｃｕｌａｔａ）；
　軟体動物門（Ｍｏｌｌｕｓｃａ）の害虫、例えば、ニマイガイ綱（Ｂｉｖａｌｖｉａ）
の、例えば、ドレイセナ属種（Ｄｒｅｉｓｓｅｎａ　ｓｐｐ．）；及び、さらに、
　マキガイ綱（Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ）の、例えば、アリオン属種（Ａｒｉｏｎ　ｓｐｐ
．）、例えば、アリオン・アテル・ルフス（Ａｒｉｏｎ　ａｔｅｒ　ｒｕｆｕｓ）、ビオ
ムファラリア属種（Ｂｉｏｍｐｈａｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ブリヌス属種（Ｂｕｌｉｎ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、デロセラス属種（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｓｐｐ．）、例えば、デロセ
ラス・ラエベ（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｌａｅｖｅ）、ガルバ属種（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ．
）、リムナエア属種（Ｌｙｍｎａｅａ　ｓｐｐ．）、オンコメラニア属種（Ｏｎｃｏｍｅ
ｌａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ポマセア属種（Ｐｏｍａｃｅａ　ｓｐｐ．）、スクシネア属種
（Ｓｕｃｃｉｎｅａ　ｓｐｐ．）；
　扁形動物門（Ｐｌａｔｙｈｅｌｍｉｎｔｈｅｓ）及び線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）
の、動物及びヒトの寄生生物、例えば、アエルロストロンギルス属種（Ａｅｌｕｒｏｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アミドストムム属種（Ａｍｉｄｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ
．）、アンシロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ）、アンギオストロンギル
ス属種（Ａｎｇｉｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アニサキス属種（Ａｎｉｓａｋ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、アノプロセファラ属種（Ａｎｏｐｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、
アスカリス属種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリジア属種（Ａｓｃａｒｉｄｉａ
　ｓｐｐ．）、バイリサスカリス属種（Ｂａｙｌｉｓａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ブル
ギア属種（Ｂｒｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、ブノストムム属種（Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐ
ｐ．）、カピラリア属種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａ
ｂｅｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、クロノルキス属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、コ
オペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、クレノソマ属種（Ｃｒｅｎｏｓｏｍａ　
ｓｐｐ．）、シアトストマ属種（Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ジクロコエリウ
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ム属種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属種（Ｄｉｃｔｙｏ
ｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジフィロボトリウム属種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕ
ｍ　ｓｐｐ．）、ジフィリジウム属種（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジロフィラ
リア（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ドラクンクルス属種（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エキ
ノストマ属種（Ｅｃｈｉｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エンテロビウス属種（Ｅｎｔｅｒ
ｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、エウコレウス属種（Ｅｕｃｏｌｅｕｓ　ｓｐｐ．）、ファシオ
ラ属種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ファシオロイデス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｉｄ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ファシオロプシス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、フ
ィラロイデス属種（Ｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ゴンギロネマ属種（Ｇｏｎｇｙ
ｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ギロダクチルス属種（Ｇｙｒｏｄａｃｔｙｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ハブロネマ属種（Ｈａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａｅｍｏ
ｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリグモソモイデス属種（Ｈｅｌｉｇｍｏｓｏｍｏｉｄｅｓ　
ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス属種（Ｈ
ｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒオストロンギルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇｙｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、リトモソイデス属種（Ｌｉｔｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ロア
属種（Ｌｏａ　ｓｐｐ．）、メタストロンギルス属種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　
ｓｐｐ．）、メトルキス属種（Ｍｅｔｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、メソセストイデス属種
（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、モニエジア属種（Ｍｏｎｉｅｚｉａ　ｓｐ
ｐ．）、ムエレリウス属種（Ｍｕｅｌｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ネカトル属種（Ｎｅｃ
ａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ネマトジルス属種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ニッ
ポストロンギルス属種（Ｎｉｐｐｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴス
トムム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オルラヌス属種（Ｏｌｌｕ
ｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、オンコセルカ属種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ）、オピス
トルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、オスレルス属種（Ｏｓｌｅｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）、オキシウリ
ス属種（Ｏｘｙｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、パラカピラリア属種（Ｐａｒａｃａｐｉｌｌａｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、パラフィラリア属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラゴ
ニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、パラムフィストムム属種（Ｐａｒａ
ｍｐｈｉｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、パラノプロセファラ属種（Ｐａｒａｎｏｐｌｏｃｅ
ｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、パラスカリス属種（Ｐａｒａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、パッ
サルルス属種（Ｐａｓｓａｌｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、プロトストロンギルス属種（Ｐｒｏ
ｔｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、スキストソマ属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ　
ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉａ　ｓｐｐ．）、スピロセルカ属種（Ｓｐｉｒ
ｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、ステファノフィラリア属種（Ｓｔｅｐｈａｎｏｆｉｌａｒｉ
ａ　ｓｐｐ．）、ステファヌルス属種（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ストロン
ギロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ストロンギルス属種（Ｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シンガムス属種（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、タエ
ニア属種（Ｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、テラドルサギア属種（Ｔｅｌａｄｏｒｓａｇｉａ
　ｓｐｐ．）、テラジア属種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐｐ．）、トキサスカリス属種（Ｔ
ｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソカラ属種（Ｔｏｘｏｃａｒａ　ｓｐｐ．）、ト
リキネラ属種（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属種（Ｔｒｉ
ｃｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、トリコストロンギルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリクリス属種（Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ウ
ンシナリア属種（Ｕｎｃｉｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ウケレリア属種（Ｗｕｃｈｅｒｅｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）；
　線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）の植物害虫（即ち、植物寄生性線虫）、特に、アグレ
ンクス属種（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アグレンクス・アグリコラ（Ａ
ｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ属種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）
、例えば、アングイナ・トリチシ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイ
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デス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アフェレンコイデス・
アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、アフェレンコイデ
ス・フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、ベロノライ
ムス属種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ベロノライムス・グラシリ
ス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ベロノライムス・ロンギカウザツ
ス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ベロノライムス・ノル
トニ（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、ブルサフェレンクス属種（Ｂｕｒ
ｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブルサフェレンクス・ココフィルス（
Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｃｏｐｈｉｌｕｓ）、ブルサフェレンクス・エレ
ムス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｅｍｕｓ）、ブルサフェレンク・スキシロ
フィルス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）、カコパウルス属
種（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、カコパウルス・ペスチス（Ｃａｃｏｐ
ａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．
）、例えば、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｃｕｒｖａｔａ）、
クリコネメラ・オノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、クリコ
ネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ・ルシウ
ム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）、クリコネメラ・キセノプラキス（Ｃｒ
ｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）（＝メソクリコネマ・キセノプラキス（Ｍｅ
ｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ））、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クリコネモイデス・フェルニアエ（Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、クリコネモイデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍ
ｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、クリコネモイデス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉ
ｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ドリコ
ドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅ
ｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ
）、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ
）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘ
リコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）
、ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘミ
シクリオホラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈ
ｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘテロデラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒ
ａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・グルシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅ
ｓ）、ヘテロデラ・スカクチイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、ホプロ
ライムス属種（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄ
ｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ロンギドルス・アフリカヌス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　
ａｆｒｉｃａｎｕｓ）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、例え
ば、メロイドギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メ
ロイドギネ・ファラキス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｆａｌｌａｘ）、メロイドギネ・ハ
プラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ
．）、ナコッブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオチレンクス属種（Ｎｅｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、
プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プラチレンクス
・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プセウドハレンク
ス属種（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プシレンクス属種（Ｐｓｉｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデラ属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、クイ
ニスルシウス属種（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒａｄｏ
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ｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ラドホルス・シトロフィルス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕ
ｓ　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍ
ｉｌｉｓ）、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレン
クス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏ
ｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属種（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、トリコ
ドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、トリコドルス・オブツスス
（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｏｂｔｕｓｕｓ）、トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃ
ｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒ
ｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、チレンコリンクス・アンヌラツス（Ｔｙｌｅｎｃ
ｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｎｎｕｌａｔｕｓ）、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ
　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）
、例えば、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）。
【０２１１】
　さらにまた、原生動物亜界（Ｐｒｏｔｏｚｏａ）の、コクシジウム目（Ｃｏｃｃｉｄｉ
ａ）、例えば、エイメリア属種（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｓｐｐ．）なども防除することができ
る。
【０２１２】
　式（Ｉ）で表される化合物は、場合により、特定の濃度又は特定の施用量において、除
草剤、薬害軽減剤、成長調節剤若しくは植物の特性を改善する作用薬としても使用し得る
か、又は、殺微生物剤（ｍｉｃｒｏｂｉｃｉｄｅ）若しくは除雄剤（ｇａｍｅｔｏｃｉｄ
ｅ）として、例えば、殺菌剤（ｆｕｎｇｉｃｉｄｅ）、抗真菌剤（ａｎｔｉｍｙｃｏｔｉ
ｃ）、殺細菌剤若しくは殺ウイルス剤（これは、ウイロイドに対する作用薬も包含する）
としても使用し得るか、又は、ＭＬＯ（マイコプラズマ様生物）及びＲＬＯ（リケッチア
様生物）に対する作用薬としても使用し得る。適切な場合には、式（Ｉ）で表される化合
物は、別の活性成分を合成するための中間体又は前駆物質としても使用することができる
。
【０２１３】
　製剤
　本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される少なくとも1種類の化合物を含んでいる、殺有
害生物剤としての製剤及びその製剤から調製される使用形態〔例えば、潅注液、滴下液及
び散布液〕にも関する。場合により、該使用形態は、さらなる殺有害生物剤、及び／又は
、作用を向上させるアジュバント、例えば、浸透剤、例えば、植物油（例えば、ナタネ油
、ヒマワリ油）、鉱油（例えば、パラフィン油）、植物性脂肪酸アルキルエステル（例え
ば、ナタネ油メチルエステル又はダイズ油メチルエステル）、又は、アルカノールアルコ
キシレート類、及び／又は、展着剤、例えば、アルキルシロキサン類及び／又は塩、例え
ば、有機又は無機のアンモニウム塩又はホスホニウム塩（例えば、硫酸アンモニウム又は
リン酸水素二アンモニウム）、及び／又は、保持促進剤（ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ　ｐｒｏｍ
ｏｔｅｒ）（例えば、スルホコハク酸ジオクチル又はヒドロキシプロピルグアーポリマー
）、及び／又は、湿潤剤（例えば、グリセロール）、及び／又は、肥料（例えば、アンモ
ニウム含有肥料、カリウム含有肥料又はリン含有肥料）を含有する。
【０２１４】
　慣習的なな製剤は、例えば、以下のものである：　水溶性液剤（ＳＬ）、乳剤（ＥＣ）
、水中油型エマルション剤（ＥＷ）、懸濁製剤（ＳＣ、ＳＥ、ＦＳ、ＯＤ）、顆粒水和剤
（ＷＧ）、顆粒剤（ＧＲ）、カプセル製剤（ｃａｐｓｕｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｓ
）（ＣＳ）；　これらの製剤型及び別の可能な製剤型は、例えば、以下のものに記載され
ている：　Ｃｒｏｐ　Ｌｉｆｅ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ａｎｄ　ｉｎ　Ｐｅｓｔ
ｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ，　Ｍａｎｕａｌ　ｏｎ　ｄｅｖｅｌｏｐｍ
ｅｎｔ　ａｎｄ　ｕｓｅ　ｏｆ　ＦＡＯ　ａｎｄ　ＷＨＯ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　ｆｏｒ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ，　ＦＡＯ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ａ
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ｎｄ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｐａｐｅｒｓ　－１７３（作製元：ｔｈｅ　ＦＡＯ／ＷＨ
Ｏ　Ｊｏｉｎｔ　Ｍｅｅｔｉｎｇ　ｏｎ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎｓ，　２００４，　ＩＳＢＮ：９２５１０４８５７６）。該製剤は、式（Ｉ）で表さ
れる1種類以上の化合物に加えて、場合により、さらなる農薬活性成分を含有する。
【０２１５】
　これらは、好ましくは、、補助剤〔例えば、増量剤、溶媒、自発性促進剤（ｓｐｏｎｔ
ａｎｅｉｔｙ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）、担体、乳化剤、分散剤、凍結防止剤（ｆｒｏｓｔ　
ｐｒｏｔｅｃｔａｎｔ）、殺生物剤、増粘剤及び／又は他の補助剤（例えば、アジュバン
ト）など〕を含有している製剤又は使用形態である。これに関連して、アジュバントは、
当該製剤の生物学的活性を向上させる成分であって、その成分自体が生物学的活性を有す
るものではない。アジュバントの例は、葉の表面への保持、拡展（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ）
特性、付着を促進する作用物質又は浸透を促進する作用物質である。
【０２１６】
　これらの製剤は、既知方法で、例えば、式（Ｉ）で表される化合物を補助剤（例えば、
増量剤、溶媒及び／若しくは固体担体、並びに／又は、別の補助剤、例えば、界面活性剤
）と混合させることにより調製する。そのような製剤は、適切な設備で製造するか、又は
、施用前若しくは施用中に製造する。
【０２１７】
　使用する補助剤は、式（Ｉ）で表される化合物の製剤又はそのよう製剤から調製された
使用形態（例えば、即時使用可能な（ｒｅａｄｙ－ｔｏ－ｕｓｅ）殺有害生物剤、例えば
、散布液又は種子粉衣製品）に、特別な特性、例えば、特定の物理的特性、技術的特性及
び／又生物学的特性などを付与するのに適している物質であり得る。
【０２１８】
　適切な増量剤は、例えば、水、並びに、極性及び非極性の有機化学的液体、例えば、以
下の類から選択されるものである：　芳香族及び非芳香族の炭化水素類（例えば、パラフ
ィン類、アルキルベンゼン類、アルキルナフタレン類、クロロベンゼン類）、アルコール
類及びポリオール類（これらは、適切な場合には、置換されていてもよく、エーテル化さ
れていてもよく、及び／又は、エステル化されていてもよい）、ケトン類（例えば、アセ
トン、シクロヘキサノン）、エステル類（これは、脂肪類及び油類を包含する）及び（ポ
リ）エーテル類、置換されていない及び置換されているアミン類、アミド類、ラクタム類
（例えば、Ｎ－アルキルピロリドン類）、及び、ラクトン類、スルホン類及びスルホキシ
ド類（例えば、ジメチルスルホキシド）。
【０２１９】
　使用する増量剤が水である場合、例えば有機溶媒を補助溶媒として使用することもでき
る。有用な液体溶媒としては、本質的に以下のものなどがある：　芳香族化合物、例えば
、キシレン、トルエン又はアルキルナフタレン類、塩素化芳香族化合物又は塩素化脂肪族
炭化水素、例えば、クロロベンゼン類、クロロエチレン類又は塩化メチレン、脂肪族炭化
水素、例えば、シクロヘキサン又はパラフィン類、例えば、鉱油留分、鉱油及び植物油、
アルコール類、例えば、ブタノール又はグリコールとそれらのエーテル及びエステル、ケ
トン類、例えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘ
キサノン、強極性溶媒、例えば、ジメチルホルムアミド及びジメチルスルホキシド、又は
、水。
【０２２０】
　原則として、適切な任意の溶媒を使用することが可能である。適切な溶媒の例は、芳香
族炭化水素、例えば、キシレン、トルエン又はアルキルナフタレン類、塩素化芳香族炭化
水素又は塩素化脂肪族炭化水素、例えば、クロロベンゼン、クロロエチレン又は塩化メチ
レン、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキサン、パラフィン類、石油留分、鉱油及び植
物油、アルコール類、例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノール
又はグリコールとそれらのエーテル及びエステル、ケトン類、例えば、アセトン、メチル
エチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサノン、強極性溶媒、例えば、ジ



(71) JP 6653258 B2 2020.2.26

10

20

30

40

50

メチルスルホキシド、及び、さらに、水である。
【０２２１】
　原則として、適切な全ての担体を使用することが可能である。有用な担体としては、特
に、以下のものを挙げることができる：　例えば、アンモニウム塩、及び、粉砕された天
然鉱物、例えば、カオリン、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モン
モリロナイト又はケイ藻土、及び、粉砕された合成鉱物、例えば、微粉化シリカ、アルミ
ナ、及び、天然シリケート又は合成シリケート、樹脂、蝋、及び／又は、固形肥料。その
ような担体の混合物も同様に使用することができる。粒剤に関して有用な担体としては、
以下のものを挙げることができる：　例えば、粉砕して分別した天然岩石、例えば、方解
石、大理石、軽石、海泡石、苦灰岩、並びに、無機及び有機の粗びき粉からなる合成顆粒
、並びに、さらに、有機材料（例えば、おがくず、紙、ココナッツ殻、トウモロコシ穂軸
及びタバコの葉柄など）からなる顆粒。
【０２２２】
　液化ガスの増量剤又は溶媒を使用することも可能である。特に適しているのは、標準温
度及び標準圧力下では気体である増量剤又は担体、例えば、エーロゾル噴射剤、例えば、
ハロ炭化水素類、又は、ブタン、プロパン、窒素及び二酸化炭素などである。
【０２２３】
　イオン特性若しくは非イオン特性を有する乳化剤及び／若しくは泡形成剤、分散剤又は
湿潤剤の例、又は、これらの界面活性物質の混合物の例は、以下のものである：　ポリア
クリル酸の塩、リグノスルホン酸の塩、フェノールスルホン酸若しくはナフタレンスルホ
ン酸の塩、エチレンオキシドと脂肪アルコールの重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂
肪酸の重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂肪アミンの重縮合物、エチレンオキシドと
置換されているフェノール（好ましくは、アルキルフェノール又はアリールフェノール）
の重縮合物、スルホコハク酸エステルの塩、タウリン誘導体（好ましくは、アルキルタウ
レート）、ポリエトキシ化アルコールのリン酸エステル若しくはポリエトキシ化フェノー
ルのリン酸エステル、ポリオールの脂肪酸エステル、並びに、硫酸アニオン、スルホン酸
アニオン及びリン酸アニオンを含んでいる該化合物の誘導体、例えば、アルキルアリール
ポリグリコールエーテル類、アルキルスルホネート類、アルキルスルフェート類、アリー
ルスルホネート類、タンパク質加水分解物、リグノスルファイト廃液、及び、メチルセル
ロース。式（Ｉ）で表される化合物のうちの１種類及び／又は該不活性担体のうちの１種
類が水不溶性であり且つ施用が水で行われる場合は、界面活性剤を存在させることが有利
である。
【０２２４】
　該製剤及びその製剤から誘導される使用形態の中に存在させ得るさらなる補助剤は、着
色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン及びプルシアンブルー（Ｐｒｕｓ
ｓｉａｎ　Ｂｌｕｅ）、並びに、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料及び金属
フタロシアニン染料、並びに、栄養素及び微量栄養素、例えば、鉄塩、マンガン塩、ホウ
素塩、銅塩、コバルト塩、モリブデン塩及び亜鉛塩などである。
【０２２５】
　さらに、安定剤（例えば、低温安定剤）、防腐剤、酸化防止剤、光安定剤、又は、化学
的及び／若しくは物理的安定性を向上させる別の作用剤も存在させることができる。さら
に、泡形成剤又は消泡剤も存在させることができる。
【０２２６】
　さらにまた、該製剤及びその製剤から誘導される使用形態には、付加的な補助剤として
、粘着剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、並びに、粉末又は顆粒又はラテックス
の形態にある天然ポリマー及び合成ポリマー、例えば、アラビアゴム、ポリビニルアルコ
ール及びポリ酢酸ビニル、又は、天然リン脂質、例えば、セファリン及びレシチン、及び
、合成リン脂質なども含有させることができる。さらなる可能な補助剤は、鉱油及び植物
油である。
【０２２７】
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　場合により、該製剤及びその製剤から誘導される使用形態の中に、さらなる補助剤も存
在させることができる。そのような添加剤の例は、芳香物質、保護コロイド、結合剤、接
着剤、増粘剤、揺変剤、浸透剤、保持促進剤、安定化剤、金属イオン封鎖剤、錯化剤、湿
潤剤、展着剤である。一般的に、式（Ｉ）で表される化合物は、製剤を目的として通常使
用される固体又は液体の任意の添加剤と組み合わせることができる。
【０２２８】
　有用な保持促進剤には、動的表面張力を低減させる全ての物質（例えば、スルホコハク
酸ジオクチル）又は粘弾性を増大させる全ての物質（例えば、ヒドロキシプロピルグアー
ポリマー）が包含される。
【０２２９】
　本発明に関連して有用な浸透剤は、植物体内への農薬活性成分の浸透を向上させるため
に典型的に使用される全ての物質である。これに関連して、浸透剤は、それらが、（一般
には、水性の）施用液から、及び／又は、散布による被膜から、植物のクチクラの中に浸
透し、それによって、活性成分のクチクラ内での移動性を増強することができる能力によ
って定義される。この特性を確認するために、文献（Ｂａｕｒ　ｅｔ　ａｌ．，　１９９
７，　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５１，　１３１－１５２）に記載されてい
る方法を用いることができる。その例としては、アルコールアルコキシレート、例えば、
ココナッツ脂肪エトキシレート（ｃｏｃｏｎｕｔ　ｆａｔｔｙ　ｅｔｈｏｘｙｌａｔｅ）
（１０）若しくはイソトリデシルエトキシレート（１２）、脂肪酸エステル、例えば、ナ
タネ油メチルエステル若しくはダイズ油メチルエステル、脂肪アミンアルコキシレート、
例えば、獣脂アミンエトキシレート（１５）、又は、アンモニウム塩及び／若しくはホス
ホニウム塩、例えば、硫酸アンモニウム若しくはリン酸水素二アンモニウムなどを挙げる
ことができる。
【０２３０】
　該製剤は、その製剤の重量に基づいて、好ましくは、０．０００００００１重量％～９
８重量％の式（Ｉ）で表される化合物を含んでおり、特に好ましくは、０．０１重量％～
９５重量％の式（Ｉ）で表される化合物を含んでおり、さらに好ましくは、０．５重量％
～９０重量％の式（Ｉ）で表される化合物を含んでいる。
【０２３１】
　該製剤（特に、殺有害生物剤）から調製された使用形態の中の式（Ｉ）で表される化合
物の含有量は、広い範囲内でさまざまであり得る。該使用形態中の式（Ｉ）で表される化
合物の濃度は、その使用形態の重量に基づいて、一般に、０．０００００００１重量％～
９５重量％の式（Ｉ）で表される化合物、好ましくは、０．００００１重量％～１重量％
の式（Ｉ）で表される化合物である。施用は、その使用形態に適した慣習的な方法で行う
。
【０２３２】
　混合物
　式（Ｉ）で表される化合物は、例えば、作用スペクトルを拡大するために、作用期間を
長くするために、作用速度を増大させるために、忌避性を防止するために、又は、抵抗性
の発達を防止するために、１種類以上の適切な殺菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、軟体動物駆
除剤、殺線虫剤、殺虫剤、微生物剤（ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　ａｇｅｎｔ）、
有益生物、除草剤、肥料、鳥忌避剤、植物強化剤（ｐｈｙｔｏｔｏｎｉｃ）、不妊剤、薬
害軽減剤、情報化学物質及び／又は植物成長調節剤との混合物において使用することも可
能である。さらに、この種の活性成分組合せは、植物の成長を向上させることが可能であ
り、及び／又は、非生物的要因（例えば、高温又は低温）に対する耐性、渇水に対する耐
性又は水中若しくは土壌中の塩分の含有量の上昇に対する耐性を向上させることが可能で
ある。さらにまた、開花性能及び結果性能を改善することも可能であり、発芽能力及び根
の発達を最適化することも可能であり、収穫を容易にすることも可能であり、収穫高を向
上させることも可能であり、成熟に影響を及ぼすことも可能であり、収穫された生産物の
品質及び／若しくは栄養価を向上させることも可能であり、収穫された生産物の貯蔵寿命
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を長くすることも可能であり、並びに／又は、収穫された生産物の加工性を改善すること
も可能である。
【０２３３】
　さらに、式（Ｉ）で表される化合物は、別の活性成分又は情報化学物質（例えば、誘引
剤、及び／又は、鳥忌避剤、及び／又は、植物活性化剤、及び／又は、成長調節剤、及び
／又は、肥料）との混合物の中に存在させることもできる。同様に、式（Ｉ）で表される
化合物は、植物の特性（例えば、生長、収穫量及び収穫物の品質）を向上させるための作
用剤と混合して使用することも可能である。
【０２３４】
　本発明の特定の実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、製剤の形態又はそのよう
な製剤から調製された使用形態の中に、さらなる化合物（好ましくは、以下に記載されて
いる化合物）と混合された状態で存在している。
【０２３５】
　以下に記載されている化合物のうちの１種類が種々の互変異性体形態で存在し得る場合
、それらの形態も、いずれの場合にも、たとえ明確に言及されていなくても、同様に包含
される。
【０２３６】
　殺虫剤／殺ダニ剤／殺線虫剤
　本明細書中において「一般名」で特定されている活性成分は、既知であり、そして、例
えば、「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，　１６ｔｈ　ｅｄ．，　Ｂｒｉｔ
ｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２０１２」に記載されてい
るか、又は、インターネット上で検索することができる（例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗ
ｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ」）。
【０２３７】
　（１）　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬、例えば、
　カーバメート系、例えば、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカ
ルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボス
ルファン、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イ
ソプロカルブ、メチオカルブ、メソミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカーブ、プ
ロポクスル、チオジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭ
Ｃ、及び、キシリルカルブ；又は、
　有機リン酸エステル系、例えば、アセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、
アジンホス－メチル、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロル
メホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、クマホス、シアノホス、ジメトン－
Ｓ－メチル、ダイアジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジ
メチルビンホス、ダイスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフール、フ
ェナミホス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イミシ
アホス、イソフェンホス、Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸イソプロピ
ル、イソキサチオン、マラチオン、メカルバム、メタミドホス、メチダチオン、メビンホ
ス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、オキシジメトン－メチル、パラチオン、パ
ラチオン－メチル、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン
、ホキシム、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピ
ラクロホス、ピリダフェンチオン、キナルホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホ
ス、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホン、
及び、バミドチオン；
　（２）　ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル拮抗薬、例えば、
　シクロジエン有機塩素系、例えば、クロルダン、及び、エンドスルファン；又は、
　フェニルピラゾール系（フィプロール系）、例えば、エチプロール、及び、フィプロニ
ル；
　（３）　ナトリウムチャンネルモジュレーター／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断
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薬、例えば、
　ピレスロイド系、例えば、アクリナトリン、アレスリン、ｄ－シス－トランスアレスリ
ン、ｄ－トランスアレスリン、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレスリン　ｓ－
シクロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ
－シフルトリン、シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、シペル
メトリン、アルファ－シペルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シータ－シペルメトリ
ン、ゼータ－シペルメトリン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメ
トリン、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体］、エスフェンバレレート、エトフ
ェンプロックス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメト
リン、タウ－フルバリネート、ハルフェンプロックス、イミプロトリン、カデトリン、ペ
ルメトリン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、プラレトリン、ピレトリン類
（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフェン、テフルトリン、
テトラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体］、トラロメトリン、及び、トランス
フルトリン；又は、
　ＤＤＴ；又は、メトキシクロル；
　（４）　ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）作動薬、例えば、
　ネオニコチノイド系、例えば、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミ
ダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド、及び、チアメトキサム；又は、
　ニコチン；又は、
　スルホキサフロル；
　（５）　ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）のアロステリック活性化
薬、例えば、
　スピノシン系、例えば、スピネトラム、及び、スピノサド；
　（６）　塩化物チャンネル活性化薬、例えば、
　アベルメクチン系／ミルベマイシン系、例えば、アバメクチン、エマメクチン安息香酸
塩、レピメクチン、及び、ミルベメクチン；
　（７）　幼若ホルモン模倣物質、例えば、
　幼若ホルモン類似体、例えば、ハイドロプレン、キノプレン、及び、メトプレン；又は
、
　フェノキシカルブ；又は、ピリプロキシフェン；
　（８）　作用機序が知られていないか又は特定されていない活性成分、例えば、
　ハロゲン化アルキル系、例えば、臭化メチル、及び、別のハロゲン化アルキル；又は、
　クロロピクリン；又は、フッ化スルフリル；又は、ホウ砂；又は、吐酒石；
　（９）　選択的摂食阻害薬、例えば、
　ピメトロジン；又は、フロニカミド；
　（１０）　ダニ成長阻害薬、例えば、
　クロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、及び、ジフロビダジン；又は、
　エトキサゾール；
　（１１）　昆虫腸管膜の微生物ディスラプター、例えば、
　バシルス・ツリンギエンシス・亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バシルス・ス
ファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バシルス・ツリンギエンシ
ス・亜種・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅ
ｃｉｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）
、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、及び、ＢＴ植物
タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ
、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１；
　（１２）　酸化的リン酸化阻害薬、ＡＴＰディスラプター、例えば、
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　ジアフェンチウロン；又は、
　有機スズ化合物、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン、及び、酸化フェンブタスズ
；又は、
　プロパルギット；又は、テトラジホン；
　（１３）　Ｈプロトン勾配を遮断する酸化的リン酸化デカップラー、例えば、
　クロルフェナピル、ＤＮＯＣ、及び、スルフルラミド；
　（１４）　ニコチン作動性アセチルコリン受容体拮抗薬、例えば、
　ベンスルタップ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム、及び、チオスルタップ－ナトリウ
ム；
　（１５）　キチン生合成阻害薬（タイプ０）、例えば、
　ビストリフルロン、クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フ
ルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テ
フルベンズロン、及び、トリフルムロン；
　（１６）　キチン生合成阻害薬（タイプ１）、例えば、
　ブプロフェジン；
　（１７）　脱皮阻害薬（特に、双翅目（即ち、双翅類）に関する）、例えば、
　シロマジン；
　（１８）　エクジソン受容体作動薬、例えば、
　クロマフェノジド、ハロフェノジド、メトキシフェノジド、及び、テブフェノジド；
　（１９）　オクトパミン作動性作動薬、例えば、
　アミトラズ；
　（２０）　複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　ヒドラメチルノン；又は、アセキノシル；又は、フルアクリピリム；
　（２１）　複合体Ｉ電子伝達阻害薬、例えば、
　ＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、
ピリダベン、テブフェンピラド、及び、トルフェンピラド；又は、
　ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）；
　（２２）　電位制御ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、
　インドキサカルブ；又は、メタフルミゾン；
　（２３）　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、例えば、
　テトロン酸誘導体及びテトラミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン、スピロメシ
フェン、及び、スピロテトラマト；
　（２４）　複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、例えば、
　ホスフィン系、例えば、リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィン、及び、
リン化亜鉛；又は、
　シアン化物；
　（２５）　複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　シエノピラフェン、及び、シフルメトフェン；
　（２８）　リアノジン受容体エフェクター、例えば、
　ジアミド系、例えば、クロラントラニリプロール、シアントラニルプロール、及び、フ
ルベンジアミド；
　さらなる活性成分、例えば、アフィドピロペン、アザジラクチン、ベンクロチアズ、ベ
ンゾキシメート、ビフェナゼート、ブロモプロピレート、キノメチオナート、氷晶石（ｃ
ｒｙｏｌｉｔｅ）、ジコホル、ジフロビダジン、フルエンスルホン、フロメトキン、フル
フェネリム、フルフェノキシストロビン、フルフィプロール、フルオピラム、フルピラジ
フロン、フフェノジド（ｆｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）、ヘプタフルトリン、イミダクロチズ、
イプロジオン、メペルフルトリン、パイコングディング（ｐａｉｃｈｏｎｇｄｉｎｇ）、
ピフルブミド、ピリフルキナゾン、ピリミノストロビン、テトラメチルフルトリン、及び
、ヨードメタン；並びに、さらに、バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍ
ｕｓ）に基づく調製物（Ｉ－１５８２，　ＢｉｏＮｅｅｍ，　Ｖｏｔｉｖｏ）、及び、さ
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らに、以下の化合物：３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロ
プロピルエチル）カルバモイル］フェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－
１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２００５／０７７９３４から既知）、及び
、１－｛２－フルオロ－４－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフ
ィニル］フェニル｝－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－
５－アミン（ＷＯ２００６／０４３６３５から既知）、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－
クロロフェニル）プロパ－２－エン－１－イル］－５－フルオロスピロ［インドール－３
，４’－ピペリジン］－１（２Ｈ）－イル｝（２－クロロピリジン－４－イル）メタノン
（ＷＯ２００３／１０６４５７から既知）、２－クロロ－Ｎ－［２－｛１－［（２Ｅ）－
３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－エン－１－イル］ピペリジン－４－イル｝－４
－（トリフルオロメチル）フェニル］イソニコチンアミド（ＷＯ２００６／００３４９４
から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－４－ヒドロキシ－８－メトキシ－１，
８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オン（ＷＯ２００９／０４９８５１か
ら既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オキソ－１，８－ジ
アザスピロ［４．５］デカ－３－エン－４－イル－エチルカルボネート（ＷＯ２００９／
０４９８５１から既知）、４－（ブタ－２－イン－１－イルオキシ）－６－（３，５－ジ
メチルピペリジン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（ＷＯ２００４／０９９１６０
から既知）、４－（ブタ－２－イン－１－イルオキシ）－６－（３－クロロフェニル）ピ
リミジン（ＷＯ２００３／０７６４１５から既知）、ＰＦ１３６４（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎ
ｏ．１２０４７７６－６０－２）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（ト
リフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－メチ
ル－Ｎ－｛２－オキソ－２－［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］エチル｝ベ
ンズアミド（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、４－｛５－［３－クロロ－５－（
トリフルオロメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１
，２－オキサゾール－３－イル｝－Ｎ－｛２－オキソ－２－［（２，２，２－トリフルオ
ロエチル）アミノ］エチル｝－１－ナフタミド（ＷＯ２００９／００２８０９から既知）
、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾ
ール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－クロロ－３－メチルベンゾイル］－２－メ
チルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［２－
（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イ
ル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－エチルヒドラジ
ンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブ
ロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニ
ル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸
メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［
３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カ
ルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００
５／０８５２１６から既知）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ－［４－シア
ノ－２－メチル－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（トリフルオロ
メチル）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキ
サミド（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４
－チアジアゾール－２－イル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－
（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＣＮ１０
２０５７９２５から既知）、３－クロロ－Ｎ－（２－シアノプロパン－２－イル）－Ｎ－
［４－（１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン－２－イル）－２－メチ
ルフェニル］フタルアミド（ＷＯ２０１２／０３４４７２から既知）、８－クロロ－Ｎ－
［（２－クロロ－５－メトキシフェニル）スルホニル］－６－（トリフルオロメチル）イ
ミダゾ［１，２－ａ］ピリジン－２－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／１２９５００から
既知）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４，
５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－（１－オキシドチ
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エタン－３－イル）ベンズアミド（ＷＯ２００９／０８０２５０から既知）、４－［５－
（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，
２－オキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－（１－オキシドチエタン－３－イル）
ベンズアミド（ＷＯ２０１２／０２９６７２から既知）、１－［（２－クロロ－１，３－
チアゾール－５－イル）メチル］－４－オキソ－３－フェニル－４Ｈ－ピリド［１，２－
ａ］ピリミジン－１－イウム－２－オレート（ＷＯ２００９／０９９９２９から既知）、
１－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－４－オキソ－３－フェニル－４Ｈ－
ピリド［１，２－ａ］ピリミジン－１－イウム－２－オレート（ＷＯ２００９／０９９９
２９から既知）、（５Ｓ，８Ｒ）－１－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－
９－ニトロ－２，３，５，６，７，８－ヘキサヒドロ－１Ｈ－５，８－エポキシイミダゾ
［１，２－ａ］アゼピン（ＷＯ２０１０／０６９２６６から既知）、（２Ｅ）－１－［（
６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－Ｎ’－ニトロ－２－ペンチリデンヒドラジン
カルボキシイミドアミド（ＷＯ２０１０／０６０２３１から既知）、４－（３－｛２，６
－ジクロロ－４－［（３，３－ジクロロプロパ－２－エン－１－イル）オキシ］フェノキ
シ｝プロポキシ）－２－メトキシ－６－（トリフルオロメチル）ピリミジン（ＣＮ１０１
３３７９４０から既知）、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－クロロ－
６－メチルフェニル］－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－（フルオロメトキ
シ）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２００８／１３４９６９から既知）
。
【０２３８】
　殺菌剤
　本明細書中において「一般名」によって特定されている活性成分は、既知であり、そし
て、例えば、「Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」に記載されているか、又は、インタ
ーネット上に記載されている（例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎ
ｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ）」）。
【０２３９】
　（１）　エルゴステロール生合成の阻害薬、例えば、（１．１）アルジモルフ、（１．
２）アザコナゾール、（１．３）ビテルタノール、（１．４）ブロムコナゾール、（１．
５）シプロコナゾール、（１．６）ジクロブトラゾール、（１．７）ジフェノコナゾール
、（１．８）ジニコナゾール、（１．９）ジニコナゾール－Ｍ、（１．１０）ドデモルフ
、（１．１１）酢酸ドデモルフ、（１．１２）エポキシコナゾール、（１．１３）エタコ
ナゾール、（１．１４）フェナリモール、（１．１５）フェンブコナゾール、（１．１６
）フェンヘキサミド、（１．１７）フェンプロピジン、（１．１８）フェンプロピモルフ
、（１．１９）フルキンコナゾール、（１．２０）フルルプリミドール、（１．２１）フ
ルシラゾール、（１．２２）フルトリアホール、（１．２３）フルコナゾール、（１．２
４）フルコナゾール－シス、（１．２５）ヘキサコナゾール、（１．２６）イマザリル、
（１．２７）硫酸イマザリル、（１．２８）イミベンコナゾール、（１．２９）イプコナ
ゾール、（１．３０）メトコナゾール、（１．３１）ミクロブタニル、（１．３２）ナフ
チフィン、（１．３３）ヌアリモール、（１．３４）オキシポコナゾール、（１．３５）
パクロブトラゾール、（１．３６）ペフラゾエート、（１．３７）ペンコナゾール、（１
．３８）ピペラリン、（１．３９）プロクロラズ、（１．４０）プロピコナゾール、（１
．４１）プロチオコナゾール、（１．４２）ピリブチカルブ、（１．４３）ピリフェノッ
クス、（１．４４）キンコナゾール、（１．４５）シメコナゾール、（１．４６）スピロ
キサミン、（１．４７）テブコナゾール、（１．４８）テルビナフィン、（１．４９）テ
トラコナゾール、（１．５０）トリアジメホン、（１．５１）トリアジメノール、（１．
５２）トリデモルフ、（１．５３）トリフルミゾール、（１．５４）トリホリン、（１．
５５）トリチコナゾール、（１．５６）ウニコナゾール、（１．５７）ウニコナゾール－
Ｐ、（１．５８）ビニコナゾール、（１．５９）ボリコナゾール、（１．６０）１－（４
－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）シクロヘプタ
ノール、（１．６１）１－（２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１
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－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン酸メチル、（１．６２）Ｎ’－｛５－（ジ
フルオロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル
｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．６３）Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
－Ｎ’－｛２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチルシリル）
プロポキシ］フェニル｝イミドホルムアミド、及び、（１．６４）Ｏ－［１－（４－メト
キシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル］　１Ｈ－イミダゾール－１－カ
ルボチオエート、（１．６５）ピリソキサゾール；
　（２）　呼吸阻害薬（呼吸鎖阻害薬）、例えば、（２．１）ビキサフェン、（２．２）
ボスカリド、（２．３）カルボキシン、（２．４）ジフルメトリム、（２．５）フェンフ
ラム、（２．６）フルオピラム、（２．７）フルトラニル、（２．８）フルキサピロキサ
ド、（２．９）フラメトピル、（２．１０）フルメシクロックス、（２．１１）イソピラ
ザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）とアンチ－エピマー性
ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）、（２．１２）イソピラザム（アン
チ－エピマー性ラセミ化合物）、（２．１３）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナン
チオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナン
チオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化
合物　１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）イソピラザム（シン－エピマー性エナン
チオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチ
オマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．１８）メプロニル、（２．１９）オキシカルボキシ
ン、（２．２０）ペンフルフェン、（２．２１）ペンチオピラド、（２．２２）セダキサ
ン、（２．２３）チフルザミド、（２．２４）１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２
－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（２．２５）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［
２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、（２．２６）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（
１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル
）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２８）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２
－フルオロ－４－｛［４－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニ
ル）エチル］キナゾリン－４－アミン、（２．２９）ベンゾビンジフルピル、（２．３０
）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－
１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、及び、（２．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（
ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－
イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、（２．３２）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチ
ル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、（２．３３）１，３，５－トリメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３
－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
２．３４）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、（２．３５）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，
３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（２．３６）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［（
３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３７）３－（ジフルオロメチル）－１－メ
チル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－
４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３８）３－（ジフルオロメ
チル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１
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Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３９）１，
３，５－トリメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４０）１，
３，５－トリメチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４１）ベノ
ダニル、（２．４２）２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－
１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミド、（２．４３）イソフェタミ
ド；
　（３）　呼吸鎖の複合体ＩＩＩに対して作用する呼吸阻害薬（呼吸鎖阻害薬）、例えば
、（３．１）アメトクトラジン、（３．２）アミスルブロム、（３．３）アゾキシストロ
ビン、（３．４）シアゾファミド、（３．５）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈｏ
ｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．６）クモキシストロビン、（３．５）ジモキシストロビン
、（３．８）ネンストロブリン、（３．９）ファモキサドン、（３．１０）フェンアミド
ン、（３．１１）フルフェノキシストロビン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（
３．１２）フルオキサストロビン、（３．１３）クレソキシム－メチル、（３．１４）メ
トミノストロビン、（３．１５）オリサストロビン、（３．１６）ピコキシストロビン、
（３．１７）ピラクロストロビン、（３．１８）ピラメトストロビン、（３．１９）ピラ
オキシストロビン、（３．２０）ピリベンカルブ、（３．２１）トリクロピリカルブ、（
３．２２）トリフロキシストロビン、（３．２３）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－
クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニ
ル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（３．２４）（２Ｅ）－２－
（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフル
オロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド
、（３．２５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－
（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル
｝エタンアミド、（３．２６）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［
（Ｅ）－１－フルオロ－２－フェニルエテニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ
｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（
３．２７）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６－ジクロロフェ
ニル）ブタ－３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メ
トキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（３．２８）２－クロロ－Ｎ－（１，１，３
－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキ
サミド、（３．２９）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［
３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチルデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル
）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－オン、（３．３０）（２
Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキシフェニル）イミノ］メチル｝ス
ルファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプロパ－２－エン酸メチル、（３．３１
）Ｎ－（３－エチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ
）－２－ヒドロキシベンズアミド、（３．３２）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノ
キシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド；
　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、（４．１）ベノミル、（４．２）カ
ルベンダジム、（４．３）クロルフェナゾール、（４．４）ジエトフェンカルブ、（４．
５）エタボキサム、（４．６）フルオピコリド、（４．７）フベリダゾール、（４．８）
ペンシクロン、（４．９）チアベンダゾール、（４．１０）チオファネート－メチル、（
４．１１）チオファネート、（４．１２）ゾキサミド、（４．１３）５－クロロ－７－（
４－メチルピペリジン－１－イル）－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，
２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン、及び、（４．１４）３－クロロ－５－（
６－クロロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニ
ル）ピリダジン；
　（５）　多部位に活性を示す化合物、例えば、（５．１）ボルドー液、（５．２）カプ
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タホール、（５．３）キャプタン、（５．４）クロロタロニル、（５．５）銅剤（例えば
、水酸化銅）、（５．６）ナフテン酸銅、（５．７）酸化銅、（５．８）塩基性塩化銅、
（５．９）硫酸銅、（５．１０）ジクロフルアニド、（５．１１）ジチアノン、（５．１
２）ドジン、（５．１３）ドジン遊離塩基、（５．１４）ファーバム、（５．１５）フル
オロホルペット、（５．１６）ホルペット、（５．１７）グアザチン、（５．１８）酢酸
グアザチン、（５．１９）イミノクタジン、（５．２０）イミノクタジンアルベシル酸塩
、（５．２１）イミノクタジン三酢酸塩、（５．２２）マンカッパー、（５．２３）マン
ゼブ、（５．２４）マンネブ、（５．２５）メチラム、（５．２６）メチラム亜鉛（ｚｉ
ｎｃ　ｍｅｔｉｒａｍ）、（５．２７）オキシン銅（ｃｏｐｐｅｒ－ｏｘｉｎｅ）、（５
．２８）プロパミジン（ｐｒｏｐａｍｉｄｉｎｅ）、（５．２９）プロピネブ、（５．３
０）硫黄及び硫黄剤（例えば、多硫化カルシウム）、（５．３１）チウラム、（５．３２
）トリルフルアニド、（５．３３）ジネブ、（５．３４）ジラム、及び、（５．３５）ア
ニラジン；
　（６）　抵抗性誘導物質、例えば、（６．１）アシベンゾラル－Ｓ－メチル、（６．２
）イソチアニル、（６．３）プロベナゾール、（６．４）チアジニル、及び、（６．５）
ラミナリン（ｌａｍｉｎａｒｉｎ）；
　（７）　アミノ酸及びタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（７．１）アンドプリム
（ａｎｄｏｐｒｉｍ）、（７．２）ブラストサイジン－Ｓ、（７．３）シプロジニル、（
７．４）カスガマイシン、（７．５）カスガマイシン塩酸塩水和物、（７．６）メパニピ
リム、（７．７）ピリメタニル、（７．８）３－（５－フルオロ－３，３，４，４－テト
ラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、及び、（７．９）オキ
シテトラサイクリン、及び、（７．１０）ストレプトマイシン；
　（８）　ＡＴＰ産生阻害薬、例えば、（８．１）酢酸トリフェニルスズ、（８．２）塩
化トリフェニルスズ、（８．３）水酸化トリフェニルスズ、及び、（８．４）シルチオフ
ァム；
　（９）　細胞壁合成の阻害薬、例えば、（９．１）ベンチアバリカルブ、（９．２）ジ
メトモルフ、（９．３）フルモルフ、（９．４）イプロバリカルブ、（９．５）マンジプ
ロパミド、（９．６）ポリオキシン、（９．７）ポリオキソリム、（９．８）バリダマイ
シン、（９．９）バリフェナレート、及び、（９．１０）ポリオキシンＢ；
　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、（１０．１）ビフェニル、（１０．２
）クロロネブ（ｃｈｌｏｒｎｅｂ）、（１０．３）ジクロラン、（１０．４）エジフェン
ホス、（１０．５）エトリジアゾール、（１０．６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒｂ）
、（１０．７）イプロベンホス、（１０．８）イソプロチオラン、（１０．９）プロパモ
カルブ、（１０．１０）プロパモカルブ塩酸塩、（１０．１１）プロチオカルブ、（１０
．１２）ピラゾホス、（１０．１３）キントゼン、（１０．１４）テクナゼン、及び、（
１０．１５）トルクロホス－メチル；
　（１１）　メラニン生合成阻害薬、例えば、（１１．１）カルプロパミド、（１１．２
）ジクロシメット、（１１．３）フェノキサニル、（１１．４）フタリド、（１１．５）
ピロキロン、（１１．６）トリシクラゾール、及び、（１１．７）｛３－メチル－１－［
（４－メチルベンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバミン酸２，２，２－トリフ
ルオロエチル；
　（１２）　核酸合成の阻害薬、例えば、（１２．１）ベナラキシル、（１２．２）ベナ
ラキシル－Ｍ（キララキシル（ｋｉｒａｌａｘｙｌ））、（１２．３）ブピリメート、（
１２．４）クロジラコン、（１２．５）ジメチリモール、（１２．６）エチリモール、（
１２．７）フララキシル、（１２．８）ヒメキサゾール、（１２．９）メタラキシル、（
１２．１０）メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、（１２．１１）オフラセ、（１２．
１２）オキサジキシル、（１２．１３）オキソリン酸，及び、（１２．１４）オクチリノ
ン；
　（１３）　シグナル伝達阻害薬、例えば、（１３．１）クロゾリネート、（１３．２）
フェンピクロニル、（１３．３）フルジオキソニル、（１３．４）イプロジオン、（１３



(81) JP 6653258 B2 2020.2.26

10

20

30

40

50

．５）プロシミドン、（１３．６）キノキシフェン、（１３．７）ビンクロゾリン、及び
、（１３．８）プロキナジド；
　（１４）　デカップラー、例えば、（１４．１）ビナパクリル、（１４．２）ジノカッ
プ、（１４．３）フェリムゾン、（１４．４）フルアジナム、及び、（１４．５）メプチ
ルジノカップ；
　（１５）　さらなる化合物、例えば、（１５．１）ベンチアゾール、（１５．２）ベト
キサジン、（１５．３）カプシマイシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）、（１５．４）カルボ
ン、（１５．５）キノメチオネート、（１５．６）ピリオフェノン（クラザフェノン（ｃ
ｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））、（１５．７）クフラネブ、（１５．８）シフルフェナミド
、（１５．９）シモキサニル、（１５．１０）シプロスルファミド、（１５．１１）ダゾ
メット、（１５．１２）デバカルブ、（１５．１３）ジクロロフェン、（１５．１４）ジ
クロメジン、（１５．１５）ジフェンゾコート、（１５．１６）ジフェンゾコートメチル
硫酸塩、（１５．１７）ジフェニルアミン、（１５．１８）エコメイト、（１５．１９）
フェンピラザミン、（１５．２０）フルメトベル、（１５．２１）フルオルイミド、（１
５．２２）フルスルファミド、（１５．２３）フルチアニル、（１５．２４）ホセチル－
アルミニウム、（１５．２５）ホセチル－カルシウム、（１５．２６）ホセチル－ナトリ
ウム、（１５．２７）ヘキサクロロベンゼン、（１５．２８）イルママイシン、（１５．
２９）メタスルホカルブ、（１５．３０）イソチオシアン酸メチル、（１５．３１）メト
ラフェノン、（１５．３２）ミルディオマイシン、（１５．３３）ナタマイシン、（１５
．３４）ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル、（１５．３５）ニトロタル－イソプロピ
ル、（１５．３６）オクチリノン、（１５．３７）オキサモカルブ（ｏｘａｍｏｃａｒｂ
）、（１５．３８）オキシフェンチイン（ｏｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）、（１５．３９）ペ
ンタクロロフェノール及びその塩、（１５．４０）フェノトリン、（１５．４１）リン酸
及びその塩、（１５．４２）プロパモカルブ－ホセチレート（ｐｒｏｐａｍｏｃａｒｂ－
ｆｏｓｅｔｙｌａｔｅ）、（１５．４３）プロパノシン－ナトリウム（ｐｒｏｐａｎｏｓ
ｉｎｅ－ｓｏｄｉｕｍ）、（１５．４４）ピリモルフ、（１５．４５）（２Ｅ）－３－（
４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モル
ホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン、（１５．４６）（２Ｚ）－３－（４－
ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリ
ン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン、（１５．４７）ピロールニトリン、（１５
．４８）テブフロキン、（１５．４９）テクロフタラム、（１５．５０）トルニファニド
、（１５．５１）トリアゾキシド、（１５．５２）トリクラミド、（１５．５３）ザリラ
ミド、（１５．５４）（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（｛３－［（
イソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボニル）アミ
ノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル　２－メチルプ
ロパノエート、（１５．５５）１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロ
フェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル
）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．５６）１－（４－｛４－［（５Ｓ
）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－
３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチ
ル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．５
７）１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，
２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル
）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エ
タノン、（１５．５８）１－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２
－イル　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート、（１５．５９）２，３，５，６－
テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン、（１５．６０）２，３－ジブチル－
６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン、（１５．６１）２，６
－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール
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－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、（１５．６２）２－［５－メチル－３－（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－
５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾ
ール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、（１５．６３）２－［５－メチル－
３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５
Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、（１５．６４）２－［５－メ
チル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－
（５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チア
ゾール－２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタノン、（１５．６５）２－ブトキシ－６
－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４－オン、（１５．６６）２－クロロ－５－
［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－メチル－１Ｈ
－イミダゾール－５－イル］ピリジン、（１５．６７）２－フェニルフェノール及び塩、
（１５．６８）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロ
イソキノリン－１－イル）キノリン、（１５．６９）３，４，５－トリクロロピリジン－
２，６－ジカルボニトリル、（１５．７０）３－クロロ－５－（４－クロロフェニル）－
４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、（１５．７１）４－（４
－クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジメチルピリダジ
ン、（１５．７２）５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－チオール、（１５．
７３）５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロパ－２－イン－１－イル）チオフェン
－２－スルホノヒドラジド、（１５．７４）５－フルオロ－２－［（４－フルオロベンジ
ル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．７５）５－フルオロ－２－［（４－メチ
ルベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．７６）５－メチル－６－オクチ
ル［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（１５．７７）（
２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルアクリル酸エチル、（１５．７８）Ｎ’
－（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－５－イル］オ
キシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（
１５．７９）Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イ
ン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８０）Ｎ－［（４－クロロフ
ェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イル
オキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８１）Ｎ－［（５－ブロモ－３－クロロピ
リジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロニコチンアミド、（１５．８２）Ｎ－［
１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロニコチ
ンアミド、（１５．８３）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エ
チル］－２－フルオロ－４－ヨードニコチンアミド、（１５．８４）Ｎ－｛（Ｅ）－［（
シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロ
フェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、（１５．８５）Ｎ－｛（Ｚ）－［（シ
クロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフ
ェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、（１５．８６）Ｎ’－｛４－［（３－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２－クロロ－
５－メチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．８７）Ｎ
－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール
－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４－テトラヒドロ
ナフタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、（１５．８８）Ｎ
－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール
－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テ
トラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、（１５
．８９）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－
ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，
３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミ
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ド、（１５．９０）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フ
ェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ペンチ
ル、（１５．９１）フェナジン－１－カルボン酸、（１５．９２）キノリン－８－オール
、（１５．９３）キノリン－８－オールスルフェート（２：１）、（１５．９４）｛６－
［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ
｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ｔｅｒｔ－ブチル、（１５．９５
）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメチル）ビフ
ェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．９６）Ｎ－（４
’－クロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、（１５．９７）Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニル
－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（１５．９８）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリ
フルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
１５．９９）Ｎ－（２’，５’－ジフルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－
（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１００）３
－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビ
フェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１０１）５－
フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル
－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１０２）２－クロロ－
Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、
（１５．１０３）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１
－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（１５．１０４）Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イ
ル）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（１５．１０５）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチニル
ビフェニル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５
．１０６）Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－１，３－ジメ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１０７）２－クロロ－Ｎ－（４
’－エチニルビフェニル－２－イル）ニコチンアミド、（１５．１０８）２－クロロ－Ｎ
－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコ
チンアミド、（１５．１０９）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（
トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミ
ド、（１５．１１０）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－
１
－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（１５．１１１）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－
メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（１５．１
１２）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－
イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（１５．１１３）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブ
タ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（１５．１１４）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－
３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（１５
．１１５）（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，３，４
－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン、（１５．１１６）Ｎ－［２－（４－｛
［３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシフ
ェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド、（１５．１１７）４－オ
キソ－４－［（２－フェニルエチル）アミノ］ブタン酸、（１５．１１８）ブタ－３－イ
ン－１－イル　｛６－［（｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）
（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート、
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（１５．１１９）４－アミノ－５－フルオロピリミジン－２－オール（互変異性体形態：
４－アミノ－５－フルオロピリミジン－２（１Ｈ）－オン）、（１５．１２０）３，４，
５－トリヒドロキシ安息香酸プロピル、（１５．１２１）１，３－ジメチル－Ｎ－（１，
１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（１５．１２２）１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１
，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（１５．１２３）１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，
３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（１５．１２４）［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－
５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－
３－イル）メタノール、（１５．１２５）（Ｓ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロフ
ェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（
ピリジン－３－イル）メタノール、（１５．１２６）（Ｒ）－［３－（４－クロロ－２－
フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４
－イル］（ピリジン－３－イル）メタノール、（１５．１２７）２－｛［３－（２－クロ
ロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－
２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１２８）１
－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－
２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート、（１
５．１２９）５－（アリルスルファニル）－１－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－
（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－
トリアゾール、（１５．１３０）２－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロ
キシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３１）２－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３
－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル
］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５
．１３２）２－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４
－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３３）１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）
－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－
イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート、（１５．
１３４）１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－
ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾー
ル－５－イルチオシアネート、（１５．１３５）５－（アリルスルファニル）－１－｛［
ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニ
ル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、（１５．１３
６）５－（アリルスルファニル）－１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフ
ェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール、（１５．１３７）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２
，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イ
ル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３
８）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３９）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２
，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イ
ル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４
０）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４１）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２
，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イ
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ル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４
２）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４３）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２
，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イ
ル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４
４）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４５）２－フルオロ－６－（トリフルオロメチ
ル）－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）
ベンズアミド、（１５．１４６）２－（６－ベンジルピリジン－２－イル）キナゾリン、
（１５．１４７）２－［６－（３－フルオロ－４－メトキシフェニル）－５－メチルピリ
ジン－２－イル］キナゾリン、（１５．１４８）３－（４，４－ジフルオロ－３，３－ジ
メチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、（１５．１４９）アブシ
ジン酸、（１５．１５０）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－メトキシ－１－メチル－Ｎ－
［１－（２，４，６－トリクロロフェニル）プロパン－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（１５．１５１）Ｎ’－［５－ブロモ－６－（２，３－ジヒドロ－
１Ｈ－インデン－２－イルオキシ）－２－メチルピリジン－３－イル］－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５２）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［１－（３，
５－ジフルオロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－
Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５３）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［（１Ｒ）
－１－（３，５－ジフルオロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－
Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５４）Ｎ’－｛５－ブロモ－６
－［（１Ｓ）－１－（３，５－ジフルオロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－
３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５５）Ｎ’－｛５
－ブロモ－６－［（シス－４－イソプロピルシクロヘキシル）オキシ］－２－メチルピリ
ジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５６）Ｎ’
－｛５－ブロモ－６－［（トランス－４－イソプロピルシクロヘキシル）オキシ］－２－
メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１
５７）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソ
プロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１
５８）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピルベンジル）－３－（ジフルオロメ
チル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．
１５９）Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオ
ロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１
５．１６０）Ｎ－（５－クロロ－２－エチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジ
フルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、（１５．１６１）Ｎ－（５－クロロ－２－イソプロピルベンジル）－Ｎ－シクロプロピ
ル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（１５．１６２）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－
（２－エチル－５－フルオロベンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（１５．１６３）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル
）－５－フルオロ－Ｎ－（５－フルオロ－２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１６４）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２
－シクロプロピル－５－フルオロベンジル）－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ
－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１６５）Ｎ－（２－シ
クロペンチル－５－フルオロベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル
）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１６
６）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－フルオ
ロ－６－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
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、（１５．１６７）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル
－５－メチルベンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、（１５．１６８）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオ
ロ－Ｎ－（２－イソプロピル－５－メチルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（１５．１６９）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル
－５－メチルベンジル）－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１７０）Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチル－５
－メチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－
１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１７１）Ｎ－［５－クロ
ロ－２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメ
チル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．
１７２）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－
Ｎ
－［５－メチル－２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（１５．１７３）Ｎ－［２－クロロ－６－（トリフルオロメチル）ベンジル
］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１７４）Ｎ－［３－クロロ－２－フルオロ
－６－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチ
ル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１
７５）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－４，５－ジ
メチルベンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、（１５．１７６）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ
－（２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボチオアミ
ド、（１５．１７７）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（７－フルオロ－１，１，３－ト
リメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（１５．１７８）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ
）－７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－
イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１７９）３－（
ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｓ）－７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－２，３
－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（１５．１８０）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－フェノキシフェニル）－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１８１）Ｎ’－｛４－［（４，５－
ジクロロ－１，３－チアゾール－２－イル）オキシ］－２，５－ジメチルフェニル｝－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１８２）Ｎ－（４－クロロ－２，６
－ジフルオロフェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン。
【０２４０】
　クラス（１）～（１５）に記載されている全ての混合成分は、それらの官能基に基づい
て可能であれば、場合により、適切な塩基又は酸と塩を形成し得る。
【０２４１】
　混合成分としての生物学的殺有害生物剤
　式（Ｉ）で表される化合物は、生物学的殺有害生物剤と組み合わせることができる。
【０２４２】
　生物学的殺有害生物剤としては、特に、細菌類、菌類、酵母類、植物抽出物及び微生物
によって形成される生成物（例えば、タンパク質又は二次代謝産物）などがある。
【０２４３】
　生物学的殺有害生物剤としては、細菌類、例えば、芽胞形成性細菌、根にコロニーを形
成する細菌及び生物学的殺虫剤、殺菌剤又は殺線虫剤として作用する細菌などがある。
【０２４４】
　生物学的殺有害生物剤として使用されているか又は使用することが可能な上記細菌類の
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例は、以下のものである：
バシルス・アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃ
ｉｅｎｓ）株ＦＺＢ４２（ＤＳＭ　２３１１７９）、又は、バシルス・セレウス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）、特に、バシルス・セレウス（Ｂ．　ｃｅｒｅｕｓ）株ＣＮ
ＣＭ　Ｉ－１５６２、又は、バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）
株Ｉ－１５８２（受託番号　ＣＮＣＭ　Ｉ－１５８２）、又は、バシルス・プミルス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＧＢ３４（受託番号　ＡＴＣＣ　７００８
１４）及び株ＱＳＴ２８０８（受託番号　ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７）、又は、バシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（受託番号　
ＡＴＣＣ　ＳＤ－１３９７）、又は、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂ
ｔｉｌｉｓ）株ＱＳＴ７１３（受託番号　ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６１）、又は、バシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）株ＯＳＴ　３０００２（受託番号
　ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４２１）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈ
ｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）、特に、バシルス・ツリンギエンシス　亜種　イスラエレンシ
ス（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉ
ｓ）（抗原型　Ｈ－１４）株ＡＭ６５－５２（受託番号　ＡＴＣＣ　１２７６）、又は、
バシルス・ツリンギエンシス　亜種　アイザワイ（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　
ｓｕｂｓｐ．　ａｉｚａｗａｉ）、特に、株ＡＢＴＳ－１８５７（ＳＤ－１３７２）、又
は、バシルス・ツリンギエンシス　亜種　クルスタキ（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＨＤ－１、又は、バシルス・ツリンギエンシス
　亜種　テネブリオニス（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｅｎｅ
ｂｒｉｏｎｉｓ）株ＮＢ　１７６（ＳＤ－５４２８）、パステウリア・ペネトランス（Ｐ
ａｓｔｅｕｒｉａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、パステウリア属種（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）（ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏ
ｒｍｉｓ）線虫）－ＰＲ３（受託番号　ＡＴＣＣ　ＳＤ－５８３４）、ストレプトミセス
・ミクロフラブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｍｉｃｒｏｆｌａｖｕｓ）株ＡＱ６１２
１（＝　ＱＲＤ　３１．０１３、ＮＲＲＬ　Ｂ－５０５５０）、ストレプトミセス・ガル
ブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）株ＡＱ　６０４７（受託番号　ＮＲＲ
Ｌ　３０２３２）。
【０２４５】
　生物学的殺有害生物剤として使用されているか又は使用することが可能な菌類及び酵母
類の例は、以下のものである：
ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株ＡＴＣＣ
　７４０４０、コニオチリウム・ミニタンス（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔａ
ｎｓ）、特に、株ＣＯＮ／Ｍ／９１－８（受託番号　ＤＳＭ－９６６０）、レカニシリウ
ム属種（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、特に、株ＨＲＯ　ＬＥＣ　１２、レ
カニシリウム・レカニイ（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）（以前は、ベ
ルチシリウム・レカニイ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ））として知られ
ていた）、特に、株ＫＶ０１、メタリジウム・アニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ
　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）、特に、株Ｆ５２（ＤＳＭ３８８４／　ＡＴＣＣ　９０４４８
）、メトスクニコウィア・フルクチコラ（Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｗｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃ
ｏｌａ）、特に、株ＮＲＲＬ　Ｙ－３０７５２、パエシロミセス・フモソロセウス（Ｐａ
ｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ）（現在：イサリア・フモソロセア（
Ｉｓａｒｉａ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅａ））、特に、株ＩＦＰＣ　２００６１３又は株Ａ
ｐｏｐｋａ　９７（受託番号　ＡＴＣＣ　２０８７４）、パエシロミセス・リラシヌス（
Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）、特に、パエシロミセス・リラシヌス
（Ｐ．　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）株２５１（ＡＧＡＬ　８９／０３０５５０）、タラロミセ
ス・フラブス（Ｔａｌａｒｏｍｙｃｅｓ　ｆｌａｖｕｓ）、特に、株Ｖ１１７ｂ、トリコ
デルマ・アトロビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏｖｉｒｉｄｅ）、特に、株Ｓ
Ｃ１（受託番号　ＣＢＳ　１２２０８９）、トリコデルマ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏ
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ｄｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ）、特に、トリコデルマ・ハルジアヌム・リファイ（Ｔ
．　ｈａｒｚｉａｎｕｍ　ｒｉｆａｉ）Ｔ３９（受託番号　ＣＮＣＭ　Ｉ－９５２）。
【０２４６】
　生物学的殺有害生物剤として使用されているか又は使用することが可能なウイルス類の
例は、以下のものである：
リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ）
、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ）、オオタバコ
ガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）核多角体病ウイルス（ＮＰＶ）、シロ
イチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）ｍＮＰＶ、ツマジロクサヨトウ
（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）ｍＮＰＶ、エジプトヨトウ（Ａｆｒｉ
ｃａｎ　ｃｏｔｔｏｎ　ｌｅａｆｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌ
ｉｓ）ＮＰＶ。
【０２４７】
　植物又は植物の部分又は植物の器官に対して「接種源」として加えられて、それらの特
定に特性によって植物の成長及び植物の健康を増進する細菌類及び菌類も、同様に包含さ
れる。例としては、以下のものを挙げることができる：
アグロバクテリウム属種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、アゾリゾビウム・
カウリノダンス（Ａｚｏｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｃａｕｌｉｎｏｄａｎｓ）、アゾスピリル
ム属種（Ａｚｏｓｐｉｒｉｌｌｕｍ　ｓｐｐ．）、アゾトバクテル属種（Ａｚｏｔｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ブラジリゾビウム属種（Ｂｒａｄｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｓｐｐ
．）、ブルクホルデリア属種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、特に、ブルクホ
ルデリア・セパシア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｐａｃｉａ）（以前は、プセウド
モナス・セパシア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ）として知られていた）、
ギガスポラ属種（Ｇｉｇａｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）又はギガスポラ・モノスポルム（Ｇｉ
ｇａｓｐｏｒａ　ｍｏｎｏｓｐｏｒｕｍ）、グロムス属種（Ｇｌｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
ラッカリア属種（Ｌａｃｃａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ラクトバシルス・ブクネリ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｕｃｈｎｅｒｉ）、パラグロムス属種（Ｐａｒａｇｌｏｍｕｓ　
ｓｐｐ．）、ピソリツス・チンクトルス（Ｐｉｓｏｌｉｔｈｕｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｕｓ）
、プセウドモナス属種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、リゾビウム属種（Ｒｈｉ
ｚｏｂｉｕｍ　ｓｐｐ．）、特に、リゾビウム・トリホリイ（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｔｒ
ｉｆｏｌｉｉ）、リゾポゴン属種（Ｒｈｉｚｏｐｏｇｏｎ　ｓｐｐ．）、スクレロデルマ
属種（Ｓｃｌｅｒｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、スイルス属種（Ｓｕｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ストレプトミセス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０２４８】
　生物学的殺有害生物剤として使用されているか又は使用することが可能な、植物抽出物
及び微生物によって形成される生成物（これは、タンパク質及び二次代謝産物を包含する
）の例は、以下のものである：
ニンニク（Ａｌｌｉｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）、ニガヨモギ（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ａｂｓ
ｉｎｔｈｉｕｍ）、アザジラクチン（ａｚａｄｉｒａｃｈｔｉｎ）、Ｂｉｏｋｅｅｐｅｒ
　ＷＰ、カッシア・ニグリカンス（Ｃａｓｓｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎｓ）、セラストルス
・アングラツス（Ｃｅｌａｓｔｒｕｓ　ａｎｇｕｌａｔｕｓ）、アメリカアリタソウ（Ｃ
ｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｎｔｈｅｌｍｉｎｔｉｃｕｍ）、キチン、Ａｒｍｏｕｒ－Ｚｅ
ｎ、セイヨウオシダ（Ｄｒｙｏｐｔｅｒｉｓ　ｆｉｌｉｘ－ｍａｓ）、スギナ（Ｅｑｕｉ
ｓｅｔｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ）、Ｆｏｒｔｕｎｅ　Ａｚａ、Ｆｕｎｇａｓｔｏｐ、Ｈｅａ
ｄｓ　Ｕｐ（キノア（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ｑｕｉｎｏａ）サポニン抽出物）、除虫
菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ／ｐｙｒｅｔｈｒｉｎｓ）、スリナムニガキ（Ｑｕａｓｓｉａ　
ａｍａｒａ）、コナラ属（Ｑｕｅｒｃｕｓ）、キラヤ属（Ｑｕｉｌｌａｊａ）、Ｒｅｇａ
ｌｉａ、「ＲｅｑｕｉｅｍＴＭ　Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ」、ロテノン、リアニア／リア
ノジン、ヒレハリソウ（Ｓｙｍｐｈｙｔｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ）、ヨモギギク（Ｔ
ａｎａｃｅｔｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、チモール、Ｔｒｉａｃｔ　７０、ＴｒｉＣｏｎ、
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キンレンカ（Ｔｒｏｐａｅｕｌｕｍ　ｍａｊｕｓ）、セイヨウイラクサ（Ｕｒｔｉｃａ　
ｄｉｏｉｃａ）、Ｖｅｒａｔｒｉｎ、セイヨウヤドリギ（Ｖｉｓｃｕｍ　ａｌｂｕｍ）、
アブラナ科（Ｂｒａｓｓｉｃａｃｅａｅ）抽出物、特に、ナタネ粉末又はカラシナ粉末。
【０２４９】
　混合成分としての薬害軽減剤
　式（Ｉ）で表される化合物は、薬害軽減剤、例えば、ベノキサコール、クロキントセッ
ト（－メキシル）、シオメトリニル、シプロスルファミド、ジクロルミド、フェンクロラ
ゾール（－エチル）、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール
、イソキサジフェン（－エチル）、メフェンピル（－ジエチル）、ナフタル酸無水物、オ
キサベトリニル、２－メトキシ－Ｎ－（｛４－［（メチルカルバモイル）アミノ］フェニ
ル｝スルホニル）ベンズアミド（ＣＡＳ　１２９５３１－１２－０）、４－（ジクロロア
セチル）－１－オキサ－４－アザスピロ［４．５］デカン（ＣＡＳ　７１５２６－０７－
３）、２，２，５－トリメチル－３－（ジクロロアセチル）－１，３－オキサゾリジン（
ＣＡＳ　５２８３６－３１－４）。
【０２５０】
　植物及び植物の部分
　本発明に従って、全ての植物及び植物の全ての部分を処理することができる。ここで、
植物は、望ましい及び望ましくない野生植物又は作物植物（天然に発生している作物植物
を包含する）のような全ての植物及び植物個体群、例えば、穀類（コムギ、イネ、ライコ
ムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク）、トウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、テンサイ
、サトウキビ、トマト、エンドウマメ及び他の野菜種、ワタ、タバコ、ナタネ、並びに、
さらに、果実植物（果実のリンゴ、ナシ、柑橘類果実を有するもの及びブドウの木）など
を意味するものと理解される。作物植物は、慣習的な育種法と最適化法によって得ること
ができる植物であり得るか、又は、生物工学的方法と遺伝子工学的方法によって得ること
ができる植物であり得るか、又は、前記方法の組合せによって得ることができる植物であ
ることができる。そのような作物植物には、トランスジェニック植物も包含され、また、
植物育種家の権利によって保護され得る植物品種又は保護され得ない植物品種も包含され
る。植物の部分は、苗条、葉、花及び根などの、植物の地上部及び地下部の全ての部分及
び器官を意味するものと理解されるべきであり、挙げられる例は、葉、針状葉、茎、幹、
花、子実体、果実及び種子、並びに、さらに、塊茎、根及び根茎などである。収穫物、並
びに、栄養繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａ
ｌ）及び生殖繁殖器官（ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉ
ａｌ）、例えば、挿穂（ｃｕｔｔｉｎｇ）、塊茎、根茎、かき苗（ｓｌｉｐ）及び種子な
ども、植物の部分に包含される。
【０２５１】
　式（Ｉ）で表される化合物を用いた植物及び植物の部分の本発明による処理は、慣習的
な処理方法によって、例えば、浸漬、散布、気化、煙霧（ｆｏｇｇｉｎｇ）、ばらまき、
塗布、注入などによって、直接的に行うか、又は、該化合物を植物及び植物の部分の周囲
、生息環境若しくは貯蔵空間に作用させることにより行い、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａ
ｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合は、さらに、１以上のコーテ
ィングを施すことによっても行う。
【０２５２】
　上記で既に述べたように、本発明に従って、全ての植物及びそれらの部分を処理するこ
とができる。好ましい実施形態では、野生の植物種及び植物品種、又は、交雑若しくはプ
ロトプラスト融合のような慣習的な生物学的育種により得られた植物種及び植物品種、並
びに、それらの部分を処理する。好ましいさらに別の実施形態では、適切な場合には慣習
的な方法と組み合わせた遺伝子工学的方法により得られたトランスジェニック植物及び植
物品種（遺伝子組換え生物）及びそれらの部分を処理する。用語「部分（ｐａｒｔｓ）」
又は「植物の部分（ｐａｒｔｓ　ｏｆ　ｐｌａｎｔｓ）」又は「植物の部分（ｐｌａｎｔ
　ｐａｒｔｓ）」については、既に上記で説明した。本発明に従って、特に好ましくは、
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それぞれ市販されている慣習的な品種又は使用されている慣習的な品種の植物を処理する
。植物品種は、慣習的な育種又は突然変異誘発又は組換えＤＮＡ技術によって得られた、
新しい特性（「形質」）を有する植物を意味するものと理解される。それらは、品種、変
種、生物型又は遺伝子型であることができる。
【０２５３】
　トランスジェニック植物、種子処理、及び、統合イベント（ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ　
ｅｖｅｎｔｓ）
　特に有利で有益な特性（「形質」）を植物に付与する遺伝物質を遺伝子修飾を介して受
け取った全ての植物は、本発明に従って処理される好ましいトランスジェニック植物又は
植物品種（遺伝子工学により得られたもの）に包含される。そのような特性の例は、植物
の向上した生育、高温又は低温に対する向上した耐性、渇水又は水中若しくは土壌中に含
まれる塩分のレベルに対する向上した耐性、高められた開可能力、向上した収穫の容易性
、促進された成熟、増加した収穫量、収穫された生産物の向上した品質及び／又は向上し
た栄養価、収穫された生産物の改善された貯蔵寿命及び／又は改善された加工性などであ
る。そのような特性のさらに別の特に重要な例は、害虫及び有害微生物に対する（例えば
、昆虫類、クモ形類動物、線虫類、ダニ類、ナメクジ類及びカタツムリ類に対する）植物
の向上した抵抗性、例えば、植物体内で形成された毒素による、特に、バシルス・ツリン
ギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する遺伝物質〔例
えば、遺伝子ＣｒｙＩＡ（ａ）、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、ＣｒｙＩＩＡ、
ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＢ２、Ｃｒｙ９ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ及びＣｒ
ｙＩＦ並びにそれらの組合せ〕によって植物体内で形成された毒素による、害虫及び有害
微生物に対する（例えば、昆虫類、クモ形類動物、線虫類、ダニ類、ナメクジ類及びカタ
ツムリ類に対する）植物の向上した抵抗性、さらに、植物病原性の菌類、細菌類及び／又
はウイルス類に対する植物の向上した抵抗性、例えば、全身獲得抵抗性（ＳＡＲ）、シス
テミン（ｓｙｓｔｅｍｉｎ）、フィトアレキシン、誘導因子並びに抵抗性遺伝子とそれに
より発現されるタンパク質及び毒素による、植物病原性の菌類、細菌類及び／又はウイル
ス類に対する植物の向上した抵抗性、及び、さらに、特定の除草活性成分（例えば、イミ
ダゾリノン系、スルホニル尿素系、グリホセート類又はホスフィノトリシン）に対する植
物の向上した耐性である（例えば、「ＰＡＴ」遺伝子）。望まれる当該特性（「形質」）
を付与する遺伝子は、トランスジェニック植物体内で、互いに組み合わせて存在させるこ
とも可能である。トランスジェニック植物の例としては、重要な作物植物、例えば、穀類
（コムギ、イネ、ライコムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク）、トウモロコシ、ダイズ
、ジャガイモ、テンサイ、サトウキビ、トマト、エンドウマメ及び他の野菜種、ワタ、タ
バコ、ナタネ、並びに、さらに、果実植物（果実のリンゴ、ナシ、柑橘類果実及びブドウ
を有するもの）などを挙げることができ、トウモロコシ、ダイズ、コムギ、イネ、ジャガ
イモ、ワタ、サトウキビ、タバコ及びナタネは特に重要である。特に重要な特性（「形質
」）は、昆虫類、クモ形類動物、線虫類並びにナメクジ類及びカタツムリ類に対する植物
の向上した抵抗性である。
【０２５４】
　作物保護－処理の種類
　式（Ｉ）で表される化合物を用いた植物及び植物の部分の処理は、慣習的な処理方法を
用いて、例えば、浸漬、散布、噴霧、潅漑、気化、散粉、煙霧、ばらまき、泡状化、塗布
、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、注入、潅水（潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ））、点
滴潅漑などによって、直接的に行うか、又は、該化合物を植物及び植物の部分の周囲、生
息環境若しくは貯蔵空間に作用させることにより行い、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇａ
ｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合は、さらに、乾式種子処理用の粉
末として、液体種子処理用の溶液として、スラリー処理用の水溶性粉末として、被覆、１
以上の被膜によるコーティングなどによっても行う。さらに、式（Ｉ）で表される化合物
を微量散布法（ｕｌｔｒａ－ｌｏｗ　ｖｏｌｕｍｅ　ｍｅｔｈｏｄ）によって施用するこ
とも可能であり、又は、該施用形態若しくは式（Ｉ）で表される化合物自体を土壌中に注
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入することも可能である。
【０２５５】
　植物の好ましい直接的な処理は、茎葉施用である。即ち、式（Ｉ）で表される化合物を
茎葉部に施用し、その際、処理頻度及び施用量は、当該有害生物の発生のレベルに従って
適合させるべきである。
【０２５６】
　浸透移行性活性化合物の場合、式（Ｉ）で表される化合物は、さらにまた、根系を介し
ても植物に達する。従って、植物は、その植物の生息環境に対して式（Ｉ）で表される化
合物を作用させることによって処理する。これは、例えば、潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ）
によって、又は、土壌若しくは栄養溶液に混合させる〔即ち、植物の成育場所（例えば、
土壌、又は、水耕系）に式（Ｉ）で表される化合物の液体形態を含浸させる〕ことによっ
て、又は、土壌施用〔即ち、式（Ｉ）で表される化合物を固体形態で（例えば、顆粒形態
で）植物の成育場所に導入する〕ことによって、達成することができる。水稲作物の場合
には、これは、固体施用形態にある式（Ｉ）で表される化合物（例えば、粒剤として）を
計量して湛水された水田に供給することによっても、達成することができる。
【０２５７】
　種子の処理
　植物の種子を処理することによる害虫の防除は、長い間知られており、継続的に改良が
加えられている。それにもかかわらず、種子の処理においては、必ずしも満足のいくよう
に解決することができるわけではない一連の問題が生じる。かくして、植物の貯蔵中、播
種後又は出芽後に殺有害生物剤を追加で施用することを不要とするか又は少なくとも著し
く低減させるような、種子及び発芽中の植物を保護する方法を開発することは望ましい。
さらに、使用する活性成分によって植物自体に損傷を引き起こすことなく、害虫による攻
撃から種子及び発芽中の植物が最適に保護されるように、使用する活性成分の量を最適化
することも望ましい。特に、種子を処理する方法では、最少量の殺有害生物剤を使用して
種子及び発芽中の植物の最適な保護を達成するために、害虫抵抗性トランスジェニック植
物又は害虫耐性トランスジェニック植物の内因性の殺虫特性又は殺線虫特性も考慮に入れ
るべきである。
【０２５８】
　従って、本発明は、特に、害虫による攻撃から種子及び発芽中の植物を保護する方法に
も関し、ここで、該方法は、当該種子を式（Ｉ）で表される化合物のうちの１種類で処理
することによる。種子及び発芽中の植物を害虫による攻撃から保護するための本発明の方
法は、さらに、該種子を、式（Ｉ）で表される化合物と混合成分によって、１回の操作で
同時に又は順次に処理するような方法も包含する。それは、さらにまた、該種子を、式（
Ｉ）で表される化合物と混合成分によって、異なった時点で処理するような方法も包含す
る。
【０２５９】
　本発明は、さらに、種子及びその種子から生じた植物を害虫に対して保護するために種
子を処理するための、式（Ｉ）で表される化合物の使用にも関する。
【０２６０】
　さらに、本発明は、害虫に対して保護されるように、式（Ｉ）で表される化合物で処理
された種子にも関する。本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される化合物と混合成分によっ
て同時に処理された種子にも関する。本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される化合物と混
合成分によって異なった時点で処理された種子にも関する。式（Ｉ）で表される化合物と
混合成分によって異なった時点で処理された種子の場合、個々の物質は、その種子の表面
上の異なった層の中に存在し得る。この場合、式（Ｉ）で表される化合物と混合成分を含
んでいる層は、場合により、中間層によって分離させることができる。本発明は、さらに
また、式（Ｉ）で表される化合物と混合成分が被膜の一部分として又は被膜に加えられた
さらなる１つの層若しくは複数の層として施用されている種子にも関する。
【０２６１】
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　本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される化合物で処理された後で、埃による種子の摩耗
を防止するために、フィルムコーティングプロセスに付される種子にも関する。
【０２６２】
　式（Ｉ）で表される化合物のうちの１種類が浸透移行的に作用する場合に生じる有利な
点の１つは、種子を処理することによって、害虫に対して、その種子自体が保護されるの
みではなく、その種子から生じる植物も出芽後に保護されるということである。このよう
にして、播種時又は播種後間もなくに作物を直接処理する手間を省くことができる。
【０２６３】
　別の有利な点は、式（Ｉ）で表される化合物で種子を処理することによって、処理され
た種子の発芽及び出芽が増進され得るということである。
【０２６４】
　式（Ｉ）で表される化合物を、特に、トランスジェニック種子に対しても使用すること
が可能であるということも、有利であると考えられる。
【０２６５】
　さらに、式（Ｉ）で表される化合物は、シグナル伝達技術の組成物と組合せて使用する
ことが可能であり、その結果として、共生生物（例えば、根粒菌、菌根菌及び／又は内部
寄生性の細菌若しくは菌類）によるコロニー形成が良好になり、及び／又は、窒素固定が
最適化される。
【０２６６】
　式（Ｉ）で表される化合物は、農業において、温室内で、森林で又は園芸において使用
される全ての植物品種の種子を保護するのに適している。特に、これは、穀類（例えば、
コムギ、オオムギ、ライムギ、アワ及びエンバク）、トウモロコシ、ワタ、ダイズ、イネ
、ジャガイモ、ヒマワリ、コーヒー、タバコ、カノラ、ナタネ、ビート（例えば、テンサ
イ及び飼料用ビート）、ラッカセイ、野菜（例えば、トマト、キュウリ、インゲンマメ、
アブラナ科野菜、タマネギ及びレタス）、果実植物、芝生及び観賞植物の種子を包含する
。穀類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ及びエンバク）、トウモロコシ、ダイズ、
ワタ、カノラ、ナタネ及びイネの種子を処理することは、特に重要である。
【０２６７】
　既に上記で記載したように、式（Ｉ）で表される化合物によるトランスジェニック種子
の処理も、特に重要である。これは、ポリペプチド（特に、殺虫特性及び／又は殺線虫特
性を有するポリペプチド）の発現を制御する少なくとも１種類の異種遺伝子を概して含ん
でいる植物の種子を包含する。トランスジェニック種子内のこれらの異種遺伝子は、バシ
ルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）種、リゾビウム（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）種、プセウドモナス（
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）種、セラチア（Ｓｅｒｒａｔｉａ）種、トリコデルマ（Ｔｒｉ
ｃｈｏｄｅｒｍａ）種、クラビバクテル（Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ）種、グロムス（Ｇｌ
ｏｍｕｓ）種又はグリオクラジウム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）種などの微生物に由来し
得る。本発明は、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）に由来する少なくとも１種
類の異種遺伝子を含んでいるトランスジェニック種子を処理するのに特に適している。該
異種遺伝子は、さらに好ましくは、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓｔｈ
ｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する。
【０２６８】
　本発明に関連して、式（Ｉ）で表される化合物は、種子に対して施用する。該種子は、
好ましくは、処理の過程で損傷が起こらないように充分に安定な状態で処理する。一般に
、該種子は、収穫と播種の間の任意の時点で処理することができる。慣習的には、植物か
ら分離されていて、穂軸、殻、葉柄、外皮、被毛又は果肉が除かれている種子を使用する
。例えば、収穫され、不純物が取り除かれ、及び、貯蔵を可能とする含水量となるまで乾
燥された種子を使用することができる。あるいは、乾燥後に例えば水で処理され、その後
再度乾燥された種子（例えば、プライミング）を使用することもできる。イネの種子の場
合、例えば、特定の段階（鳩胸段階）に達するまで水中で予め膨潤させた種子を使用する
ことも可能であり、それによって、発芽が良好になり、及び、出芽がより均一になる。
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【０２６９】
　種子を処理する場合、種子の発芽が悪影響を受けないように、又は、種子から生じた植
物が損傷を受けないように、種子に施用する式（Ｉ）で表される化合物の量及び／又はさ
らなる添加剤の量を選択することに、概して注意しなければならない。このことは、とり
わけ、特定の施用量で薬害作用を示し得る活性成分の場合に、確実に実施しなければなら
ない。
【０２７０】
　一般に、式（Ｉ）で表される化合物は、適切な製剤の形態で種子に施用する。種子を処
理するための適切な製剤及びプロセスは、当業者には知られている。
【０２７１】
　式（Ｉ）で表される化合物は、慣習的な種子粉衣製剤、例えば、溶液剤、エマルション
剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤、スラリー剤又は種子用の別のコーティング組成物などに変
換することが可能であり、及び、さらに、ＵＬＶ製剤に変換することも可能である。
【０２７２】
　これらの製剤は、既知方法で、式（Ｉ）で表される化合物を、慣習的な添加剤、例えば
、慣習的な増量剤、及び、溶媒又は希釈剤、着色剤、湿潤剤、分散剤、乳化剤、消泡剤、
防腐剤、第２の増粘剤、粘着剤、ジベレリン類などと混合させ、及び、さらに、水と混合
させることによって、製造する。
【０２７３】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる有用
な着色剤は、そのような目的に関して慣習的な全ての着色剤である。水中であまり溶解し
ない顔料又は水中で溶解する染料を使用することができる。その例としては、「Ｒｈｏｄ
ａｍｉｎ　Ｂ」、「Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２」及び「Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖ
ｅｎｔ　Ｒｅｄ　１」の名称で知られている着色剤などを挙げることができる。
【０２７４】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる有用
な湿潤剤は、農薬活性成分の製剤に関して慣習的な、湿潤を促進する全ての物質である。
好ましくは、アルキルナフタレンスルホネート類、例えば、ジイソプロピルナフタレンス
ルホネート又はジイソブチルナフタレンスルホネートなどを使用する。
【０２７５】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる適切
な分散剤及び／又は乳化剤は、農薬活性化合物の製剤に関して慣習的な非イオン性、アニ
オン性及びカチオン性の全ての分散剤である。好ましくは、非イオン性若しくはアニオン
性の分散剤又は非イオン性若しくはアニオン性の分散剤の混合物を使用する。適している
非イオン性分散剤としては、特に、エチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックポリ
マー類、アルキルフェノールポリグリコールエーテル類及びトリスチリルフェノールポリ
グリコールエーテル類、並びに、それらのリン酸化誘導体又は硫酸化誘導体などがある。
適しているアニオン性分散剤は、特に、リグノスルホネート類、ポリアクリル酸塩類及び
アリールスルホネート／ホルムアルデヒド縮合物である。
【０２７６】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる消泡
剤は、農薬活性成分の製剤に関して慣習的に使用される全ての泡抑制物質である。好まし
くは、シリコーン消泡剤及びステアリン酸マグネシウムを使用する。
【０２７７】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる防腐
剤は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。例とし
て、ジクロロフェン及びベンジルアルコールヘミホルマールなどを挙げることができる。
【０２７８】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる第２
の増粘剤は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。
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好ましい例としては、セルロース誘導体、アクリル酸誘導体、キサンタン、変性クレー及
び微粉化シリカなどを挙げることができる。
【０２７９】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる有用
な粘着剤は、種子粉衣製品中で使用可能な全ての慣習的な結合剤である。好ましい例とし
ては、ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール及びチロースなど
を挙げることができる。
【０２８０】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができるジベ
レリン類は、好ましくは、ジベレリンＡ１、ジベレリンＡ３（＝ジベレリン酸）、ジベレ
リンＡ４及びジベレリンＡ７である。特に好ましくは、ジベレリン酸を使用する。ジベレ
リン類は知られている（ｃｆ．　Ｒ．　Ｗｅｇｌｅｒ　“Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆｌ
ａｎｚｅｎｓｃｈｕｔｚ－　ｕｎｄ　Ｓｃｈａｄｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇｓｍｉ
ｔｔｅｌ”　ｖｏｌ．　２，　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，　１９７０，　ｐｐ．
　４０１－４１２）。
【０２８１】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤は、広い範囲のさまざまな種類の種
子を処理するために、直接的に使用することができるか、又は、予め水で希釈したあとで
使用することができる。例えば、濃厚製剤（ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）又は水で希釈する
ことによって濃厚製剤から得ることができる調製物は、穀類、例えば、コムギ、オオムギ
、ライムギ、エンバク及びライコムギなどの種子を粉衣するのに使用することが可能であ
り、並びに、さらに、トウモロコシ、イネ、ナタネ、エンドウマメ、インゲンマメ、ワタ
、ヒマワリ、ダイズ及びビートの種子を粉衣するのに使用することも可能であり、又は、
広い範囲のさまざまな野菜の種子を粉衣するのに使用することが可能である。本発明に従
って使用することが可能な種子粉衣製剤又はそれらの希釈された使用形態は、トランスジ
ェニック植物の種子を粉衣するのにも使用することが可能である。
【０２８２】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤又はその種子粉衣製剤から調製され
た使用形態を用いて種子を処理する場合、種子粉衣のために慣習的に使用可能な全ての混
合装置が有用である。具体的には、種子粉衣における手順は、種子を混合機（これは、バ
ッチ式又は連続的に作動される）の中に入れること、所望される特定量の種子粉衣製剤を
、そのままで添加するか又は予め水で希釈したあとで添加すること、及び、該製剤が当該
種子の表面に均質に分配されるまで混合させることである。適切な場合には、続いて乾燥
工程を行う。
【０２８３】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の施用量は、比較的広い範囲内で変
えることができる。それは、当該製剤中の式（Ｉ）で表される化合物の特定の含有量及び
当該種子に左右される。式（Ｉ）で表される化合物の施用量は、一般に、種子１ｋｇ当た
り０．００１～５０ｇであり、好ましくは、種子１ｋｇ当たり０．０１～１５ｇである。
【０２８４】
　動物衛生
　動物衛生の分野、即ち、獣医学の分野においては、式（Ｉ）で表される化合物は、動物
寄生生物に対して、特に、外部寄生生物又は内部寄生生物に対して、活性を示す。用語「
内部寄生生物」は、特に、蠕虫類及び原生動物（例えば、コクシジウム）を包含する。外
部寄生生物は、典型的には、及び、好ましくは、節足動物、特に、昆虫類及びダニ類であ
る。
【０２８５】
　獣医学の分野において、恒温動物に対する毒性が好ましい程度である式（Ｉ）で表され
る化合物は、動物育種及び畜産業において、家畜動物、育種用動物、動物園の動物、研究
室の動物、実験動物及び家庭内動物（ｄｏｍｅｓｔｉｃ　ａｎｉｍａｌ）において発生す
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る寄生生物を防除するのに適している。
【０２８６】
　農業用家畜としては、例えば、以下のものを挙げることができる：哺乳動物、例えば、
ヒツジ、ヤギ、ウマ、ロバ、ラクダ、スイギュウ、ウサギ、トナカイ、ダマジカ、並びに
、特に、ウシ及びブタ；家禽類、例えば、シチメンチョウ、アヒル、ガチョウ、及び、特
に、ニワトリ；魚類及び甲殻類の動物、例えば、水産養殖における魚類及び甲殻類の動物
；及び、さらに、昆虫類、例えば、ミツバチ類。
【０２８７】
　家庭内動物としては、例えば、以下のものを挙げることができる：哺乳動物、例えば、
ハムスター、テンジクネズミ、ラット、マウス、チンチラ、フェレット、及び、特に、イ
ヌ、ネコ、籠の鳥、爬虫類、両生類、又は、水槽の魚。
【０２８８】
　好ましい実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、哺乳動物に対して投与される。
【０２８９】
　好ましい別の実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、鳥類に対して、即ち、籠の
鳥、及び、特に、家禽類に対して、投与される。
【０２９０】
　動物寄生生物を防除するために式（Ｉ）で表される化合物を使用することは、上記動物
の病気、死亡事例を低減又は予防すること、及び、生産性（ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ）（
肉、ミルク、羊毛、皮革、卵、蜂蜜などの場合）の低下を低減又は予防することが意図さ
れ、その結果、より経済で且つより容易な動物飼育が可能となり、及び、より良好な動物
の健康状態が達成され得る。
【０２９１】
　動物衛生の分野に関連して、用語「防除する（ｃｏｎｔｒｏｌ）」又は「防除する（ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ）」は、式（Ｉ）で表される化合物が、寄生生物に感染している動
物におけるその個々の寄生生物の発生を害がない程度にまで低減させることにおいて有効
であることを意味する。さらに具体的には、「防除する」は、本発明に関連して、式（Ｉ
）で表される化合物が、個々の寄生生物を殺すことが可能であること、その成長を阻害す
ることが可能であること、又は、その増殖を阻害することが可能であることを意味する。
【０２９２】
　節足動物としては、以下のものを挙げることができる：
　アノプルリダ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）の、例えば、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍ
ａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノグナツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プチルス属種（Ｐｈｔｉｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、ソレノポテス属種（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）；　マロファギ
ダ目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇｉｄａ）並びにアムブリセリナ亜目（Ａｍｂｌｙｃｅｒｉｎａ
）及びイスクノセリナ亜目（Ｉｓｃｈｎｏｃｅｒｉｎａ）の、例えば、トリメノポン属種
（Ｔｒｉｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、メノポン属種（Ｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、ト
リノトン属種（Ｔｒｉｎｏｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ボビコラ属種（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｓｐ
ｐ．）、ウェルネキエラ属種（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、レピケントロン
属種（Ｌｅｐｉｋｅｎｔｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ダマリナ属種（Ｄａｍａｌｉｎａ　ｓｐｐ
．）、トリコデクテス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、フェリコラ属種（
Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）；　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）並びにネマトセリナ亜目（
Ｎｅｍａｔｏｃｅｒｉｎａ）及びブラキセリナ亜目（Ｂｒａｃｈｙｃｅｒｉｎａ）の、例
えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アノフェレス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ
　ｓｐｐ．）、クレキス属種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉｍｕｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ．）、エウシムリウム属種（Ｅｕｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、フレボト
ムス属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ルトゾミイヤ属種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉ
ａ　ｓｐｐ．）、クリコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クリソプス属
種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、オダグミア属種（Ｏｄａｇｍｉａ　ｓｐｐ．）、ウ
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ィルヘルミア属種（Ｗｉｌｈｅｌｍｉａ　ｓｐｐ．）、ヒボミトラ属種（Ｈｙｂｏｍｉｔ
ｒａ　ｓｐｐ．）、アチロツス属種（Ａｔｙｌｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス属種（Ｔ
ａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．）、
フィリポミイア属種（Ｐｈｉｌｉｐｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ブラウラ属種（Ｂｒａｕｌ
ａ　ｓｐｐ．）、ムスカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒドロタエア属種（Ｈｙｄｒｏ
ｔａｅａ　ｓｐｐ．）、ストモキス属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、ハエマトビア
属種（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、モレリア属種（Ｍｏｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．
）、ファンニア属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、グロシナ属種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓ
ｐｐ．）、カリホラ属種（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ルシリア属種（Ｌｕｃｉ
ｌｉａ　ｓｐｐ．）、クリソミイア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ウォール
ファールチア属種（Ｗｏｈｌｆａｈｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、サルコファガ属種（Ｓａｒｃ
ｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデル
マ属種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈ
ｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポボスカ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、リポプテ
ナ属種（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ　ｓｐｐ．）、メロファグス属種（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　
ｓｐｐ．）、リノエストルス属種（Ｒｈｉｎｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チプラ属種（
Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）；　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒｉｄａ）の、例えば、プ
レキス属種（Ｐｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａ
ｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ツンガ属種（Ｔｕｎｇａ　ｓｐｐ．）、キセノプシラ属種（Ｘ
ｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ　
ｓｐｐ．）；
　ヘテロプテリダ目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒｉｄａ）の、例えば、シメキス属種（Ｃｉｍ
ｅｘ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ロドニウス属種（
Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、パンストロンギルス属種（Ｐａｎｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ
　ｓｐｐ．）；並びに、さらに、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉｄａ）の有害害虫及び衛
生害虫。
【０２９３】
　節足動物としては、さらに、以下のものを挙げることができる：
　ダニ亜綱（Ａｃａｒｉ（Ａｃａｒｉｎａ））及びメタスチグマタ目（Ｍｅｔａｓｔｉｇ
ｍａｔａ）の、例えば、ヒメダニ科（Ａｒｇａｓｉｄａｅ）の、例えば、アルガス属種（
Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、オルニトドルス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、オトビウス属種（Ｏｔｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、マダニ科（Ｉｘｏｄｉｄａｅ）の、例
えば、イキソデス属種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アンブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏ
ｍｍａ　ｓｐｐ．）、リピセファルス（ボオフィルス）属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕ
ｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）　ｓｐｐ．）、デルマセントル属種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ
　ｓｐｐ．）、ハエマフィサリス属種（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒア
ロンマ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈ
ａｌｕｓ　ｓｐｐ．）（多宿主ダニの原属）；　メソスチグマタ目（Ｍｅｓｏｓｔｉｇｍ
ａｔａ）の、例えば、デルマニスス属種（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニ
トニスス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、プネウモニスス属種（Ｐｎｅ
ｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ライリエチア属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉａ　ｓｐｐ．
）、プネウモニスス属種（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ステルノストマ属種
（Ｓｔｅｒｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、バロア属種（Ｖａｒｒｏａ　ｓｐｐ．）、アカ
ラピス属種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）；　アクチネジダ目（Ａｃｔｉｎｅｄｉｄａ
（Ｐｒｏｓｔｉｇｍａｔａ））の、例えば、アカラピス属種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ
．）、ケイレチエラ属種（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、オルニトケイレチア
属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅｙｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、ミオビア属種（Ｍｙｏｂｉａ　
ｓｐｐ．）、プソレルガテス属種（Ｐｓｏｒｅｒｇａｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デモデキス属
種（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．）、トロムビクラ属種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．
）、ネオトロムビクラ属種（Ｎｅｏｔｒｏｍｂｉｃｕｌｌａ　ｓｐｐ．）、リストロホル
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ス属種（Ｌｉｓｔｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）；及び、アカリジダ目（Ａｃａｒｉｄｉ
ｄａ（Ａｓｔｉｇｍａｔａ））の、例えば、アカルス属種（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
チロファグス属種（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）、カログリフス属種（Ｃａｌｏｇ
ｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデクテス属種（Ｈｙｐｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、プ
テロリクス属種（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プソロプテス属種（Ｐｓｏｒｏ
ｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コリオプテス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、オトデ
クテス属種（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、ノトエドレス属種（Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｓｐｐ．）、クネミドコプテス
属種（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、シトジテス属種（Ｃｙｔｏｄｉｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、ラミノシオプテス属種（Ｌａｍｉｎｏｓｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０２９４】
　寄生性原生動物としては、以下のものを挙げることができる：
　鞭毛虫亜門（Ｍａｓｔｉｇｏｐｈｏｒａ）（鞭毛虫類（Ｆｌａｇｅｌｌａｔａ））、例
えば、トリパノソーマ科（Ｔｒｙｐａｎｏｓｏｍａｔｉｄａｅ）、例えば、トリパノソー
マ．ｂ．・ブルセイ（Ｔｒｙｐａｎｏｓｏｍａ　ｂ．　ｂｒｕｃｅｉ）、トリパノソーマ
．ｂ．・ガムビエンセ（Ｔ．ｂ．　ｇａｍｂｉｅｎｓｅ）、トリパノソーマ．ｂ．・ロデ
シエンセ（Ｔ．ｂ．　ｒｈｏｄｅｓｉｅｎｓｅ）、トリパノソーマ・コンゴレンセ（Ｔ．
　ｃｏｎｇｏｌｅｎｓｅ）、トリパノソーマ・クルジ（Ｔ．　ｃｒｕｚｉ）、トリパノソ
ーマ・エバンシ（Ｔ．　ｅｖａｎｓｉ）、トリパノソーマ・エクイヌム（Ｔ．　ｅｑｕｉ
ｎｕｍ）、トリパノソーマ・レウィシ（Ｔ．　ｌｅｗｉｓｉ）、トリパノソーマ・ペルカ
エ（Ｔ．　ｐｅｒｃａｅ）、トリパノソーマ・シミアエ（Ｔ．　ｓｉｍｉａｅ）、トリパ
ノソーマ・ビバキス（Ｔ．　ｖｉｖａｘ）、レイスマニア・ブラシリエンシス（Ｌｅｉｓ
ｈｍａｎｉａ　ｂｒａｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、レイスマニア・ドノバニ（Ｌ．　ｄｏｎｏ
ｖａｎｉ）、レイスマニア・トロピカ（Ｌ．　ｔｒｏｐｉｃａ）；例えば、トリコモナス
科（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｄｉｄａｅ）、例えば、ギアルジア・ラムブリア（Ｇｉａｒｄ
ｉａ　ｌａｍｂｌｉａ）、ギアルジア・カニス（Ｇ．　ｃａｎｉｓ）；
　有毛根足虫亜門（Ｓａｒｃｏｍａｓｔｉｇｏｐｈｏｒａ）（根足虫類（Ｒｈｉｚｏｐｏ
ｄａ））；例えば、エントアメーバ科（Ｅｎｔａｍｏｅｂｉｄａｅ）、例えば、エンタモ
エバ・ヒストリチカ（Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ）；　ハルトマネリ
ダエ科（Ｈａｒｔｍａｎｅｌｌｉｄａｅ）、例えば、アカンタモエバ属種（Ａｃａｎｔｈ
ａｍｏｅｂａ　ｓｐ．）、ハルマレラ属種（Ｈａｒｍａｎｅｌｌａ　ｓｐ．）；
　アピコンプレックス門（Ａｐｉｃｏｍｐｌｅｘａ）（胞子虫類（Ｓｐｏｒｏｚｏａ））
、例えば、エイメリア科（Ｅｉｍｅｒｉｄａｅ）、例えば、エイメリア・アセルブリナ（
Ｅｉｍｅｒｉａ　ａｃｅｒｖｕｌｉｎａ）、エイメリア・アデノイデス（Ｅ．　ａｄｅｎ
ｏｉｄｅｓ）、エイメリア・アラバメンシス（Ｅ．　ａｌａｂａｍｅｎｓｉｓ）、エイメ
リア・アナチス（Ｅ．　ａｎａｔｉｓ）、エイメリア・アンセリナ（Ｅ．　ａｎｓｅｒｉ
ｎａ）、エイメリア・アルロインギ（Ｅ．　ａｒｌｏｉｎｇｉ）、エイメリア・アシャタ
（Ｅ．　ａｓｈａｔａ）、エイメリア・アウブルネンシス（Ｅ．　ａｕｂｕｒｎｅｎｓｉ
ｓ）、エイメリア・ボビス（Ｅ．　ｂｏｖｉｓ）、エイメリア・ブルネッチ（Ｅ．　ｂｒ
ｕｎｅｔｔｉ）、エイメリア・カニス（Ｅ．　ｃａｎｉｓ）、エイメリア・キンキラエ（
Ｅ．　ｃｈｉｎｃｈｉｌｌａｅ）、エイメリア・クルペアルム（Ｅ．　ｃｌｕｐｅａｒｕ
ｍ）、エイメリア・コルムバエ（Ｅ．　ｃｏｌｕｍｂａｅ）、エイメリア・コントルタ（
Ｅ．　ｃｏｎｔｏｒｔａ）、エイメリア・クランダリス（Ｅ．　ｃｒａｎｄａｌｉｓ）、
エイメリア・デブリエクキ（Ｅ．　ｄｅｂｌｉｅｃｋｉ）、エイメリア・ジスペルサ（Ｅ
．　ｄｉｓｐｅｒｓａ）、エイメリア・エリプソイダレス（Ｅ．　ｅｌｌｉｐｓｏｉｄａ
ｌｅｓ）、エイメリア・ファルシホルミス（Ｅ．　ｆａｌｃｉｆｏｒｍｉｓ）、エイメリ
ア・ファウレイ（Ｅ．　ｆａｕｒｅｉ）、エイメリア・フラベセンス（Ｅ．　ｆｌａｖｅ
ｓｃｅｎｓ）、エイメリア・ガロパボニス（Ｅ．　ｇａｌｌｏｐａｖｏｎｉｓ）、エイメ
リア・ハガニ（Ｅ．　ｈａｇａｎｉ）、エイメリア・インテスチナリス（Ｅ．　ｉｎｔｅ
ｓｔｉｎａｌｉｓ）、エイメリア・イロクオイナ（Ｅ．　ｉｒｏｑｕｏｉｎａ）、エイメ
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リア・イレシズア（Ｅ．　ｉｒｒｅｓｉｄｕａ）、エイメリア・ラベアナ（Ｅ．　ｌａｂ
ｂｅａｎａ）、エイメリア・レウカルチ（Ｅ．　ｌｅｕｃａｒｔｉ）、エイメリア・マグ
ナ（Ｅ．　ｍａｇｎａ）、エイメリア・マキシマ（Ｅ．　ｍａｘｉｍａ）、エイメリア・
メジア（Ｅ．　ｍｅｄｉａ）、エイメリア・メレアグリジス（Ｅ．　ｍｅｌｅａｇｒｉｄ
ｉｓ）、エイメリア・メレアグリミチス（Ｅ．　ｍｅｌｅａｇｒｉｍｉｔｉｓ）、エイメ
リア・ミチス（Ｅ．　ｍｉｔｉｓ）、エイメリア・ネカトリキス（Ｅ．　ｎｅｃａｔｒｉ
ｘ）、エイメリア・ニナコーリアキモバエ（Ｅ．　ｎｉｎａｋｏｈｌｙａｋｉｍｏｖａｅ
）、エイメリア・オビス（Ｅ．　ｏｖｉｓ）、エイメリア・パルバ（Ｅ．　ｐａｒｖａ）
、エイメリア・パボニス（Ｅ．　ｐａｖｏｎｉｓ）、エイメリア・ペルホランス（Ｅ．　
ｐｅｒｆｏｒａｎｓ）、エイメリア・ファサニ（Ｅ．　ｐｈａｓａｎｉ）、エイメリア・
ピリホルミス（Ｅ．　ｐｉｒｉｆｏｒｍｉｓ）、エイメリア・プラエコキス（Ｅ．　ｐｒ
ａｅｃｏｘ）、エイメリア・レシズア（Ｅ．　ｒｅｓｉｄｕａ）、エイメリア・スカブラ
（Ｅ．　ｓｃａｂｒａ）、エイメリア属種（Ｅ．　ｓｐｅｃ．）、エイメリア・スチエダ
イ（Ｅ．　ｓｔｉｅｄａｉ）、エイメリア・スイス（Ｅ．　ｓｕｉｓ）、エイメリア・テ
ネラ（Ｅ．　ｔｅｎｅｌｌａ）、エイメリア・ツルンカタ（Ｅ．　ｔｒｕｎｃａｔａ）、
エイメリア・ツルッタエ（Ｅ．　ｔｒｕｔｔａｅ）、エイメリア・ズエルニイ（Ｅ．　ｚ
ｕｅｒｎｉｉ）、グロビジウム属種（Ｇｌｏｂｉｄｉｕｍ　ｓｐｅｃ．）、イソスポラ・
ベリ（Ｉｓｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｌｉ）、イソスポラ・カニス（Ｉ．　ｃａｎｉｓ）、イ
ソスポラ・フェリス（Ｉ．　ｆｅｌｉｓ）、イソスポラ・オヒオエンシス（Ｉ．　ｏｈｉ
ｏｅｎｓｉｓ）、イソスポラ・リボルタ（Ｉ．　ｒｉｖｏｌｔａ）、イソスポラ属種（Ｉ
．　ｓｐｅｃ．）、イソスポラ・スイス（Ｉ．　ｓｕｉｓ）、シスチソスポラ属種（Ｃｙ
ｓｔｉｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃ．）、クリプトスポリジウム属種（Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏ
ｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｅｃ．）、特に、クリプトスポリジウム・パルブム（Ｃ．　ｐａｒｖ
ｕｍ）；例えば、トキソプラズマ科（Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａｄｉｄａｅ）、例えば、トキ
ソプラズマ・ゴンジイ（Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａ　ｇｏｎｄｉｉ）、ハモンジア・ヘイドル
ニイ（Ｈａｍｍｏｎｄｉａ　ｈｅｙｄｏｒｎｉｉ）、ネオスポラ・カニヌム（Ｎｅｏｓｐ
ｏｒａ　ｃａｎｉｎｕｍ）、ベスノイチア・ベスノイチイ（Ｂｅｓｎｏｉｔｉａ　ｂｅｓ
ｎｏｉｔｉｉ）；例えば、肉胞子虫科（Ｓａｒｃｏｃｙｓｔｉｄａｅ）、例えば、サルコ
シスチス・ボビカニス（Ｓａｒｃｏｃｙｓｔｉｓ　ｂｏｖｉｃａｎｉｓ）、サルコシスチ
ス・ボビホルミス（Ｓ．　ｂｏｖｉｈｏｍｉｎｉｓ）、サルコシスチス・オビカニス（Ｓ
．　ｏｖｉｃａｎｉｓ）、サルコシスチス・オビフェリス（Ｓ．　ｏｖｉｆｅｌｉｓ）、
サルコシスチス・ネウロナ（Ｓ．　ｎｅｕｒｏｎａ）、サルコシスチス属種（Ｓ．　ｓｐ
ｅｃ．）、サルコシスチス・スイホミニス（Ｓ．　ｓｕｉｈｏｍｉｎｉｓ）；例えば、レ
ウコゾイダエ科（Ｌｅｕｃｏｚｏｉｄａｅ）、例えば、レウコジトゾオン・シモンジ（Ｌ
ｅｕｃｏｚｙｔｏｚｏｏｎ　ｓｉｍｏｎｄｉ）；例えば、プラスモディウム科（Ｐｌａｓ
ｍｏｄｉｉｄａｅ）、例えば、プラスモジウム・ベルゲイ（Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｂｅ
ｒｇｈｅｉ）、プラスモジウム・ファルシパルム（Ｐ．　ｆａｌｃｉｐａｒｕｍ）、プラ
スモジウム・マラリアエ（Ｐ．　ｍａｌａｒｉａｅ）、プラスモジウム・オバレ（Ｐ．　
ｏｖａｌｅ）、プラスモジウム・ビバキス（Ｐ．　ｖｉｖａｘ）、プラスモジウム属種（
Ｐ．　ｓｐｅｃ．）；例えば、ピロプラズマ亜目（Ｐｉｒｏｐｌａｓｍｅａ）、例えば、
バベシア・アルゲンチナ（Ｂａｂｅｓｉａ　ａｒｇｅｎｔｉｎａ）、バベシア・ボビス（
Ｂ．　ｂｏｖｉｓ）、バベシア・カニス（Ｂ．　ｃａｎｉｓ）、バベシア属種（Ｂ．　ｓ
ｐｅｃ．）、テイレリア・パルバ（Ｔｈｅｉｌｅｒｉａ　ｐａｒｖａ）、テイレリア属種
（Ｔｈｅｉｌｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）；例えば、アデレア亜目（Ａｄｅｌｅｉｎａ）、例
えば、ヘパトゾオン・カニス（Ｈｅｐａｔｏｚｏｏｎ　ｃａｎｉｓ）、ヘパトゾオン属種
（Ｈ．　ｓｐｅｃ．）。
【０２９５】
　病原性内部寄生生物（これは、蠕虫類である）としては、扁形動物門（Ｐｌａｔｙｈｅ
ｌｍｉｎｔｈａ）〔例えば、単生類（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）、条虫類（ｃｅｓｔｏｄｅｓ
）及び吸虫類（ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）〕、線形動物（ｒｏｕｎｄｗｏｒｍｓ）、鉤頭動
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物門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌａ）及び舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）などが
ある。これらのものとしては、以下のものを挙げることができる：
　単生綱（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）：例えば：ギロダクチルス属種（Ｇｙｒｏｄａｃｔｙｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ダクチロギルス属種（Ｄａｃｔｙｌｏｇｙｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ポリ
ストマ属種（Ｐｏｌｙｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）；
　条虫類（Ｃｅｓｔｏｄｅｓ）：ギョウジョウチュウ目（Ｐｓｅｕｄｏｐｈｙｌｌｉｄｅ
ａ）の、例えば：ジフィロボトリウム属種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｓｐｐ
．）、スピロメトラ属種（Ｓｐｉｒｏｍｅｔｒａ　ｓｐｐ．）、シストセファルス属種（
Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リグラ属種（Ｌｉｇｕｌａ　ｓｐｐ．）
、ボトリジウム属種（Ｂｏｔｈｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジフロゴノポルス属種（Ｄｉ
ｐｈｌｏｇｏｎｏｐｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）；
　エンヨウジョウチュウ目（Ｃｙｃｌｏｐｈｙｌｌｉｄｅ）の、例えば：メソセストイデ
ス属種（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アノプロセファラ属種（Ａｎｏｐｌ
ｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、パラノプロセファラ属種（Ｐａｒａｎｏｐｌｏｃｅｐｈ
ａｌａ　ｓｐｐ．）、モニエジア属種（Ｍｏｎｉｅｚｉａ　ｓｐｐ．）、チサノソマ属種
（Ｔｈｙｓａｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、チサニエジア属種（Ｔｈｙｓａｎｉｅｚｉａ　
ｓｐｐ．）、アビテリナ属種（Ａｖｉｔｅｌｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、スチレシア属種（Ｓ
ｔｉｌｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、シトタエニア属種（Ｃｉｔｔｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）
、アンジラ属種（Ａｎｄｙｒａ　ｓｐｐ．）、ベルチエラ属種（Ｂｅｒｔｉｅｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、タエニア属種（Ｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属種（Ｅｃｈｉｎ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒダチゲラ属種（Ｈｙｄａｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）、ダ
バイネア属種（Ｄａｖａｉｎｅａ　ｓｐｐ．）、ライリエチナ属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉ
ｎａ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス属種（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノレ
ピス属種（Ｅｃｈｉｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノコチレ属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｏ
ｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）、ジオルキス属種（Ｄｉｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ジピリジウム
属種（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジョイエウキシエラ属種（Ｊｏｙｅｕｘｉｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、ジプロピリジウム属種（Ｄｉｐｌｏｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）
；
　吸虫類（Ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）：二生亜綱（Ｄｉｇｅｎｅａ）の、例えば：ジプロス
トムム属種（Ｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、ポストジプロストムム属種（Ｐｏｓ
ｔｈｏｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、シストソマ属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ
　ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属種（Ｔｒｉｃｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）
、オルニトビルハルジア属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、アウス
トロビルハルジア属種（Ａｕｓｔｒｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、ギガントビルハ
ルジア属種（Ｇｉｇａｎｔｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、レウコクロリジウム属種
（Ｌｅｕｃｏｃｈｌｏｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ブラキライマ属種（Ｂｒａｃｈｙｌａ
ｉｍａ　ｓｐｐ．）、エキノストマ属種（Ｅｃｈｉｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エキノ
パリフィウム属種（Ｅｃｈｉｎｏｐａｒｙｐｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エキノカスムス属種
（Ｅｃｈｉｎｏｃｈａｓｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデラエウム属種（Ｈｙｐｏｄｅｒａｅ
ｕｍ　ｓｐｐ．）、ファシオラ属種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ファシオリデス属
種（Ｆａｓｃｉｏｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ファシオロプシス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｐ
ｓｉｓ　ｓｐｐ．）、シクロコエルム属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、チフ
ロコエルム属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、パラムフィストムム属種（Ｐ
ａｒａｍｐｈｉｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カリコホロン属種（Ｃａｌｉｃｏｐｈｏｒｏ
ｎ　ｓｐｐ．）、コチロホロン属種（Ｃｏｔｙｌｏｐｈｏｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ギガント
コチレ属種（Ｇｉｇａｎｔｏｃｏｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）、フィスコエデリウス属種（Ｆｉ
ｓｃｈｏｅｄｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ガストロチラクス属種（Ｇａｓｔｒｏｔｈｙｌａ
ｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ノトコチルス属種（Ｎｏｔｏｃｏｔｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、カタト
ロピス属種（Ｃａｔａｔｒｏｐｉｓ　ｓｐｐ．）、プラギオルキス属種（Ｐｌａｇｉｏｒ
ｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、プロストゴニムス属種（Ｐｒｏｓｔｈｏｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ
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．）、ジクロコエリウム属種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エウリトレマ属
種（Ｅｕｒｙｔｒｅｍａ　ｓｐｐ．）、トログロトレマ属種（Ｔｒｏｇｌｏｔｒｅｍａ　
ｓｐｐ．）、パラゴニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、コリリクルム属
種（Ｃｏｌｌｙｒｉｃｌｕｍ　ｓｐｐ．）、ナノフィエツス属種（Ｎａｎｏｐｈｙｅｔｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、オピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、クロノ
ルキス属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、メトルキス属種（Ｍｅｔｏｒｃｈｉｓ
　ｓｐｐ．）、ヘテロフィエス属種（Ｈｅｔｅｒｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、メタゴニム
ス属種（Ｍｅｔａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）；
　線虫類：ベンチュウ目（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌｉｄａ）の、例えば：トリクリス属種（
Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カピラリア属種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）
、パラカピラリア属種（Ｐａｒａｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、エウコレウス属種
（Ｅｕｃｏｌｅｕｓ　ｓｐｐ．）、トリコモソイデス属種（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｓｏｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、トリキネラ属種（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）；
　クキセンチュウ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉｄａ）の、例えば：ミクロネマ属種（Ｍｉｃｒｏ
ｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ストロンギロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ
．）；
　カンセンチュウ目（Ｒｈａｂｄｉｔｉｄａ）の、例えば：ストロンギルス属種（Ｓｔｒ
ｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリオドントホルス属種（Ｔｒｉｏｄｏｎｔｏｐｈｏｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴドンツス属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｄｏｎｔｕｓ　ｓｐｐ
．）、トリコネマ属種（Ｔｒｉｃｈｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ギアロセファルス属種（Ｇ
ｙａｌｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シリンドロファリンキス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒ
ｏｐｈａｒｙｎｘ　ｓｐｐ．）、ポテリオストムム属種（Ｐｏｔｅｒｉｏｓｔｏｍｕｍ　
ｓｐｐ．）、シクロコセルクス属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｃｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、シリコ
ステファヌス属種（Ｃｙｌｉｃｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴストム
ム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａｂｅｒ
ｔｉａ　ｓｐｐ．）、ステファヌルス属種（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アン
シロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウンシナリア属種（Ｕｎｃｉｎ
ａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ネカトル属種（Ｎｅｃａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ブノストムム属種
（Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、グロボセファルス属種（Ｇｌｏｂｏｃｅｐｈａｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、シンガムス属種（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、シアトストマ属種
（Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、メタストロンギルス属種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎ
ｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属種（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ムエレリウス属種（Ｍｕｅｌｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、プロトストロンギルス属種
（Ｐｒｏｔｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオストロンギルス属種（Ｎｅｏｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シストカウルス属種（Ｃｙｓｔｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ
．）、プネウモストロンギルス属種（Ｐｎｅｕｍｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
スピコカウルス属種（Ｓｐｉｃｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エラホストロンギルス属種
（Ｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、パレラホストロンギルス属種（Ｐａ
ｒｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クレノソマ属種（Ｃｒｅｎｏｓｏｍ
ａ　ｓｐｐ．）、パラクレノソマ属種（Ｐａｒａｃｒｅｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、オス
レルス属種（Ｏｓｌｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アンギオストロンギルス属種（Ａｎｇｉｏｓ
ｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アエルロストロンギルス属種（Ａｅｌｕｒｏｓｔｒｏ
ｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、フィラロイデス属種（Ｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、
パラフィラロイデス属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、トリコストロン
ギルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａ
ｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．
）、テラドルサギア属種（Ｔｅｌａｄｏｒｓａｇｉａ　ｓｐｐ．）、マルシャラギア属種
（Ｍａｒｓｈａｌｌａｇｉａ　ｓｐｐ．）、クーペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ
．）、ニッポストロンギルス属種（Ｎｉｐｐｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリ
グモソモイデス属種（Ｈｅｌｉｇｍｏｓｏｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ネマトジルス属種
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（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒオストロンギルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇ
ｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オベリスコイデス属種（Ｏｂｅｌｉｓｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）
、アミドストムム属種（Ａｍｉｄｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オルラヌス属種（Ｏｌｌ
ｕｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）；
　センビセンチュウ目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）の、例えば：オキシウリス属種（Ｏｘｙｕ
ｒｉｓ　ｓｐｐ．）、エンテロビウス属種（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、パサル
ルス属種（Ｐａｓｓａｌｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シファシア属種（Ｓｙｐｈａｃｉａ　ｓ
ｐｐ．）、アスピクルリス属種（Ａｓｐｉｃｕｌｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種
（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリス属種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ト
キサスカリス属種（Ｔｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソカラ属種（Ｔｏｘｏｃａ
ｒａ　ｓｐｐ．）、バイリサスカリス属種（Ｂａｙｌｉｓａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、
パラスカリス属種（Ｐａｒａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アニサキス属種（Ａｎｉｓａｋ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリジア属種、（Ａｓｃａｒｉｄｉａ　ｓｐｐ．）、グナトスト
マ属種（Ｇｎａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、フィサロプテラ属種（Ｐｈｙｓａｌｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、テラジア属種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐｐ．）、ゴンギロネマ属
種（Ｇｏｎｇｙｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ハブロネマ属種（Ｈａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐ
ｐ．）、パラブロネマ属種（Ｐａｒａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ドラスキア属種（Ｄ
ｒａｓｃｈｉａ　ｓｐｐ．）、ドラクンクルス属種（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ステファノフィラリア属種（Ｓｔｅｐｈａｎｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラフ
ィラリア属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉａ　
ｓｐｐ．）、ロア属種（Ｌｏａ　ｓｐｐ．）、ジロフィラリア属種（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、リトモソイデス属種（Ｌｉｔｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブル
ギア属種（Ｂｒｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、ウケレリア属種（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｓｐｐ
．）、オンコセルカ属種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、スピロセルカ属種（Ｓｐ
ｉｒｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）；
　鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌａ）：ダイコウトウチュウ目（Ｏｌｉｇａｃ
ａｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：マクラカントリンクス属種（Ｍａｃｒａｃ
ａｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プロステノルキス属種（Ｐｒｏｓｔｈｅｎｏ
ｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）；　ポリモルフス目（Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｄａ）の、例えば：
フィリコリス属種（Ｆｉｌｉｃｏｌｌｉｓ　ｓｐｐ．）；　サジョウコウトウチュウ目（
Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍｉｄａ）の、例えば：モニリホルミス属種（Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍ
ｉｓ　ｓｐｐ．）；
　コウトウチュウ目（Ｅｃｈｉｎｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：アカントセファル
ス属種（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノリンクス属種（Ｅｃｈｉ
ｎｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、レプトリンコイデス属種（Ｌｅｐｔｏｒｈｙｎｃｈ
ｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）；
　舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）：ポロケファルス目（Ｐｏｒｏｃｅｐｈａｌｉｄ
ａ）の、例えば：リングアツラ属種（Ｌｉｎｇｕａｔｕｌａ　ｓｐｐ．）。
【０２９６】
　獣医学の分野において、及び、動物飼育において、式（Ｉ）で表される化合物は、当技
術分野において一般的に知られている方法によって、例えば、適切な調製物の形態で、経
腸経路、非経口的経路、経皮的経路又は経鼻的経路を介して投与する。投与は、予防的又
は治療的であり得る。
【０２９７】
　かくして、本発明の一実施形態は、薬物としての式（Ｉ）で表される化合物の使用であ
る。
【０２９８】
　さらなる態様は、坑内部寄生生物剤としての、特に、殺蠕虫剤（ｈｅｌｍｉｎｔｈｉｃ
ｉｄａｌ　ａｇｅｎｔ）又は坑原生動物剤（ａｎｔｉｐｒｏｔｏｚｏｉｃ　ａｇｅｎｔ）
としての、式（Ｉ）で表される化合物の使用である。式（Ｉ）で表される化合物は、例え
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ば、畜産業において、動物育種において、家畜用の建物の中で、及び、衛生学の分野にお
いて、坑内部寄生生物剤として使用するのに、特に、殺蠕虫剤又は坑原生動物剤として使
用するのに、適している。
【０２９９】
　さらなる態様は、坑外部寄生生物剤としての、特に、殺虫剤又は殺ダニ剤などの殺節足
動物剤としての、式（Ｉ）で表される化合物の使用に関する。さらなる態様は、例えば、
畜産業における、動物育種における、家畜用の建物の中における、又は、衛生学の分野に
おける、坑外部寄生生物剤としての、特に、殺虫剤又は殺ダニ剤などの殺節足動物剤とし
ての、式（Ｉ）で表される化合物の使用に関する。
【０３００】
　媒介動物の防除
　式（Ｉ）で表される化合物は、媒介動物（ｖｅｃｔｏｒ）の防除において使用すること
も可能である。本発明に関連して、媒介動物は、病原体（例えば、ウイルス類、蠕虫類（
ｗｏｒｍｓ）、単細胞生物及び細菌類）を病原体保有宿主（植物、動物、ヒトなど）から
宿主まで運ぶことが可能な節足動物（特に、昆虫又はクモ形類動物）である。該病原体は
、宿主に機械的に運ばれ得る（例えば、非刺咬性ハエによるトラコーマ）、又は、宿主体
内への注入後に運ばれ得る（例えば、蚊によるマラリア原虫）。
【０３０１】
　媒介動物の例及び媒介動物によって運ばれる疾患又は病原体は、以下のとおりである：
（１）蚊類
　・　ハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）：　マラリア、フィラリア症；
　・　アカイエカ（Ｃｕｌｅｘ）：　日本脳炎、フィラリア症、別のウイルス性疾患、蠕
虫類の運搬；
　・　ヤブカ（Ａｅｄｅｓ）：　黄熱病、デング熱、フィラリア症、別のウイルス性疾患
；
　・　ブユ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）：　蠕虫類（特に、回旋糸状虫（Ｏｎｃｈｏｃｅｒ
ｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ））の運搬；
（２）シラミ類：　皮膚感染、流行性発疹チフス；
（３）ノミ類：　伝染病、発疹熱；
（４）ハエ類：　睡眠病（トリパノソーマ病）；コレラ、別の細菌性疾患；
（５）ダニ類：　ダニ症（ａｃａｒｉｏｓｉｓ）、流行性発疹チフス、リケッチア痘瘡、
野兎病、セントルイス脳炎、ダニ媒介脳炎（ＴＢＥ）、クリミア・コンゴ出血熱、ボレリ
ア症（ｂｏｒｒｅｌｉｏｓｉｓ）；
（６）マダニ類：　ボレリア症（ｂｏｒｅｌｌｉｏｓｅｓ）、例えば、ダットン回帰熱ボ
レリア（Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｄｕｔｔｏｎｉ）、ダニ媒介脳炎、Ｑ熱（Ｃｏｘｉｅｌｌａ
　ｂｕｒｎｅｔｉｉ）、バベシア症（Ｂａｂｅｓｉａ　ｃａｎｉｓ　ｃａｎｉｓ）。
【０３０２】
　本発明に関連して、媒介動物の例は、植物ウイルスを植物に運ぶことが可能な昆虫類、
例えば、アブラムシ類、ハエ類、ヨコバイ類又はアザミウマ類などである。植物ウイルス
を運ぶことが可能な別の媒介動物は、ハダニ類、シラミ類、甲虫類及び線虫類である。
【０３０３】
　本発明に関連して、媒介動物のさらなる例は、病原体を動物及び／又はヒトに運ぶこと
が可能な昆虫類及びクモ形類動物、例えば、蚊類〔特に、ヤブカ属（Ａｅｄｅｓ）の蚊、
ハマダラカ属（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）の蚊、例えば、ガンビエハマダラカ（Ａ．ｇａｍｂ
ｉａｅ）、アノフェレス・アラビエンシス（Ａ．ａｒａｂｉｅｎｓｉｓ）、アノフェレス
・フネスツス（Ａ．ｆｕｎｅｓｔｕｓ）、アノフェレス・ジルス（Ａ．ｄｉｒｕｓ）（マ
ラリア）、及び、アカイエカ属（Ｃｕｌｅｘ）の蚊〕、シラミ類、ノミ類、ハエ類、ダニ
類及びマダニ類である。
【０３０４】
　式（Ｉ）で表される化合物が抵抗性を打破する（ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ－ｂｒｅａｋｉ
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ｎｇ）場合、媒介動物の防除は、同様に可能である。
【０３０５】
　式（Ｉ）で表される化合物は、疾患の予防及び／又は媒介動物によって運ばれる病原体
の予防において使用するのに適している。かくして、本発明のさらなる態様は、例えば、
農業において、園芸において、林業において、庭園やレジャー施設において、及び、さら
に、材料物質や貯蔵生産物の保護において、媒介動物を防除するための式（Ｉ）で表され
る化合物の使用である。
【０３０６】
　工業材料の保護
　式（Ｉ）で表される化合物は、昆虫類〔例えば、コウチュウ目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ
）、ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）、シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）、チョウ目（
Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）、チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）及びシミ目（Ｚｙ
ｇｅｎｔｏｍａ）の昆虫類〕による攻撃又は破壊に対して工業材料を保護するのに適して
いる。
【０３０７】
　本発明に関連して、工業材料は、非生物材料、例えば、好ましくは、プラスチック、接
着剤、サイズ、紙及び厚紙、皮革、木材、加工木材製品及び塗料などを意味するものと理
解される。本発明は、木材を保護するために使用するのが特に好ましい。
【０３０８】
　さらなる実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、少なくとも１種類のさらなる殺
虫剤及び／又は少なくとも１種類の殺菌剤と一緒に使用する。
【０３０９】
　さらなる実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、即時使用可能な（ｒｅａｄｙ－
ｔｏ－ｕｓｅ）殺有害生物剤として存在している。即ち、それは、さらなる変更を加える
ことなく、当該材料物質に施用することが可能である。適切なさらなる殺虫剤又は殺菌剤
は、特に、上記で挙げたものである。
【０３１０】
　驚くべきことに、式（Ｉ）で表される化合物は、海水又は淡海水と接触するもの、特に
、船体、スクリーン、網、建造物、係船設備及び信号システムなどを、付着物から保護す
るために使用することができるということも分かった。同様に、式（Ｉ）で表される化合
物は、単独で、又は、別の活性成分と組合せて、防汚剤として使用することができる。
【０３１１】
　衛生分野における害虫の防除
　式（Ｉ）で表される化合物は、衛生分野において害虫を防除するのに適している。より
特定的には、本発明は、家庭内の分野において、衛生の分野において、及び、貯蔵生産物
の保護において、特に、密閉空間（例えば、住居、工場の通路、オフィス及び車両の客室
）において遭遇する昆虫類、クモ形類動物及びダニ類を防除する為に、使用することがで
きる。害虫を防除するために、式（Ｉ）で表される化合物は、単独で使用するか、又は、
別の活性成分及び／又は補助剤と組み合わせて使用する。それらは、好ましくは、家庭用
殺虫剤製品に含ませて使用する。式（Ｉ）で表される化合物は、感受性種及び抵抗性種に
対して有効であり、さらに、全ての成育段階に対して有効である。
【０３１２】
　これらの害虫としては、例えば、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）のサソリ目（Ｓｃｏｒ
ｐｉｏｎｅｓ）、クモ目（Ａｒａｎｅａｅ）及びザトウムシ目（Ｏｐｉｌｉｏｎｅｓ）の
害虫、ムカデ綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）及びヤスデ綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の害虫、昆
虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）のゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）、コウチュウ目（Ｃｏｌｅ
ｏｐｔｅｒａ）、ハサミムシ目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ）、ハエ目（Ｄｉｐｔｅｒａ）、
カメムシ亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）、ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）、シロア
リ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）、チョウ目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）、シラミ目（Ｐｈｔｈ
ｉｒａｐｔｅｒａ）、チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）、バッタ目（Ｓａｌｔａ
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ｔｏｒｉａ　又は　Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）、ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）及び
シミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ）の害虫、並びに、軟甲綱（Ｍａｌａｃｏｓｔｒａｃａ）の
ワラジムシ目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の害虫などをあげることができる。
【０３１３】
　施用は、例えば、エーロゾル、非加圧スプレー製品、例えば、ポンプスプレー及び噴霧
スプレー、自動霧化システム（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｆｏｇｇｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）、
噴霧器（ｆｏｇｇｅｒ）、泡、ゲル、セルロース製又はプラスチック製のエバポレーター
錠剤を有するエバポレーター製品、液体エバポレーター、ゲル及び膜エバポレーター、プ
ロペラ駆動エバポレーター、エネルギーフリー型蒸発システム又は受動型蒸発システム、
防虫紙（ｍｏｔｈ　ｐａｐｅｒｓ）、防虫バッグ（ｍｏｔｈ　ｂａｇｓ）及び防虫ゲル（
ｍｏｔｈ　ｇｅｌｓ）において実施するか、又は、粒剤若しくは粉剤として、ばらまき用
の餌に入れて実施するか、又は、ベイトステーションで実施する。
【実施例】
【０３１４】
　調製実施例：
　調製実施例１：　３－メチル－２－［３－（メチルスルホニル）－５－（トリフルオロ
メチル）ピリジン－２－イル］－６－（トリフルオロメチル）－３Ｈ－イミダゾ［４，５
－ｃ］ピリジン（Ｉ－３６）
【化４４】

【０３１５】
　４１ｍｇ（０．１０ｍｍｏｌ）の３－メチル－２－［３－（メチルスルファニル）－５
－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］－６－（トリフルオロメチル）－３Ｈ－
イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジンを４ｍＬのジクロロメタンに溶解させ、８６．５ｍｇ（
０．３６ｍｍｏｌ）のメタ－クロロ過安息香酸を０℃で添加し、次いで、その混合物を室
温で２０時間撹拌する。その混合物を重亜硫酸ナトリウム溶液と混合させ、１０分間撹拌
し、３０ｍＬの水で稀釈し、４５％水酸化ナトリウム溶液を用いてｐＨ９－１０に調節す
る。その混合物をジクロロメタンで３回抽出し、次いで、その有機相を合して溶媒を減圧
下で除去する。
【０３１６】
（ｌｏｇＰ（中性）：２．６４；ＭＨ＋：４２５；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，Ｄ６－
ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：３．７０（ｓ，３Ｈ），３．９３（ｓ，３Ｈ），８．３５（ｓ，
１Ｈ），８．８３（ｓ，１Ｈ），９．３２（ｓ，１Ｈ），９．５８（ｓ，１Ｈ）。
【０３１７】
　３－メチル－２－［３－（メチルスルフィニル）－５－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－２－イル］－６－（トリフルオロ－メチル）－３Ｈ－イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジ
ン（Ｉ－２６）の調製
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【化４５】

【０３１８】
　４１ｍｇ（０．１０ｍｍｏｌ）の３－メチル－２－［３－（メチルスルファニル）－５
－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］－６－（トリフルオロメチル）－３Ｈ－
イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジンを４ｍＬのジクロロメタンに溶解させ、１．９２ｍｇ（
０．０４ｍｍｏｌ）のギ酸及び２８．４４ｍｇの３５％過酸化水素溶液を室温で添加する
。その混合物を室温で５時間撹拌し、重亜硫酸ナトリウム溶液を添加し、その混合物をさ
らに３時間撹拌する。次いで、その混合物を１０％炭酸水素ナトリウム溶液と一緒に撹拌
し、その有機相を除去し、その水相をジクロロメタンで２回抽出し、その有機相を合し、
次いで、溶媒を減圧下で除去する。
【０３１９】
（ｌｏｇＰ（中性）：２．７６；ＭＨ＋：４０９；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，Ｄ６－
ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：３．１５（ｓ，３Ｈ），４．３５（ｓ，３Ｈ），８．３７（ｓ，
１Ｈ），８．８５（ｓ，１Ｈ），９．３７（ｓ，１Ｈ），９．３９（ｓ，１Ｈ）。
【０３２０】
　３－メチル－２－［３－（メチルスルファニル）－５－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－２－イル］－６－（トリフルオロ－メチル）－３Ｈ－イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジ
ン（Ｉ－３）の調製
【化４６】

【０３２１】
　１５０ｍｇ（０．３９ｍｍｏｌ）の２－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）ピ
リジン－２－イル］－３－メチル－６－（トリフルオロメチル）－３Ｈ－イミダゾ［４，
５－ｃ］ピリジンと８３ｍｇ（１．１８ｍｍｏｌ）のナトリウムメタンチオラートをＤＭ
Ｆの中で室温で６時間撹拌する。その混合物を水と混合させ、酢酸エチルで３回抽出する
。その有機相を合して塩化ナトリウム溶液で洗浄し、除去し、硫酸ナトリウムで脱水し、
溶媒を減圧下で除去する。
【０３２２】
（ｌｏｇＰ（中性）：３．１６；ＭＨ＋：３９３；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，Ｄ６－
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１Ｈ），８．３２（ｓ，１Ｈ），８．９５（ｓ，１Ｈ），９．２９（ｓ，１Ｈ）。
【０３２３】
　２－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］－３－メチル－
６－（トリフルオロメチル）－３Ｈ－イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン（ＩＸ－０１）の
調製
【化４７】

【０３２４】
　９５０ｍｇ（４．９７ｍｍｏｌ）のＮ３－メチル－６－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－３，４－ジアミン（ＩＩ－０１）、１．１２ｇ（４．９７ｍｍｏｌ）の３－クロロ－
５－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－カルボン酸及び９５３ｍｇ（４．９７ｍｍｏ
ｌ）の１－（３－ジメチルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩（ＥＤＣ
Ｉ）を１０ｍＬのピリジンの中で１１５℃で７時間撹拌する。その反応混合物から溶媒を
減圧下で除去し、次いで、水を添加し、その混合物を酢酸エチルで３回抽出する。その有
機相を合して硫酸ナトリウムで脱水し、再度濃縮し、溶離液として水／アセトニトリルの
勾配を使用する分取ＨＰＬＣを用いて、カラムクロマトグラフィー精製によって精製する
。
【０３２５】
（ｌｏｇＰ（中性）：２．９６；ＭＨ＋：３８１；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，Ｄ６－
ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：４．００（ｓ，３Ｈ），８．３５（ｓ，１Ｈ），８．８６（ｓ，
１Ｈ），９．２２（ｓ，１Ｈ），９．３０（ｓ，１Ｈ）。
【０３２６】
　３－クロロ－Ｎ－［５－（メチルアミノ）－２－（トリフルオロメチル）ピリジン－４
－イル］－５－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－カルボキサミド（ＶＩＩＩ－０１
）の調製
　Ｎ３－メチル－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３，４－ジアミン（ＩＩ－０１
）と３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－カルボン酸から２－［３－
クロロ－５－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］－３－メチル－６－（トリフ
ルオロメチル）－３Ｈ－イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン（ＩＸ－０１）を調製するため
の上記方法によって、化合物（ＩＸ－０１）に関する中間体としての化合物３－クロロ－
Ｎ－［５－（メチルアミノ）－２－（トリフルオロメチル）ピリジン－４－イル］－５－
（トリフルオロメチル）ピリジン－２－カルボキサミド（ＶＩＩＩ－０１）も同様に調製
することができる。
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【化４８】

【０３２７】
（ｌｏｇＰ（中性）：３．０９；ＭＨ＋：３９９；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，Ｄ６－
ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：２．８７（ｄ，３Ｈ），５．９７（ｑ，１Ｈ），８．１０（ｓ，
１Ｈ），８．１８（ｓ，１Ｈ），８．７３（ｓ，１Ｈ），９．０９（ｓ，１Ｈ），１０．
４０（ｂｒ．　Ｓ，１Ｈ）。
【０３２８】
　Ｎ３－メチル－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３，４－ジアミン（ＩＩ－０１
）の調製
【化４９】

【０３２９】
　０．９３ｇ（３．０ｍｍｏｌ）の［４－アミノ－６－（トリフルオロメチル）ピリジン
－３－イル］カルバミン酸ベンジルを８５ｍＬのテトラヒドロフランに溶解させた溶液を
０℃まで冷却し、０．６５ｇ（１７ｍｍｏｌ）の水素化アルミニウムリチウムと混合させ
る。その混合物を、アルゴン下、０℃で１５分間撹拌し、次いで、室温で４時間撹拌する
。酢酸エチルを添加することによって、過剰の水素化アルミニウムリチウムを破壊し、そ
の混合物を濾過し、その濾液を、毎回５０ｍＬの２Ｎ塩酸で２回抽出する。その塩酸抽出
物を合し、冷却しながら、炭酸ナトリウムを用いてｐＨ＝８に調節する。次いで、その混
合物を、毎回１００ｍＬの酢酸エチルで２回抽出し、その有機相を合し、硫酸ナトリウム
で脱水し、溶媒を減圧下で留去する。その生成物を、ヘキサン／イソプロパノールの混合
物から再結晶させることによってさらに精製する。
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【０３３０】
（ＭＨ＋：１９２；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，Ｄ６－ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：２．８
１（ｄ，３Ｈ），５．２２（ｑ，１Ｈ），５．８２（ｂｒ．　ｓ，２Ｈ），６．８４（ｓ
，１Ｈ），７．５７（ｓ，１Ｈ）。
【０３３１】
　［４－アミノ－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］カルバミン酸ベンジ
ルの調製
【化５０】

【０３３２】
　０．９１ｇの６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３，４－ジアミンを２０ｍＬのテ
トラヒドロフランと２ｍＬのピリジンの混合物に溶解させる。撹拌しながら、１．０７ｇ
（６．３ｍｍｏｌ）のクロロ炭酸ベンジル（クロロギ酸ベンジル）を２ｍＬのテトラヒド
ロフランに溶解させた溶液を滴下して加える。次いで、その反応混合物を一晩撹拌し、１
００ｍＬの水で稀釈し、毎回１００ｍＬの酢酸エチルで２回抽出する。その有機相を合し
て５０ｍＬの水で洗浄し、硫酸ナトリウムで脱水し、濃縮する。その残渣を５０ｍＬのク
ロロホルムで洗浄することによって、当該生成物が白色の固体の形態で得られる。
【０３３３】
（１Ｈ　ＮＭＲ（５００ＭＨｚ，Ｄ６－ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：５．１５（ｓ，２Ｈ），
６．４０（ｂｒ．　ｓ　２Ｈ），７．０５（ｓ，１Ｈ），７．３０－７．４５（ｍ，５Ｈ
），８．３５（ｓ，１Ｈ），９．００（ｂｒ．　ｓ，１Ｈ）。
【０３３４】
　調製実施例２：　２－［２－（エチルスルファニル）フェニル］－６－（トリフルオロ
メチル）［１，３］オキサゾロ［５，４－ｃ］ピリジン（Ｉ－３５）
【化５１】

【０３３５】
　４００ｍｇ（１．１６ｍｍｏｌ）の２－（エチルスルファニル）－Ｎ－［５－ヒドロキ
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シ－２－（トリフルオロメチル）ピリジン－４－イル］ベンズアミド及び３９８ｍｇ（１
．５１ｍｍｏｌ）のトリフェニルホスフィンを１２ｍＬのＴＨＦに溶解させ、トルエン中
の４０％アゾジカルボン酸ジエチル（ＤＥＡＤ）６６１ｍｇ（１．５１ｍｍｏｌ）を室温
で滴下して加える。その混合物を室温で３時間撹拌する。次いで、溶媒を減圧下で留去し
、その残渣を、溶離液として水／アセトニトリルの勾配を使用するカラムクロマトグラフ
ィー精製によって精製する。
【０３３６】
（ｌｏｇＰ（中性）：４．０７；ＭＨ＋：３２５；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，Ｄ６－
ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：１．３２（ｔ，３Ｈ），３．１０（ｑ，２Ｈ），７．４２（ｔ，
１Ｈ），７．６０－７．６９（ｍ，２Ｈ），８．２１（ｄ，１Ｈ），８．５４（ｓ，１Ｈ
），９．３３（ｓ，１Ｈ）。
【０３３７】
　２－（エチルスルファニル）－Ｎ－［５－ヒドロキシ－２－（トリフルオロメチル）ピ
リジン－４－イル］ベンズアミド（ＶＩＩＩ－０２）の調製

【化５２】

【０３３８】
　２０６ｍｇ（１．１２ｍｍｏｌ）の２－（エチルスルファニル）安息香酸及び２０１ｍ
ｇ（１．１２ｍｍｏｌ）の４－アミノ－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－オー
ルを５ｍＬのピリジンに溶解させ、３２５ｍｇ（１．６９ｍｍｏｌ）の１－（３－ジメチ
ルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩（ＥＤＣＩ）を添加し、その混合
物を、５０℃で２時間撹拌し及び８０℃で３時間撹拌する。溶媒を減圧下で留去し、その
残渣を取って水の中に入れ、酢酸エチルで抽出する。その有機相を塩化ナトリウム溶液で
洗浄し、除去し、硫酸ナトリウムで脱水し、濃縮する。その残渣を、溶離液として水／ア
セトニトリルの勾配を使用する分取ＨＰＬＣを用いて、カラムクロマトグラフィー精製に
よって精製する。
【０３３９】
（ｌｏｇＰ（中性）：１．５９；ＭＨ＋：３４３；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，Ｄ６－
ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：１．２１（ｔ，３Ｈ），２．９８（ｑ，２Ｈ），７．２９－７．
３４（ｍ，１Ｈ），７．４８－７．５３（ｍ，２Ｈ），７．６１（ｄ，１Ｈ），８．２９
（ｓ，１Ｈ），８．５５（ｓ，１Ｈ），９．９９（ｓ，１Ｈ），１１．３１（ｂｒ．　Ｓ
，１Ｈ）。
【０３４０】
　４－アミノ－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－オール（ＩＩ－０２）の調製
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【化５３】

【０３４１】
　１２．３ｇ（４２．１ｍｍｏｌ）の［５－メトキシ－２－（トリフルオロメチル）ピリ
ジン－４－イル］カルバミン酸ｔｅｒｔ－ブチルを３００ｍＬのジクロロメタンに溶解さ
せ、－７８℃まで冷却し、１５０ｍＬのジクロロメタンの中の４２．２ｇ（１６８ｍｍｏ
ｌ）の三臭化ホウ素をその温度で滴下して加える。その混合物を一晩室温とし、次いで、
４００ｍＬの炭酸水素ナトリウム溶液を添加し、その混合物を、毎回１００ｍＬのジクロ
ロメタンで３回抽出する。溶媒を留去し、その残渣をシリカゲルクロマトグラフィーで精
製する。
【０３４２】
（１Ｈ　ＮＭＲ（９０ＭＨｚ，Ｄ６－ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：７．００（ｓ，１Ｈ），７
．９（ｓ，１Ｈ）。
【０３４３】
　［５－メトキシ－２－（トリフルオロメチル）ピリジン－４－イル］カルバミン酸ｔｅ
ｒｔ－ブチルの調製

【化５４】

【０３４４】
　９．８０ｇ（４４．３ｍｍｏｌ）の５－メトキシ－２－（トリフルオロメチル）イソニ
コチン酸を９８０ｍＬのｔｅｒｔ－ブタノールに溶解させた溶液に、室温で、６５ｇの４
Åモレキュラーシーブ、１４．６ｇ（５３．１ｍｍｏｌ）のジフェニルホスホリルアジド
（ＤＰＰＡ）及び５．３７ｇ（５３．１ｍｍｏｌ）のトリエチルアミンを添加する。その
反応混合物を８１℃で２３時間撹拌し、次いで、４Åモレキュラーシーブを濾過する。ｔ
ｅｒｔ－ブタノールを減圧下で留去した後、その残渣を５００ｍＬの酢酸エチルと混合さ
せ、２５０ｍＬの２Ｎ塩酸、２５０ｍＬの飽和炭酸水素ナトリウム水溶液、２５０ｍＬの
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水及び２５０ｍＬの塩化ナトリウム溶液で洗浄し、硫酸ナトリウムで脱水する。溶媒を減
圧下で除去し、その残渣を、毎回１５ｍＬの酢酸エチルで３回洗浄し、減圧下で乾燥させ
る。その酢酸エチル相をシリカゲルクロマトグラフィー（ヘキサン／ＥｔＯＡｃ　４：１
→２：１）で精製する。
【０３４５】
（１Ｈ　ＮＭＲ（９０ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）δ　ｐｐｍ：１．５（ｓ，９Ｈ），４．０（
ｓ，３Ｈ），８．２（ｓ，１Ｈ），８．５（ｓ，１Ｈ）。
【０３４６】
　２－［３－エチルスルファニル－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジル］－３－
メチル－６－［４－（トリフルオロメチル）－フェニル］イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジ
ン（Ｉ－６４）の調製
【化５５】

【０３４７】
　６２ｍｇ（０．５８ｍｍｏｌ）の炭酸ナトリウムを１，２－ジメトキシエタンと水の（
４：１）混合物２ｍＬに溶解させた溶液を、超音波浴の中で脱ガスし、７３ｍｇ（０．１
９ｍｍｏｌ）の６－クロロ－２－［３－エチルスルファニル－５－（トリフルオロメチル
）－２－ピリジル］－３－メチルイミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン及び６７ｍｇ（０．３
５ｍｍｏｌ）の［４－（トリフルオロメチル）フェニル］ボロン酸を添加する。その容器
にアルゴンを満たし、次いで、２３ｍｇ（２０μｍｏｌ）のテトラキス（トリフェニルホ
スフィン）パラジウムを添加する。その混合物を、ＣＥＭ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒマイクロ波
オーブンの中で２時間１０分間１４０℃に加熱し、次いで、追加の６８ｍｇ（５９μｍｏ
ｌ）のテトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジウムと混合させ、４時間１４０℃に
加熱する。その反応混合物をセライト層で濾過し、酢酸エチルですすぎ洗う。溶媒を減圧
下で除去した後、その残渣をシリカゲル上でのＭＰＬＣ（勾配：酢酸エチル／シクロヘキ
サン）によってクロマトグラフ的に分離させる。その後、分取ＨＰＬＣ（勾配：Ｈ２Ｏ／
アセトニトリル）を用いた別のクロマトグラフ的分離を行う。このようにして、１４ｍｇ
（純度９９％、収率１５％）の２－［３－エチルスルファニル－５－（トリフルオロメチ
ル）－２－ピリジル］－３－メチル－６－［４－（トリフルオロメチル）フェニル］イミ
ダゾ［４，５－ｃ］ピリジンが得られる。
【０３４８】
（ｌｏｇＰ（中性）：３．９５；ＭＨ＋：４８３；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，Ｄ６－
ＤＭＳＯ）δ　ｐｐｍ：９．２７５（２．６）；９．２７１（２．５）；８．９４３（４
．３）；８．５８４（２．６）；８．５８０（２．６）；８．３１８（０．５）；７．７
０１（３．０）；７．６８０（３．９）；７．５４８（３．８）；７．５２７（３．０）
；７．４１０（４．６）；３．８９０（１６．０）；３．３２９（７５．４）；３．１４
０（１．３）；３．１２２（４．２）；３．１０４（４．３）；３．０８６（１．４）；
２．６７６（０．９）；２．６７１（１．２）；２．６６７（０．９）；２．５０７（１
４０．３）；２．５０２（１７９．９）；２．４９８（１３４．５）；２．３３４（０．
９）；２．３２９（１．２）；２．３２５（０．９）；１．２８１（４．６）；１．２６
３（９．７）；１．２４５（４．５）；０．１４６（０．４）；０．００８（３．６）；
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０．０００（８４．０）；－０．１５０（０．４）。
【０３４９】
　２－［３－エチルスルファニル－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジル］－３－
メチル－６－［４－（トリフルオロメチル）－イミダゾール－１－イル］イミダゾ［４，
５－ｃ］ピリジン（Ｉ－７４）の調製
【化５６】

【０３５０】
　アルゴン下、９９ｍｇ（０．２７ｍｍｏｌ）の６－クロロ－２－［３－エチルスルファ
ニル－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジル］－３－メチルイミダゾ［４，５－ｃ
］ピリジン、２３μＬ（０．１５ｍｍｏｌ）のトランス－Ｎ，Ｎ’－ジメチルシクロヘキ
サン－１，２－ジアミン、６．８ｍｇ（３６μｍｏｌ）のヨウ化銅（Ｉ）、３０ｍｇ（０
．２２ｍｍｏｌ）の４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－イミダゾール及び６４ｍｇ（０
．４６ｍｍｏｌ）の炭酸カリウムを、脱ガスした１ｍＬのトルエンに添加する。その容器
を密閉し、そして、その反応混合物を、ＣＥＭ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒマイクロ波反応器の中
で４時間１１０℃に加熱する。室温まで冷却した後、酢酸エチルを添加し、その混合物を
セライト層で濾過し、次いで、酢酸エチルですすぎ洗う。溶媒を減圧下で除去し、その残
渣を、シリカゲル上でのＭＰＬＣ（勾配：酢酸エチル／シクロヘキサン）によってクロマ
トグラフ的に分離させる。このようにして、２２ｍｇ（純度１００％、収率１８％）の２
－［３－エチルスルファニル－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジル］－３－メチ
ル－６－［４－（トリフルオロメチル）イミダゾール－１－イル］イミダゾ［４，５－ｃ
］ピリジンが得られる。
【０３５１】
（ｌｏｇＰ（中性）：３．３６；ＭＨ＋：４７３；１Ｈ　ＮＭＲ（６００ＭＨｚ，ＣＤ３

ＣＮ）δ　ｐｐｍ：８．９０５（３．０）；８．９０３（３．０）；８．８５２（１．６
）；８．８５０（１．６）；８．５００（１．９）；８．３１３（１．５）；８．３１１
（２．１）；８．３０９（１．４）；８．１８３（１．７）；８．１８１（１．７）；７
．９６２（３．４）；７．９６１（３．４）；４．００１（１６．０）；３．９４０（０
．４）；３．１２４（１．１）；３．１１１（３．４）；３．０９９（３．５）；３．０
８７（１．２）；２．６３９（０．７）；２．１８４（５５．７）；２．１０９（１．２
）；２．００５（２．２）；１．９９８（１９５．７）；１．９８９（２．７）；１．９
８５（１．８）；１．９８１（１０．０）；１．９７７（１８．２）；１．９７３（２６
．５）；１．９６９（１８．０）；１．９６５（９．０）；１．８８２（１．２）；１．
４１９（０．４）；１．４０４（０．７）；１．３７３（０．６）；１．３３０（４．１
）；１．３１８（９．０）；１．３０９（１．６）；１．３０５（５．２）；１．３０１
（３．４）；０．９１４（０．６）。
【０３５２】
　上記実施例と同様にして、及び、上記で記載した調製方法に準じて、式（Ｉ）で表され
る下記化合物を得ることができる。
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【０３５３】
　ｌｏｇＰ値は、「ＥＥＣ　Ｄｉｒｅｃｔｉｖｅ　７９／８３１　Ａｎｎｅｘ　Ｖ．Ａ８
」に従い、逆相カラム（Ｃ１８）でのＨＰＬＣ（高性能液体クロマトグラフィー）によっ
て測定する。温度：５５℃。
【０３５４】
　酸性範囲内におけるＬＣ－ＭＳの測定は、溶離液として０．１％水性ギ酸及びアセトニ
トリル（０．１％ギ酸含有）を使用し、１０％アセトニトリルから９５％アセトニトリル
までの直線勾配で、ｐＨ２．７で実施する。表中では、ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）と称され
ている。
【０３５５】
　中性範囲内におけるＬＣ－ＭＳの測定は、溶離液として０．００１モル炭酸水素アンモ
ニウム水溶液及びアセトニトリルを使用し、１０％アセトニトリルから９５％アセトニト
リルまでの直線勾配で、ｐＨ７．８で実施する。表中では、ｌｏｇＰ（中性）と称されて
いる。
【０３５６】
　較正は、ｌｏｇＰ値が知られている非分枝鎖アルカン－２－オン（３個～１６個の炭素
原子を有している）を用いて実施する（ｌｏｇＰ値は、連続する２種類のアルカノンの間
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の線形補間によって、保持時間に基づいて測定する）。
【０３５７】
　選択された実施例に関するＮＭＲデータは、慣習的な形態（δ値、多重項分裂、水素原
子の数）で記載されているか、又は、ＮＭＲピークリストとして記載されている。
【０３５８】
　その中でＮＭＲスペクトルを記録した溶媒は、いずれに場合にも記載されている。
【０３５９】
　ＮＭＲピークリスト法
　選択された実施例の１Ｈ　ＮＭＲデータは、１Ｈ　ＮＭＲピークリストの形態で記載さ
れている。各シグナルピークに対して、最初にδ値（ｐｐｍ）が記載され、次に、丸括弧
内に、シグナル強度が記載されている。種々のシグナルピークに関するδ値－シグナル強
度数の対が、セミコロンで互いに区切られて記載されている。
【０３６０】
　従って、１つの例に対するピークリストは、以下の形態をとる：
δ１（強度１）；δ２（強度２）；．．．；δｉ（強度ｉ）；．．．；δｎ（強度ｎ）。
【０３６１】
　先鋭なシグナルの強度は、ＮＭＲスペクトルの印刷された例におけるシグナルの高さ（
ｃｍ）と相関し、シグナル強度の真の比率を示している。幅が広いシグナルの場合、数種
類のピーク又は該シグナルの中央及びそれらの相対的強度が、当該スペクトルの中の最も
強いシグナルとの比較で示され得る。
【０３６２】
　１Ｈ　ＮＭＲスペクトルの化学シフトを較正するために、テトラメチルシランを使用す
るか、及び／又は、特にスペクトルがＤＭＳＯ中で測定される場合には、その溶媒の化学
シフトを使用する。従って、ＮＭＲピークリストの中には、テトラメチルシランのピーク
は存在し得るが、必ずしも存在する必要はない。
【０３６３】
　１Ｈ　ＮＭＲピークのリストは、従来の１Ｈ　ＮＭＲのプリントアウトと類似しており
、従って、通常、ＮＭＲの慣習的な解釈で記載される全てのピークを含んでいる。
【０３６４】
　さらに、それらは、従来の１Ｈ　ＮＭＲのプリントアウトのように、溶媒のシグナル、
目標化合物の立体異性体（これも、同様に、本発明の対象の一部分を形成する）のシグナ
ル及び／又は不純物のピークのシグナルも示し得る。
【０３６５】
　溶媒及び／又は水のデルタ範囲内における化合物シグナルの記録において、１Ｈ　ＮＭ
Ｒピークの本発明者らによるリストは、通常の溶媒のピーク、例えば、ＤＭＳＯ－Ｄ６中
のＤＭＳＯのピーク及び水のピーク（これらは、通常、平均して高い強度を有している）
を示している。
【０３６６】
　目標化合物の立体異性体のピーク及び／又は不純物のピークは、通常、平均して、目標
化合物（例えば、９０％を超える純度を有する目標化合物）のピークよりも低い強度を有
している。
【０３６７】
　そのような立体異性体及び／又は不純物は、特定の調製方法に対して特有であり得る。
従って、それらのピークは、この場合、「副産物の指紋（ｂｙ－ｐｒｏｄｕｃｔ　ｆｉｎ
ｇｅｒｐｒｉｎｔｓ）」に関して、本発明者らの調製方法の再現性を確認するのに役立ち
得る。
【０３６８】
　目標化合物のピークを既知方法（ＭｅｓｔｒｅＣ、ＡＣＤシミュレーション、さらに、
経験的に評価された期待値の使用）で計算する専門家は、必用に応じて、場合により付加
的な強度フィルターを使用して、目標化合物のピークを分離することができる。この分離
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は、１Ｈ　ＮＭＲの慣習的な解釈における関連するピークのピッキングに類似しているで
あろう。
【０３６９】
　１Ｈ　ＮＭＲピークリストに関するさらなる詳細については、「Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｄ
ｉｓｃｌｏｓｕｒｅ　Ｄａｔａｂａｓｅ　Ｎｕｍｂｅｒ　５６４０２５」の中に見いだす
ことができる。
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【０３７０】
　使用実施例
　ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）－　インビトロ接触試験
　試験管にコーティングするために、９ｍｇの活性成分を、最初に、１ｍＬのアセトンｐ
．ａ．に溶解させ、次いで、アセトンｐ．ａ．を用いて希釈して所望の濃度とする。オー
ビタルシェーカー上で回転及び振動させる（揺動回転３０ｒｐｍで２時間）ことによって
２５０μＬの該溶液を２５ｍＬ容試験管の内壁及び底面に均一に分配させる。９００ｐｐ
ｍの活性成分溶液及び４４．７ｃｍ２の内表面で、均一に分配されたと仮定すれば、５μ
ｇ／ｃｍ２の面積基準薬量が達成される。
【０３７１】
　溶媒を蒸発させた後、該試験管に５～１０匹の成体ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌ
ｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）を生息させ、孔が開けられているプラスチック製蓋で密閉し、室
温及び周囲湿度で、水平位でインキュベートする。４８時間経過した後、効力を求める。
この目的のために、該試験管を垂直に立て、トントンと叩いてネコノミを試験管の底に落
とす。試験管の底で動かないままでいるか又は動きがギクシャクとしているネコノミは、
死んでいるか又は死にかけていると考えられる。
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【０３７２】
　この試験において、ある物質が、５μｇ／ｃｍ２の施用量で少なくとも８０％の効力を
達成すれば、その物質は、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）に
対して良好な効力を示す。１００％の効力は、全てのネコノミが死んだか又は死にかけて
いることを意味する。０％の効力は、損傷を受けたネコノミが無かったことを意味する。
【０３７３】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５μｇ／ｃｍ２の施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－１８、Ｉ－２１。
【０３７４】
　オウシマダニ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｌｕｓ）－注入試験（ＢＯＯＰＭＩ
　ｉｎｊ）
　　溶媒：　　　　ジメチルスルホキシド
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬの溶媒と
混合させ、得られた濃厚物を溶媒で稀釈して所望の濃度とする。
【０３７５】
　充血した５匹の成体雌オウシマダニ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｌｕｓ）の腹
部に１μＬの該活性成分溶液を注入する。その動物をシャーレの中に移し、人工気象室（
ｃｌｉｍａｔｅ－ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｒｏｏｍ）の中で維持する。
【０３７６】
　その効力は、７日後に、受精卵の産卵によって評価する。受精卵であることが明白では
ない卵は、約４２日後に幼虫が孵化するまで人工気象室（ｃｌｉｍａｔｅ－ｃｏｎｔｒｏ
ｌｌｅｄ　ｃａｂｉｎｅｔ）の中に保存する。１００％の効力は、受精卵を産卵したオウ
シマダニが無かったことを意味し；０％は、全ての卵が受精卵であることを意味する。
【０３７７】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、動物１匹当たり２０μｇの施
用量で、８０％の効力を示す：　Ｉ－２１。
【０３７８】
　ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）－経口試験（ＣＴＥＣＦＥ
）
　　溶媒：　　　　ジメチルスルホキシド
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬのジメチ
ルスルホキシドと混合させる。クエン酸塩を添加したウシ血液で希釈して、所望の濃度と
する。
【０３７９】
　頂部と底部がガーゼで閉じられているチャンバーの中に、餌を与えていない約２０匹の
成体ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）を入れる。下端部がパラ
フィルムで閉じられている金属製円筒を該チャンバーの上に配置する。該円筒は、血液／
活性成分調製物を含んでおり、これは、パラフィルム膜を通してネコノミによって摂取さ
れ得る。
【０３８０】
　２日間経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのネコノミが死んだこと
を意味し；０％は、死んだネコノミが無かったことを意味する。
【０３８１】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｐｐｍの施用量で、９
０％効力を示す：　Ｉ－２１。
【０３８２】
　ヒツジキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）試験（ＬＵＣＩＣＵ）
　　溶媒：　　　　ジメチルスルホキシド
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬのジメチ
ルスルホキシドと混合させ、得られた濃厚物を水で稀釈して所望の濃度とする。
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【０３８３】
　約２０匹のヒツジキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）のＬ１幼虫を、馬肉の
挽肉及び所望濃度の活性成分調製物を含んでいる被験容器の中に移す。
【０３８４】
　２日間経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのヒツジキンバエ幼虫が
死んだことを意味し、０％は、死んだヒツジキンバエ幼虫が無かったことを意味する。
【０３８５】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｐｐｍの施用量で、１
００％の効力を示す：　Ｉ－１８、Ｉ－２１。
【０３８６】
　イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）試験（ＭＵＳＣＤＯ）
　　溶媒：　　　　ジメチルスルホキシド
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬのジメチ
ルスルホキシドと混合させ、得られた濃厚物を水で稀釈して所望の濃度とする。
【０３８７】
　砂糖溶液と所望濃度の活性成分配合物で処理されたスポンジを含んでいる容器に、１０
匹の成体イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）を生息させる。
【０３８８】
　２日間経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのイエバエが死んだこと
を意味し；０％は、死んだイエバエが無かったことを意味する。
【０３８９】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、２０ｐｐｍの施用量で、９５
％の効力を示す：　Ｉ－２１。
【０３９０】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－噴霧試験（ＭＹＺＵＰＥ）
　　溶媒：　　　　７８重量部のアセトン
　　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。
【０３９１】
　全ての成育段階のモモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が発生してい
るハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の
活性成分配合物を噴霧する。
【０３９２】
　６日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのモモアカアブラムシが死
んだことを意味し；０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったことを意味する。
【０３９３】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－１０、Ｉ－１３、Ｉ－１８、Ｉ－２２、Ｉ－２３、Ｉ－２
４、Ｉ－４３、Ｉ－４４、Ｉ－４８、Ｉ－５２。
【０３９４】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
９０％の効力を示す：　Ｉ－４、Ｉ－１２、Ｉ－１４、Ｉ－１７、Ｉ－１８、Ｉ－１９、
Ｉ－２１、Ｉ－３８、Ｉ－４２、Ｉ－４５、Ｉ－４６、Ｉ－４９、Ｉ－５０、Ｉ－５１、
Ｉ－５６、Ｉ－６１、Ｉ－６８。
【０３９５】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、２０ｇ／ｈａの施用量で、９
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０％の効力を示す：　Ｉ－３９。
【０３９６】
　マスタードビートル（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）－噴霧試験（ＰＨＡ
ＥＣＯ）
　　溶媒：　　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。
【０３９７】
　ハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに所望濃度の活
性成分配合物を噴霧し、乾燥後、マスタードビートル（ｍｕｓｔａｒｄ　ｂｅｅｔｌｅ）
（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）の幼虫を寄生させる。
【０３９８】
　７日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのマスタードビートル幼虫
が死んだことを意味し；０％は、死んだマスタードビートル幼虫が無かったことを意味す
る。
【０３９９】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－２、Ｉ－３、Ｉ－４、Ｉ－５、Ｉ－１０、Ｉ－１２、Ｉ－
１３、Ｉ－１４、Ｉ－１８、Ｉ－１９、Ｉ－２１、Ｉ－２２、Ｉ－２４、Ｉ－２５、Ｉ－
２６、Ｉ－２８、Ｉ－２９、Ｉ－３１、Ｉ－３６、Ｉ－３７、Ｉ－３８、Ｉ－３９、Ｉ－
４１、Ｉ－４２、Ｉ－４３、Ｉ－４４、Ｉ－４５、Ｉ－４６、Ｉ－４７、Ｉ－４８、Ｉ－
４９、Ｉ－５０、Ｉ－５１、Ｉ－５２、Ｉ－５３、Ｉ－５４、Ｉ－５５、Ｉ－６１、Ｉ－
６８、Ｉ－７３。
【０４００】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
８３％の効力を示す：　Ｉ－３０、Ｉ－６３。
【０４０１】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－１１。
【０４０２】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
８３％の効力を示す：　Ｉ－１７。
【０４０３】
　ツマジロクサヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）－噴霧試験（Ｓ
ＰＯＤＦＲ）
　　溶媒：　　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。
【０４０４】
　トウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）の葉のディスクに所望濃度の活性成分配合物を噴霧
し、乾燥後、ツマジロクサヨトウ（ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕ
ｇｉｐｅｒｄａ）の幼虫を寄生させる。
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【０４０５】
　７日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのツマジロクサヨトウ幼虫
が死んだことを意味し；０％は、死んだツマジロクサヨトウ幼虫が無かったことを意味す
る。
【０４０６】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－２、Ｉ－２１、Ｉ－２６、Ｉ－３７、Ｉ－３９、Ｉ－４２
、Ｉ－４６、Ｉ－４７、Ｉ－５４、Ｉ－６１、Ｉ－６３、Ｉ－６８。
【０４０７】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
８３％の効力を示す：　Ｉ－１４、Ｉ－１９、Ｉ－４８。
【０４０８】
　ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）－噴霧試験；ＯＰ抵抗性（Ｔ
ＥＴＲＵＲ）
　　溶媒：　　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。
【０４０９】
　全ての成育段階のナミハダニ（ｇｒｅｅｎｈｏｕｓｅ　ｒｅｄ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔ
ｅ）（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）が発生しているインゲンマメ（Ｐｈａ
ｓｅｏｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の活性成分配合物を噴霧
する。
【０４１０】
　６日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのナミハダニが死んだこと
を意味し；０％は、死んだナミハダニが無かったことを意味する。
【０４１１】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－６８。
【０４１２】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
９０％の効力を示す：　Ｉ－２、Ｉ－１３、Ｉ－１９、Ｉ－２２、Ｉ－２８、Ｉ－４２、
Ｉ－４４、Ｉ－５３。
【０４１３】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
９０％の効力を示す：　Ｉ－４８。
【０４１４】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－噴霧試験（ＭＹＺＵＰＥ）
　　溶媒：　　　　７重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。アンモニウム塩及び／又は浸透剤を添加することが必要な場合、それら
は、いずれも、１０００ｐｐｍの濃度で当該配合物溶液に添加する。
【０４１５】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が重度に発生しているピーマン
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（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ）植物を、所望濃度の該活性成分配合物を噴霧するこ
とによって処理する。
【０４１６】
　６日間経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのモモアカアブラムシが
死んだことを意味し、０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったことを意味する。
【０４１７】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｐｐｍの施用量で９７
％の効力を示す：　Ｉ－１１。
【０４１８】
　サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）試験
　　溶媒：　１２５．０重量部のアセトン
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記量の溶媒と混合
し、得られた濃厚物を水で稀釈して所望の濃度とする。
【０４１９】
　容器に、砂、活性成分溶液、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）の卵／幼虫の懸濁液及びレタス種子を入れる。レタス種子が発芽し
、植物が成長する。根では、こぶが形成される。
【０４２０】
　１４日間経過した後、こぶの形成によって殺線虫効力（％）を求める。１００％は、こ
ぶが見られなかったことを意味し；０％は、処理された植物のこぶの数が処理されていな
い対照のこぶの数に相当することを意味する。
【０４２１】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、２０ｐｐｍの施用量で、１０
０％の効力を示す：　Ｉ－６８。
【０４２２】
　比較実施例：
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－接触試験（ＭＹＺＵＰＥ　ｃ
）
　　溶媒：　　　　７重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。アンモニウム塩及び／又は浸透剤（ナタネ油メチルエステル）を添加す
ることが必要な場合、それらは、いずれも、完成した当該配合物溶液を稀釈した後、１０
００ｐｐｍの濃度でピペットで量って添加する。
【０４２３】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が重度に発生している１葉期の
ピーマン（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ）植物を、所望濃度の該活性成分配合物を葉
の裏面に噴霧することによって処理する。
【０４２４】
　所望の期間が経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのモモアカアブラ
ムシが死んだことを意味し、０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったことを意味す
る。
【０４２５】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、ＷＯ２０１３０１８９２８の
既知化合物と比較して、優れた効力を示す（表を参照されたい）。
【０４２６】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－層透過（ｔｒａｎｓｌａｍｉ
ｎａｒ）試験（ＭＹＺＵＰＥ　ｔ）
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　　溶媒：　　　　７重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。アンモニウム塩及び／又は浸透剤（ナタネ油メチルエステル）を添加す
ることが必要な場合、それらは、いずれも、完成した当該配合物溶液を稀釈した後、１０
００ｐｐｍの濃度でピペットで量って添加する。
【０４２７】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が重度に発生している１葉期の
ピーマン（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ）植物を、所望濃度の該活性成分配合物を葉
の上面に噴霧することによって処理する。
【０４２８】
　所望の期間が経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのモモアカアブラ
ムシが死んだことを意味し、０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったことを意味す
る。
【０４２９】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、ＷＯ２０１３０１８９２８の
既知化合物と比較して、優れた効力を示す（表を参照されたい）。
【０４３０】
　ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）－接触試験（ＡＰＨＩＧＯ　ｃ）
　　溶媒：　　　　７重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。アンモニウム塩及び／又は浸透剤（ナタネ油メチルエステル）を添加す
ることが必要な場合、それらは、いずれも、完成した当該配合物溶液を稀釈した後、１０
００ｐｐｍの濃度でピペットで量って添加する。
【０４３１】
　ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）が重度に発生している１葉期のワタ
（Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ）植物を、所望濃度の該活性成分配合物を葉の
裏面に噴霧することによって処理する。
【０４３２】
　所望の期間が経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのワタアブラムシ
が死んだことを意味し、０％は、死んだワタアブラムシが無かったことを意味する。
【０４３３】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、ＷＯ２０１３０１８９２８の
既知化合物と比較して、優れた効力を示す（表を参照されたい）。
【０４３４】
　ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）－層透過（ｔｒａｎｓｌａｍｉｎａ
ｒ）試験（ＡＰＨＩＧＯ　ｔ）
　　溶媒：　　　　７重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。アンモニウム塩及び／又は浸透剤（ナタネ油メチルエステル）を添加す
ることが必要な場合、それらは、いずれも、完成した当該配合物溶液を稀釈した後、１０
００ｐｐｍの濃度でピペットで量って添加する。
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【０４３５】
　ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）が重度に発生している１葉期のワタ
（Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ）植物を、所望濃度の該活性成分配合物を葉の
上面に噴霧することによって処理する。
【０４３６】
　所望の期間が経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのワタアブラムシ
が死んだことを意味し、０％は、死んだワタアブラムシが無かったことを意味する。
【０４３７】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、ＷＯ２０１３０１８９２８の
既知化合物と比較して、優れた効力を示す（表を参照されたい）。
【０４３８】
　ツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）試験（ＮＥＰＨ
ＣＩ）
　　溶媒：　　　　７重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。アンモニウム塩及び／又は浸透剤（ナタネ油メチルエステル）を添加す
ることが必要な場合、それらは、いずれも、完成した当該配合物溶液を稀釈した後、１０
００ｐｐｍの濃度でピペットで量って添加する。
【０４３９】
　イネ植物（Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ，　ｖａｒ．　Ｂａｌｉｌｌａ）を所望濃度の該
活性成分配合物を噴霧することによって処理し、次いで、ツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏ
ｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）の幼虫を寄生させる。
【０４４０】
　所望の期間が経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのツマグロヨコバ
イが死んだことを意味し；０％は、死んだツマグロヨコバイが無かったことを意味する。
【０４４１】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、ＷＯ２０１３０１８９２８の
既知化合物と比較して、優れた効力を示す（表を参照されたい）。
【０４４２】
　トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）試験（ＮＩＬＡＬＵ）
　　溶媒：　　　　７重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、乳化剤を含有している水を用いて１００
０ｐｐｍの濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含有してい
る水で希釈する。アンモニウム塩及び／又は浸透剤（ナタネ油メチルエステル）を添加す
ることが必要な場合、それらは、いずれも、完成した当該配合物溶液を稀釈した後、１０
００ｐｐｍの濃度でピペットで量って添加する。
【０４４３】
　イネ植物（Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ，　ｖａｒ．　Ｂａｌｉｌｌａ）を所望濃度の該
活性成分配合物を噴霧することによって処理し、次いで、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａ
ｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）のＬ３幼虫を寄生させる。
【０４４４】
　所望の期間が経過した後、食害（％）を求める。１００％は、食害が見られないことを
意味し；０％は、処理された植物に対する食害が処理されていない対照に対する食害に相
当することを意味する。
【０４４５】
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　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、ＷＯ２０１３０１８９２８の
既知化合物と比較して、優れた効力を示す（表を参照されたい）。
【表３】
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